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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハードウエアがビデオコード化のための方法であって、
　復号ピクチャバッファ内に深度成分を記憶することと、
　ビュー依存性を分析して、前記深度成分がビュー間予測のために使用されるかどうか決
定することと、ここにおいて、前記ビュー依存性は、前記深度成分に関連付けられ、任意
のテクスチャ成分のビュー依存性と別れており、前記深度成分はビデオデータのビューの
ビュー成分と関連し、テクスチャ成分も前記ビュー成分と関連する、
　前記深度成分と関連する前記ビュー依存性が、前記深度成分がビュー間予測のために使
用されないことを示していることを決定したことに応答して、前記復号ピクチャバッファ
から前記深度成分を除去することとを備える、方法。
【請求項２】
　前記深度成分を除去することが、前記深度成分と関連する前記ビュー依存性が前記深度
成分がビュー間予測のために使用されないことを示すことを決定したことに応答して、関
連する前記テクスチャ成分を除去することなく前記復号ピクチャバッファから前記深度成
分を除去することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記深度成分が、ターゲット出力ビューに属さず、非参照ピクチャであり、又は、「参
照のために使用されない」ものとして標識されたピクチャである、請求項１に記載の方法
。
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【請求項４】
　前記ビュー依存性が、サブセットシーケンスパラメータセットのビデオコード化のシー
ケンスパラメータセット拡張において信号伝達され、
　前記サブセットシーケンスパラメータセットが、３次元ビデオプロファイルを含み、前
記ビュー依存性を分析するときに、前記サブセットシーケンスパラメータセットがアクテ
ィブビュービデオコード化シーケンスパラメータセットとしてアクティブ化される、請求
項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記方法が、前記テクスチャ成分を再構成するために使用される１つ以上の参照ピクチ
ャとは異なる、前記深度成分を再構成するために使用される１つ以上の参照ピクチャを決
定することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記方法が、
　ビデオデコーダが、前記深度成分及び前記テクスチャ成分が表示のために出力されるべ
きターゲット出力ビューに属すると決定することと、
　前記ビデオデコーダが、同時に前記深度成分と前記テクスチャ成分とを出力することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記深度成分及び前記テクスチャ成分が異なる解像度を有する、請求項１に記載の方法
。
【請求項８】
　前記ビデオデータが、Ｈ．２６４／アドバンストビデオコード化規格に対する３次元ビ
デオコード化拡張に準拠し、前記Ｈ．２６４／アドバンストビデオコード化規格に対する
マルチビュービデオコード化拡張と後方互換性がある、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ビデオデータをコード化するように構成されるビデオコード化装置であって、
　復号ピクチャバッファと、
　前記復号ピクチャバッファに深度成分を記憶し、ビュー依存性を分析して前記深度成分
がビュー間予測のために使用されるかどうかを決定し、前記深度成分と関連する前記ビュ
ー依存性が、前記深度成分がビュー間予測のために使用されないことを示すことを決定し
たことに応答して、前記復号ピクチャバッファから前記深度成分を除去するように構成さ
れる、プロセッサと、ここにおいて、前記ビュー依存性は、前記深度成分に関連付けられ
、任意のテクスチャ成分のビュー依存性とは別であり、前記深度成分はビデオデータのビ
ューのビュー成分と関連しており、テクスチャ成分も前記ビュー成分と関連している、
　を備える、ビデオコード化装置。
【請求項１０】
　前記１つ以上のプロセッサがさらに、前記深度成分を除去するとき、前記深度成分と関
連する前記ビュー依存性が、前記深度成分がビュー間予測のために使用されないことを示
すことを決定したことに応答して、前記テクスチャ成分を除去することなく前記復号ピク
チャバッファから前記深度成分を除去するように構成される、請求項９に記載のビデオコ
ード化装置。
【請求項１１】
　前記深度成分が、ターゲット出力ビューに属さず、非参照ピクチャであり、又は、「参
照のために使用されない」ものとして標識されたピクチャである、請求項９に記載のビデ
オコード化装置。
【請求項１２】
　前記ビュー依存性が、サブセットシーケンスパラメータセットのビデオコード化のシー
ケンスパラメータセット拡張において信号伝達され、
　前記サブセットシーケンスパラメータセットが、３次元ビデオプロファイルを含み、前
記ビュー依存性を分析するときに、前記サブセットシーケンスパラメータセットがアクテ
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ィブビュービデオコード化シーケンスパラメータセットとしてアクティブ化される、請求
項９に記載のビデオコード化装置。
【請求項１３】
　前記１つ以上のプロセッサがさらに、前記テクスチャ成分を再構成するために使用され
る１つ以上の参照ピクチャとは異なる、前記深度成分を再構成するために使用される１つ
以上の参照ピクチャを決定するように構成される、請求項９に記載のビデオコード化装置
。
【請求項１４】
　前記ビデオコード化装置がビデオデコーダを備え、
　前記１つ以上のプロセッサがさらに、前記深度成分及び前記テクスチャ成分が表示のた
めに出力されるべきターゲット出力ビューに属していると決定し、前記深度成分と前記テ
クスチャ成分とを同時に出力するように構成される、請求項９に記載のビデオコード化装
置。
【請求項１５】
　前記深度成分及び前記テクスチャ成分が異なる解像度を有する、請求項９に記載のビデ
オコード化装置。
【請求項１６】
　前記ビデオデータが、Ｈ．２６４／アドバンストビデオコード化規格に対する３次元ビ
デオコード化拡張に準拠し、前記ビデオデータが前記Ｈ．２６４／アドバンストビデオコ
ード化規格に対するマルチビュービデオコード化拡張と後方互換性がある、請求項９に記
載のビデオコード化装置。
【請求項１７】
　ビデオデータをコード化するためのビデオコード化装置であって、
　復号ピクチャバッファ内に深度成分を記憶するための手段と、
　ビュー依存性を分析して、前記深度成分がビュー間予測のために使用されるかどうか決
定するための手段と、ここにおいて、前記ビュー依存性は、前記深度成分に関連付けられ
、任意のテクスチャ成分のビュー依存性と別であり、前記深度成分はビデオデータのビュ
ーのビュー成分と関連し、テクスチャ成分も前記ビュー成分と関連する、
　前記深度成分と関連する前記ビュー依存性が、前記深度成分がビュー間予測のために使
用されないことを示すことを決定したことに応答して、前記復号ピクチャバッファから前
記深度成分を除去するための手段とを備える、ビデオコード化装置。
【請求項１８】
　前記深度成分を除去するための前記手段が、前記深度成分と関連する前記ビュー依存性
が、前記深度成分がビュー間予測のために使用されないことを示すことを決定したことに
応答して、前記テクスチャ成分を除去することなく前記復号ピクチャバッファから前記深
度成分を除去するための手段を備える、請求項１７に記載のビデオコード化装置。
【請求項１９】
　前記深度成分が、ターゲット出力ビューに属さず、非参照ピクチャであり、又は、「参
照のために使用されない」ものとして標識されたピクチャである、請求項１７に記載のビ
デオコード化装置。
【請求項２０】
　前記ビュー依存性が、サブセットシーケンスパラメータセットのビデオコード化のシー
ケンスパラメータセット拡張において信号伝達され、
　前記サブセットシーケンスパラメータセットが、３次元ビデオプロファイルを含み、前
記ビュー依存性を分析するときに、前記サブセットシーケンスパラメータセットがアクテ
ィブビュービデオコード化シーケンスパラメータセットとしてアクティブ化される、請求
項１７に記載のビデオコード化装置。
【請求項２１】
　前記ビデオコード化装置が、前記テクスチャ成分を再構成するために使用される１つ以
上の参照ピクチャとは異なる、前記深度成分を再構成するために使用される１つ以上の参
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照ピクチャを決定するための手段をさらに備える、請求項１７に記載のビデオコード化装
置。
【請求項２２】
　前記ビデオコード化装置がビデオデコーダを備え、
　前記ビデオデコーダが、
　前記深度成分及び前記テクスチャ成分が表示のために出力されるべきターゲット出力ビ
ューに属すると決定するための手段と、
　前記深度成分と前記テクスチャ成分とを同時に出力するための手段とをさらに備える、
請求項１７に記載のビデオコード化装置。
【請求項２３】
　前記深度成分及び前記テクスチャ成分が異なる解像度を有する、請求項１７に記載のビ
デオコード化装置。
【請求項２４】
　前記ビデオデータが、Ｈ．２６４／アドバンストビデオコード化規格に対する３次元ビ
デオコード化拡張に準拠し、前記ビデオデータが前記Ｈ．２６４／アドバンストビデオコ
ード化規格に対するマルチビュービデオコード化拡張と後方互換性がある、請求項１７に
記載のビデオコード化装置。
【請求項２５】
　実行されると、ビデオコード化装置の１つ以上のプロセッサに、
　復号ピクチャバッファ内へ深度成分を記憶させ、
　前記深度成分がビュー間予測のために使用されるかどうか決定するためにビュー依存性
を分析させ、ここにおいて、前記ビュー依存性は、前記深度成分に関連付けられ、任意の
テクスチャ成分のビュー依存性と別であり、前記深度成分はビデオデータのビューのビュ
ー成分と関連し、テクスチャ成分も前記ビュー成分と関連する、
　前記深度成分と関連する前記ビュー依存性が、前記深度成分がビュー間予測のために使
用されないことを示すことを決定したことに応答して、前記復号ピクチャバッファから前
記深度成分を除去させる命令を記憶した、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２６】
　実行されると前記１つ以上のプロセッサに前記深度成分を除去させる前記命令が、実行
されると前記１つ以上のプロセッサに、前記深度成分と関連する前記ビュー依存性が、前
記深度成分がビュー間予測のために使用されないことを示すことを決定したことに応答し
て、前記テクスチャ成分を除去することなく前記復号ピクチャバッファから前記深度成分
を除去させる命令を備える、請求項２５に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２７】
　前記深度成分が、ターゲット出力ビューに属さず、非参照ピクチャであり、又は、「参
照のために使用されない」ものとして標識されたピクチャである、請求項２５に記載のコ
ンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２８】
　前記ビュー依存性が、サブセットシーケンスパラメータセットのビデオコード化のシー
ケンスパラメータセット拡張において信号伝達され、
　前記サブセットシーケンスパラメータセットが、３次元ビデオプロファイルを含み、前
記ビュー依存性を分析するときに、前記サブセットシーケンスパラメータセットがアクテ
ィブビュービデオコード化シーケンスパラメータセットとしてアクティブ化される、請求
項２５に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２９】
　前記コンピュータ可読記憶媒体が、実行されると、前記１つ以上のプロセッサに、前記
テクスチャ成分のために使用される１つ以上の参照ピクチャとは異なる、前記深度成分を
再構成するために使用される１つ以上の参照ピクチャを決定させる命令をさらに記憶した
、請求項２５に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３０】
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　前記ビデオコード化装置がビデオデコーダを備え、
　前記コンピュータ可読記憶媒体が、実行されると、前記１つ以上のプロセッサに、
　前記深度成分及び前記テクスチャ成分が表示のために出力されるべきターゲット出力ビ
ューに属すると決定させ、
　前記深度成分と前記テクスチャ成分とを同時に出力させる命令をさらに記憶した、請求
項２５に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３１】
　前記深度成分及び前記テクスチャ成分が異なる解像度を有する、請求項２５に記載のコ
ンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３２】
　前記ビデオデータが、Ｈ．２６４／アドバンストビデオコード化規格に対する３次元ビ
デオコード化拡張に準拠し、前記ビデオデータが前記Ｈ．２６４／アドバンストビデオコ
ード化規格に対するマルチビュービデオコード化拡張と後方互換性がある、請求項２５に
記載のコンピュータ可読記憶媒体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、その各々の内容の全体が参照により本明細書に組み込まれる、２０１１年１
１月３０日に出願された米国仮出願第６１／５６５，３７６号、２０１１年１２月１日に
出願された米国仮出願第６１／５６５，９３８号、２０１１年１２月２２日に出願された
米国仮出願第６１／５７９，６３１号、及び２０１２年１月６日に出願された米国仮出願
第６１／５８４，００９号の優先権を主張する。
【０００２】
　本開示は、ビデオコード化に関し、より詳細には、３次元ビデオコード化（３ＤＶＣ）
に関する。
【背景技術】
【０００３】
　デジタルビデオ機能は、デジタルテレビジョン、デジタルダイレクトブロードキャスト
システム、ワイヤレスブロードキャストシステム、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラップトッ
プ又はデスクトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、電子ブックリーダ、デジタ
ルカメラ、デジタル記録機器、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲーム機器、ビデオゲ
ームコンソール、セルラー又は衛星無線電話、所謂「スマートフォン」、ビデオ遠隔会議
機器、ビデオストリーミング機器などを含む、広範囲にわたる機器に組み込まれ得る。デ
ジタルビデオ機器は、ＭＰＥＧ－２、ＭＰＥＧ－４、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３、ＩＴＵ－
Ｔ　Ｈ．２６４／ＭＰＥＧ－４、Ｐａｒｔ　１０、アドバンストビデオコード化（ＡＶＣ
：Advanced Video Coding）、現在開発中のＨｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｖｉｄｅ
ｏ　Ｃｏｄｉｎｇ（ＨＥＶＣ）規格によって定義された規格、及びそのような規格の拡張
に記載されているビデオ圧縮技法のような、ビデオ圧縮技法を実装する。ビデオ機器は、
そのようなビデオ圧縮技法を実装することによって、デジタルビデオ情報をより効率的に
送信、受信、符号化、復号、及び／又は記憶することができる。
【０００４】
　ビデオ圧縮技法は、ビデオシーケンスに固有の冗長性を低減又は除去するために、空間
的（イントラピクチャ）予測及び／又は時間的（インターピクチャ）予測を実行する。ブ
ロックベースのビデオコード化の場合、ビデオスライス（即ち、ピクチャ又はピクチャの
一部分）は、ツリーブロック、コード化単位（ＣＵ）及び／又はコード化ノードと呼ばれ
る場合もあるビデオブロックに区分され得る。ピクチャのイントラコード化（Ｉ）スライ
ス内のビデオブロックは、同じピクチャの中の隣接ブロック内の参照サンプルに対する空
間的予測を使用して符号化される。ピクチャのインターコード化（Ｐ又はＢ）スライス内
のビデオブロックは、同じピクチャの中の隣接ブロック内の参照サンプルに対する空間的
予測、又は他の参照ピクチャの中の参照サンプルに対する時間的予測を使用することがで
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きる。
【０００５】
　空間的予測又は時間的予測は、コード化されるべきブロックの予測ブロックをもたらす
。残差データは、コード化されるべき元のブロックと予測ブロックとの間の画素差分を表
す。インターコード化ブロックは、予測ブロックを形成する参照サンプルのブロックを指
す動きベクトル、及びコード化ブロックと予測ブロックとの間の差分を示す残差データに
従って符号化される。イントラコード化ブロックは、イントラコード化モードと残差デー
タとに従って符号化される。更なる圧縮のために、残差データは画素領域から変換領域に
変換されて残差変換係数を得ることができ、次いで、その残差変換係数は量子化され得る
。最初は２次元アレイで構成される量子化変換係数は、変換係数の１次元ベクトルを生成
するために走査されてよく、なお一層の圧縮を達成するために、エントロピーコード化が
適用されてよい。
【発明の概要】
【０００６】
　全般に、本開示では、３次元ビデオコード化（３ＤＶＣ）のための技法を説明する。よ
り具体的には、本開示は、Ｈ．２６４／アドバンストビデオコード化（ＡＶＣ）規格の３
ＤＶＣ拡張を使用して３ＤＶＣを実行するための技法を説明する。３ＤＶＣ拡張は、深度
データを伴うビデオデータの複数のビューを符号化するための、ビデオコード化技術を定
義する。各ビュー（視界）は、共通のシーンの対応するビデオデータが撮影された異なる
視点又は角度に対応し得る。３ＤＶＣの状況では、各ビューは、テクスチャビューと深度
ビューとを含み得る。１つの時間インスタンスにおけるビューのコード化表現は、ビュー
成分である。ビュー成分は、深度ビュー成分とテクスチャビュー成分とを含み得る。本開
示の技法は全般に、マルチビュービデオデータとともに深度データをコード化するときに
、３ＤＶＣのためのビューのテクスチャ成分と深度成分の両方の取扱を可能にすることに
関する。本技法は、ＭＶＣに対する３ＤＶＣの適合性を向上させ得る。
【０００７】
　一例では、深度成分とテクスチャ成分とを備えるビュー成分を含むビデオデータをコー
ド化する方法は、ビュー成分のテクスチャ成分に対するテクスチャパラメータセットとし
てパラメータセットをアクティブ化（活性化）することと、アクティブ化されたテクスチ
ャパラメータセットに基づいてビュー成分のテクスチャ成分をコード化することとを備え
る。
【０００８】
　別の例では、深度成分とテクスチャ成分とからなるビュー成分を含むビデオデータをコ
ード化するためのビデオコード化機器は、ビュー成分のテクスチャ成分に対するテクスチ
ャパラメータセットとしてパラメータセットをアクティブ化し、アクティブ化されたテク
スチャパラメータセットに基づいてビュー成分のテクスチャ成分をコード化するように構
成されるプロセッサを備える。
【０００９】
　別の例では、深度成分とテクスチャ成分とからなるビュー成分を含むビデオデータをコ
ード化するためのビデオコード化機器は、ビュー成分のテクスチャ成分に対するテクスチ
ャパラメータセットとしてパラメータセットをアクティブ化するための手段と、アクティ
ブ化されたテクスチャパラメータセットに基づいてビュー成分のテクスチャ成分をコード
化するための手段とを備える。
【００１０】
　別の例では、非一時的コンピュータ可読記憶媒体は、実行されると、ビデオコード化機
器の１つ又は複数のプロセッサに、ビュー成分のテクスチャ成分に対するテクスチャパラ
メータセットとしてパラメータセットをアクティブ化させ、アクティブ化されたテクスチ
ャパラメータセットに基づいてビュー成分のテクスチャ成分をコード化させる命令を記憶
している。
【００１１】
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　別の例では、深度成分とテクスチャ成分とを備えるビュー成分を含むビデオデータを処
理する方法が説明される。方法は、ビデオデータのビュー成分を処理するときに適用され
る補助強化情報メッセージを決定することと、補助強化情報メッセージに加えて、ビュー
成分の深度成分に適用されるネスト化(入れ子化)された補助強化情報メッセージを決定す
ることとを備える。
【００１２】
　別の例では、深度成分とテクスチャ成分とからなるビュー成分を含むビデオデータを処
理するための機器が説明される。機器は、ビデオデータのビュー成分を処理するときに適
用される補助強化情報メッセージを決定し、ビュー成分の深度成分を処理するときに補助
強化情報メッセージに加えて適用されるネスト化された補助強化情報メッセージを決定す
るように構成される、プロセッサを備える。
【００１３】
　別の例では、深度成分とテクスチャ成分とからなるビュー成分を含むビデオデータを処
理するための機器が説明される。機器は、ビデオデータのビュー成分を処理するときに適
用される補助強化情報メッセージを決定するための手段と、ビュー成分の深度成分を処理
するときに補助強化情報メッセージに加えて適用されるネスト化された補助強化情報メッ
セージを決定するための手段とを備える。
【００１４】
　別の例では、非一時的コンピュータ可読記憶媒体は、実行されると、深度成分とテクス
チャ成分とからなるビュー成分を含むビデオデータを処理するための機器の１つ又は複数
のプロセッサに、ビデオデータのビュー成分を処理するときに適用される補助強化情報メ
ッセージを決定することと、ここでビュー成分は深度成分とテクスチャ成分の両方を含む
、ビュー成分の深度成分を処理するときに補助強化情報メッセージに加えて適用されるネ
スト化された補助強化情報メッセージを決定することとを行わせる、命令を記憶している
。
【００１５】
　別の例では、ビデオコード化のための方法は、復号ピクチャバッファに深度成分を記憶
することと、ビュー依存性を分析して深度成分がビュー間予測のために使用されるかどう
かを決定することと、深度成分がビュー間予測のために使用されないと決定したことに応
答して、復号ピクチャバッファから深度成分を除去することとを備える。
【００１６】
　別の例では、ビデオデータをコード化するように構成されるビデオコード化機器は、復
号ピクチャバッファと、復号ピクチャバッファに深度成分を記憶し、ビュー依存性を分析
して深度成分がビュー間予測のために使用されるかどうかを決定し、深度成分がビュー間
予測のために使用されないと決定したことに応答して、復号ピクチャバッファから深度成
分を除去するように構成される、プロセッサとを備える。
【００１７】
　別の例では、ビデオデータをコード化するためのビデオコード化機器は、復号ピクチャ
バッファに深度成分を記憶するための手段と、ビュー依存性を分析して深度成分がビュー
間予測のために使用されるかどうかを決定するための手段と、深度成分がビュー間予測の
ために使用されないと決定したことに応答して、復号ピクチャバッファから深度成分を除
去するための手段とを備える。
【００１８】
　別の例では、非一時的コンピュータ可読記憶媒体は、実行されると、ビデオコード化機
器の１つ又は複数のプロセッサに、復号ピクチャバッファへ深度成分を記憶させ、ビュー
依存性を分析させて深度成分がビュー間予測のために使用されるかどうかを決定させ、深
度成分がビュー間予測のために使用されないと決定したことに応答して、復号ピクチャバ
ッファから深度成分を除去させる、命令を記憶している。
【００１９】
　別の例では、１つ又は複数の深度成分と１つ又は複数のテクスチャ成分とを備えるビュ



(8) JP 6242802 B2 2017.12.6

10

20

30

40

50

ー成分を含むビデオデータを処理する方法は、深度成分の特性を記述する第１のシーケン
スレベル情報を決定することと、ビデオデータの動作点の特性を記述する第２のシーケン
スレベル情報を決定することとを備える。
【００２０】
　別の例では、１つ又は複数の深度成分と１つ又は複数のテクスチャ成分とを備えるビュ
ー成分を含むビデオデータを処理するためのビデオコード化機器が説明される。ビデオコ
ード化機器は、深度成分の特性を記述する第１のシーケンスレベル情報を決定し、ビデオ
データの動作点の特性を記述する第２のシーケンスレベル情報を決定するように構成され
る、１つ又は複数のプロセッサを備える。
【００２１】
　別の例では、１つ又は複数の深度成分と１つ又は複数のテクスチャ成分とを備えるビュ
ー成分を含むビデオデータを処理するためのビデオコード化機器が説明される。ビデオコ
ード化機器は、深度成分の特性を記述する第１のシーケンスレベル情報を決定するための
手段と、ビデオデータの動作点の特性を記述する第２のシーケンスレベル情報を決定する
ための手段とを備える。
【００２２】
　別の例では、非一時的コンピュータ可読記憶媒体は、実行されると、ビデオコード化機
器の１つ又は複数のプロセッサに、ビデオデータの１つ又は複数の深度成分の特性を記述
する第１のシーケンスレベル情報を決定することであって、ビデオデータが１つ又は複数
の深度成分と１つ又は複数のテクスチャ成分とを備えるビュー成分を含む、決定すること
と、ビデオデータの動作点の特性を記述する第２のシーケンスレベル情報を決定すること
とを行わせる、命令を記憶している。
【００２３】
　本開示の１つ又は複数の態様の詳細が、添付の図面及び以下の説明において記載される
。本開示で説明される技法の他の特徴、目的、及び利点は、これらの説明及び図面から、
及び特許請求の範囲から明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本開示で説明される技法を利用し得る例示的なビデオ符号化及び復号システムを
示すブロック図。
【図２】図１の例で示されるビデオエンコーダをより詳細に示すブロック図。
【図３】図１の例で示されるビデオデコーダをより詳細に示すブロック図。
【図４】図１の例で示されるカプセル化ユニットをより詳細に示すブロック図。
【図５】例示的なマルチビュービデオコード化（ＭＶＣ）の予測パターンを示す概念図。
【図６】本開示で説明される技法の様々な態様による、ＭＶＣ適合３ＤＶＣのためのパラ
メータセットのアクティブ化を実施する際の、ビデオコード化機器の動作を示すフロー図
。
【図７】本開示で説明される技法による、マルチビュービデオデータを処理して、ＭＶＣ
適合３ＤＶＣのためのネスト化された補助強化情報（ＳＥＩ）メッセージを生成する例示
的な動作を示すフロー図。
【図８】本開示で説明される技法による、ＭＶＣ適合３ＤＶＣのための復号ピクチャバッ
ファからテクスチャ成分と深度成分とを別々に除去する際の、ビデオコード化機器の例示
的な動作を示すフロー図。
【図９】本開示で説明される技法による、ＭＶＣ適合３ＤＶＣのためのシーケンスレベル
情報を決定する際の、ビデオコード化機器の例示的な動作を示す流れ図。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　特定のビデオコード化システムによれば、データ圧縮を実現するように、ビデオシーケ
ンスにおける時間的冗長性を低減するために、動き推定及び動き補償が使用され得る。こ
の場合、ビデオデータの予測ブロック、例えば、コード化されている現在ビデオブロック
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の値を予測するために使用され得る別のビデオのピクチャ又はスライスからのブロックを
識別する、動きベクトルが生成され得る。予測ビデオブロックの値が現在ビデオブロック
の値から減算されて、残差データのブロックを生成する。動き情報（例えば、動きベクト
ル、動きベクトルインデックス、予測方向、又は他の情報）が、残差データとともにビデ
オエンコーダからビデオデコーダに通信される。デコーダは、（動きベクトルに基づいて
）同じ予測ブロックを見つけ、残差データを予測ブロックのデータと合成することによっ
て、符号化ビデオブロックを復元することができる。
【００２６】
　マルチビュービデオコード化（ＭＶＣ）は、ビデオデータの複数のビューをコード化す
るためのビデオコード化処理である。一般に、各ビューは、共通のシーンの対応するビデ
オデータが撮影された異なる視点又は角度に対応する。３次元ビデオコード化（３ＤＶＣ
）は、ＭＶＣプラス深度コード化を使用して実行され得る。ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／Ａ
ＶＣ規格に対する３ＤＶＣ拡張が、現在開発中である。３ＤＶＣ拡張を追加するための、
Ｈ．２６４／ＡＶＣ規格に対する修正のワーキングドラフトは、２０１１年１１月付けの
、「ＷＤ　ｏｎ　ＭＶＣ　Ｅｘｔｅｎｓｉｏｎｓ　ｆｏｒ　Ｉｎｃｌｕｓｉｏｎ　ｏｆ　
Ｄｅｐｔｈ　Ｍａｐｓ」、ＩＳＯ／ＩＥＣ／ＪＴＣ１／ＳＣ２９／ＷＧ１１／Ｎ１２３５
１、ジュネーブ、スイス（「３ＤＶＣ　ＷＤ」）において記述されている。深度マップの
包含のためのＭＶＣ拡張とも呼ばれる３ＤＶＣ拡張は、３Ｄビデオデータの表示を支援す
るようにビューをコード化するための技法を定義する。
【００２７】
　例えば、３Ｄビデオでは、２つのビュー（例えば、視聴者の左眼のビュー及び右眼のビ
ュー）が、光の異なる偏光を使用して同時に、又はほぼ同時に表示されることが可能であ
り、視聴者の眼の各々がビューのそれぞれ１つを受け取るように、視聴者は受動偏光眼鏡
を着用することができる。代替的に、視聴者は、各眼を独立に遮断する能動眼鏡を着用す
ることができ、表示器が高速に、眼鏡と同期して各眼の画像を交互に表示することができ
る。
【００２８】
　各ビュー（例えば、左眼のビュー及び右眼のビュー）は個別にコード化され得るが、３
ＤＶＣでは、ビューの１つは、ビューの深度成分を使用して他のビューから復元される。
この理由で、３ＤＶＣのこの形式も、マルチビュービデオコード化プラス深度（ＭＶＣ＋
Ｄ）と呼ばれ得る。例示すると、ビューの特定のピクチャ（ここで、このビューの特定の
ピクチャは、ビューの「ビュー成分」と呼ばれ得る）の深度マップは、左眼のビューと右
眼のビューとの差分として計算され得る。エンコーダは、例えば、ビュー成分の所謂「テ
クスチャ成分」として左眼のビューを符号化することができ、深度マップは、ビュー成分
の所謂「深度成分」として符号化され得る。
【００２９】
　デコーダは次いで、ビュー成分のテクスチャ成分とビュー成分の深度成分とを復号し、
深度成分を使用してテクスチャ成分（左眼のビューを表す）から右眼のビューを復元する
ことができる。１つのビュー及び対応する深度マップのみをこの方式で符号化することに
よって、３ＤＶＣは、３ＤＶＣデータの別個のビューとして独立に左眼のビューと右眼の
ビューの両方を符号化することと比較して、左眼のビューと右眼のビューの両方をより効
率的に符号化することができる。
【００３０】
　ビューのテクスチャ成分と深度成分とを符号化するとき、ビデオエンコーダは一般に、
テクスチャ成分と深度成分を区別するための方法を何ら提供することなく、テクスチャ成
分と深度成分の両方をビュー成分として扱い、又は別様に処理する。即ち、３ＤＶＣは、
同じビュー成分の深度成分とは別々にテクスチャ成分を個々に処理するための方法を提供
することなく、ビュー成分の取扱又はコード化を行う。３ＤＶＣにおけるこの区別の欠如
により、コード化効率がより低くなり、及び／又は復元ビデオデータの品質がより低くな
り得る。
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【００３１】
　例えば、深度成分は、このビュー成分の共同の取扱に対応するように、対応するテクス
チャ成分と同じ解像度で指定されることが現在は要求され得る。しかしながら、より解像
度の高い（テクスチャ成分の解像度と比べて）深度成分は、視聴者の視覚系が期待するも
のをより良好に再現するより良好でより没入感のある３Ｄビデオが生じ得るので、３次元
（３Ｄ）ビデオ再生をもたらし得る。その上、より解像度の低い（テクスチャ成分の解像
度と比較して）深度成分は、幾つかの例では同一の又は同様の没入感のある３Ｄ体験を提
供し得るが、コード化されると使用するビットがより少なくなり得るので、コード化効率
を向上させることができる。深度成分とテクスチャ成分の別々の取扱を可能にできないこ
とによって、３ＤＶＣは、コード化効率が低下することがあり、及び／又は、（しばしば
、鑑賞体験の点で）復元ビデオデータの品質が低くなることがある。
【００３２】
　本開示の技法は全般に、３ＤＶＣビデオデータを処理又はコード化するときに、ビュー
のテクスチャ成分と深度成分の別々の又は独立した取扱を可能にすることに関する。例え
ば、本開示は、シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）において深度マップシーケンスの
ピクチャサイズを信号伝達（シグナリング）することを提案する。これらの信号伝達技法
は、ビデオ符号化及び／又は復号プロセスの間にエンコーダによって適用され、デコーダ
によって使用され得る。説明される技法は、ビデオコンテンツのピクチャのコード化に関
する。本開示の技法によれば、符号化ピクチャは、選択された高さ及び幅のブロックのよ
うな単位サイズを有してよく、これは、シーケンスパラメータセットにおいてシンタック
ス要素として信号伝達され得る。テクスチャビューシーケンス及び深度マップシーケンス
のためのシンタックス要素は、シーケンスパラメータセットにおいて信号伝達され得る。
【００３３】
　より具体的には、本技法は、深度マップシーケンスが対応するテクスチャビューシーケ
ンスとは異なる解像度を有する場合に、シンタックス情報を信号伝達することを伴う。３
ＤＶＣは、各ビューに対する深度マップシーケンスを伴う複数のビューをコード化するこ
とを含み得る。これらの深度マップシーケンスは、テクスチャビューシーケンスとは異な
る解像度を有し得る。この場合、深度ビュー成分及びテクスチャビュー成分は、テクスチ
ャ及び深度ネットワーク抽象レイヤ（ＮＡＬ）ユニットが単に一緒に多重化されるときに
、同一のシーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）を共有できない。現在のＳＰＳのＭＶＣ
拡張では、深度を伴っても又は伴わなくても、異なるレベルを示すことは可能ではないこ
とがある。ＡＶＣ設計の原則では、ピクチャサイズを含む２つ以上のシーケンスパラメー
タセットをアクティブ化することは可能ではないことがある。従って、２つの異なるピク
チャサイズを有すると、複数のシーケンスパラメータセットをアクティブ化することにな
り得る。
【００３４】
　本開示の技法は、対応するテクスチャビューとは異なる空間解像度を有する深度マップ
を３ＤＶＣシーケンスが含む場合、ＡＶＣ及びＭＶＣステレオに基づいて、３ＤＶＣシー
ケンスを示すために使用され得る。そのような独立の取扱を可能にすることによって、本
開示で説明される技法の様々な態様は、ビットの節約（又は、言い換えると、マルチビュ
ービデオデータのより効率的なコード化）及び／又は復元ビデオデータの品質の向上（こ
れはやはり、知覚される鑑賞体験の観点で評価され得る）を促し得る。
【００３５】
　次の説明は、３ＤＶＣの状況にあると理解されるべきであり、その状況では、ＭＶＣへ
の言及は、それが３ＤＶＣ拡張におけるＭＶＣプラス深度コード化に関連するときの、Ｍ
ＶＣへの言及であるものとして理解される。即ち、ＭＶＣがＨ．２６４に対する拡張であ
り、３ＤＶＣは、ＭＶＣを利用するＨ．２６４の更なる拡張であるとすると、３ＤＶＣは
、ＭＶＣの全ての態様を組み込み、又はそうでなければそれを「引き継ぐ」ものと見なさ
れ得る。３ＤＶＣは、３ＤＶＣをサポートするビデオデコーダに対する深度マップも含む
、ＭＶＣ適合ビットストリームを提供するために、適切な場合には本明細書で説明される



(11) JP 6242802 B2 2017.12.6

10

20

30

40

50

方式で、ＭＶＣを拡張し、又は別様にＭＶＣに加わることができる。言い換えると、幾つ
かの例では、本技法は、ＭＶＣと後方互換性のある（又は、言い換えると、３ＤＶＣをサ
ポートしないがＭＶＣをサポートするビデオデコーダによって復号されることが可能な）
３ＤＶＣビットストリームの生成を実現することができる。次の技法は各々、３ＤＶＣの
状況で説明されるが、これらの技法は、一部の例では、テクスチャビュー成分と深度ビュ
ー成分の両方を有する３Ｄビデオデータをコード化する他の方法へと拡張され得る。
【００３６】
　図１は、マルチビューコード化において動きベクトル予測用の技法を利用できる、例示
的なビデオの符号化及び復号のシステム１０を示すブロック図である。図１に示されるよ
うに、システム１０は、宛先機器１４によって後で復号されるべき符号化ビデオデータを
提供する発信源機器１２を含む。特に、発信源機器１２は、コンピュータ可読媒体１６を
介して宛先機器１４にビデオデータを提供する。発信源機器１２及び宛先機器１４は、デ
スクトップコンピュータ、ノートブック（即ち、ラップトップ）コンピュータ、タブレッ
トコンピュータ、スレートコンピュータ、セットトップボックス、所謂「スマート」フォ
ンなどの電話ハンドセット、所謂「スマート」パッド、テレビジョン、カメラ、表示装置
、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲームコンソール、ビデオストリーミング機器など
を含む、広範囲にわたる機器のいずれかを備え得る。場合によっては、発信源機器１２及
び宛先機器１４は、ワイヤレス通信に対応し得る。
【００３７】
　宛先機器１４は、コンピュータ可読媒体１６を介して復号されるべき符号化ビデオデー
タを受信し得る。コンピュータ可読媒体１６は、発信源機器１２から宛先機器１４に符号
化ビデオデータを移動することができる任意のタイプの媒体又は機器を備え得る。一例で
は、コンピュータ可読媒体１６は、発信源機器１２が、符号化ビデオデータをリアルタイ
ムで又はほぼリアルタイムで宛先機器１４に直接送信することを可能にするための通信媒
体を備え得る。
【００３８】
　符号化ビデオデータは、ワイヤレス通信プロトコルなどの通信規格に従って変調され、
宛先機器１４に送信され得る。通信媒体は、高周波（ＲＦ）スペクトル又は１つ又は複数
の物理伝送線路のような、任意のワイヤレス又は有線通信媒体を備え得る。通信媒体は、
ローカルエリアネットワーク、ワイドエリアネットワーク、又はインターネットなどのグ
ローバルネットワークなど、パケットベースネットワークの一部を形成し得る。通信媒体
は、発信源機器１２から宛先機器１４への通信を可能にするために有用であり得るルータ
、スイッチ、基地局、又は任意の他の機器を含み得る。
【００３９】
　幾つかの例では、符号化データは、発信源機器２４の送信機２４から記憶装置に出力さ
れ得る。同様に、符号化データは、宛先機器１４の受信機２６によって、記憶装置からア
クセスされ得る。記憶装置は、ハードドライブ、ブルーレイ（登録商標）ディスク、ＤＶ
Ｄ、ＣＤ－ＲＯＭ、フラッシュメモリ、揮発性又は不揮発性メモリ、若しくは符号化ビデ
オデータを記憶するための任意の他の好適なデジタル記憶媒体のような、種々の分散され
た又はローカルにアクセスされるデータ記憶媒体のいずれかを含み得る。更なる一例では
、記憶装置は、発信源機器１２によって生成された符号化ビデオを記憶し得るファイルサ
ーバ又は別の中間記憶装置に対応し得る。
【００４０】
　宛先機器１４は、ストリーミング又はダウンロードを介して、記憶装置から記憶された
ビデオデータにアクセスし得る。ファイルサーバは、符号化ビデオデータを記憶し、その
符号化ビデオデータを宛先機器１４に送信することが可能な任意のタイプのサーバであり
得る。例示的なファイルサーバは、（例えば、ウェブサイトのための）ウェブサーバ、Ｆ
ＴＰサーバ、ネットワーク接続記憶（ＮＡＳ）装置、又はローカルディスクドライブを含
む。宛先機器１４は、インターネット接続を含む、任意の標準のデータ接続を通じて符号
化ビデオデータにアクセスし得る。これは、ファイルサーバに記憶された符号化ビデオデ
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ータにアクセスするのに好適であるワイヤレスチャネル（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標
）接続）、有線接続（例えば、ＤＳＬ、ケーブルモデムなど）、又は両方の組合せを含み
得る。記憶装置からの符号化ビデオデータの送信は、ストリーミング送信、ダウンロード
送信、又はそれらの組合せであり得る。
【００４１】
　本開示の技法は、必ずしもワイヤレス適用例又は設定に限定されるとは限らない。本技
法は、オーバージエアテレビジョン放送、ケーブルテレビジョン送信、衛星テレビジョン
送信、ｄｙｎａｍｉｃ　ａｄａｐｔｉｖｅ　ｓｔｒｅａｍｉｎｇ　ｏｖｅｒ　ＨＴＴＰ（
ＤＡＳＨ）などのインターネットストリーミングビデオ送信、データ記憶媒体上に符号化
されたデジタルビデオ、データ記憶媒体に記憶されたデジタルビデオの復号、又は他の適
用例など、種々のマルチメディア適用例のいずれかをサポートするビデオコード化に適用
され得る。幾つかの例では、システム１０は、ビデオストリーミング、ビデオ再生、ビデ
オブロードキャスティング、及び／又はビデオ電話などの適用例をサポートするために、
一方向又は双方向のビデオ送信をサポートするように構成され得る。
【００４２】
　図１の例では、発信源機器１２は、ビデオ発信源１８と、ビデオエンコーダ２０と、カ
プセル化ユニット２１と、出力インターフェース２２とを含む。宛先機器１４は、入力イ
ンターフェース２８と、逆カプセル化ユニット(decapsulation unit)２９と、ビデオデコ
ーダ３０と、表示装置３２とを含む。幾つかの例では、発信源機器１２及び宛先機器１４
は、他のコンポーネント又は構成を含み得る。例えば、発信源機器１２は、外部カメラな
どの外部ビデオ発信源１８からビデオデータを受信し得る。同様に、宛先機器１４は、内
蔵表示装置３２を含むのではなく、外部表示装置とインターフェースし得る。
【００４３】
　図１の示されたシステム１０は一例にすぎない。マルチビューコード化（３ＤＶＣを含
む）における動きベクトル予測のための技法は、任意のデジタルビデオ符号化及び／又は
復号機器によって実行され得る。概して、本開示の技法はビデオ符号化機器によって実行
されるが、本技法は、一般に「コーデック」と呼ばれるビデオエンコーダ／デコーダによ
っても実行され得る。その上、本開示の技法はまた、ビデオプリプロセッサによって実行
され得る。発信源機器１２及び宛先機器１４は、発信源機器１２が宛先機器１４に送信す
るためのコード化ビデオデータを生成するような、コード化機器の例にすぎない。幾つか
の例では、機器１２、１４は、機器１２、１４の各々がビデオ符号化コンポーネントとビ
デオ復号コンポーネントとを含むように、実質的に対称的に動作し得る。従って、システ
ム１０は、例えば、ビデオストリーミング、ビデオ再生、ビデオブロードキャスト又はビ
デオ電話のための、ビデオ機器１２とビデオ機器１４との間の一方向又は双方向のビデオ
送信をサポートすることができる。
【００４４】
　発信源機器１２のビデオ発信源１８は、ビデオカメラなどの撮像装置、以前に撮影され
たビデオを含んでいるビデオアーカイブ、及び／又はビデオコンテンツプロバイダからビ
デオを受信するためのビデオフィードインターフェースを含み得る。更なる代替として、
ビデオ発信源１８は、発信源ビデオとしてのコンピュータグラフィックスベースのデータ
、又はライブビデオとアーカイブビデオとコンピュータ生成ビデオとの組合せを生成し得
る。場合によっては、ビデオ発信源１８がビデオカメラである場合、発信源機器１２及び
宛先機器１４は、所謂カメラ付き携帯電話又はビデオ電話を形成することができる。しか
しながら、上述のように、本開示で説明される技法は、概してビデオコード化に適用可能
であってよく、ワイヤレス及び／又は有線の適用例に適用されてよい。各々の場合におい
て、撮影されたビデオ、以前に撮影されたビデオ、又はコンピュータ生成ビデオは、ビデ
オエンコーダ２０によって符号化され得る。符号化ビデオ情報は、次いで、出力インター
フェース２２によってコンピュータ可読媒体１６上に出力され得る。
【００４５】
　ビデオ発信源２４は一般に、シーンの複数のビューをビデオエンコーダ２８に与え得る
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。ビデオ発信源２４は、ビューに対するカメラ視点の位置を示す情報も与え得る。ビデオ
発信源２４は、この情報をビデオエンコーダ２８に与えるか、又はその情報をカプセル化
ユニット２１に直接与え得る。
【００４６】
　カプセル化ユニット２１は、マルチメディアコンテンツのビューにビュー識別子を割り
当てるために、ビューに対するカメラ視点の相対的な位置を示す情報を使用し得る。カプ
セル化ユニット２１は、マルチメディアコンテンツの１つ又は複数の表現を形成すること
ができ、その場合、表現の各々は１つ又は複数のビューを含み得る。幾つかの例では、ビ
デオエンコーダ２０は、例えば、異なるフレームレート、異なるビットレート、異なる解
像度、又は他のそのような違いを伴う、異なる方法で各ビューを符号化し得る。従って、
カプセル化ユニット２１は、様々な特性、例えば、ビットレート、フレームレート、解像
度などを有する様々な表現を形成し得る。
【００４７】
　表現の各々は、宛先機器１４によって取り出され得るそれぞれのビットストリームに対
応し得る。カプセル化ユニット２１は、例えば、マルチメディアコンテンツに対するｍｅ
ｄｉａ　ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ（ＭＰＤ）データ構造内で
、各表現中に含まれるビューのビュー識別子（ｖｉｅｗ＿ｉｄ）の範囲の指示を与え得る
。例えば、カプセル化ユニット２１は、表現のビューに対する最大ビュー識別子と最小ビ
ュー識別子との指示を与え得る。ＭＰＤは、更に、マルチメディアコンテンツの複数の表
現の各々に対する出力を対象とするビューの最大の数の指示を与え得る。ＭＰＤ又はその
データは、幾つかの例では、（１つ又は複数の）表現に対するマニフェストに記憶され得
る。
【００４８】
　コンピュータ可読媒体１６は、ワイヤレスブロードキャスト又は有線ネットワーク送信
などの一時媒体、又はハードディスク、フラッシュドライブ、コンパクトディスク、デジ
タルビデオディスク、ブルーレイディスク、又は他のコンピュータ可読媒体などの記憶媒
体（即ち、非一時的記憶媒体）を含み得る。幾つかの例では、ネットワークサーバ（図示
せず）は、例えば、ネットワーク送信を介して、発信源機器１２から符号化ビデオデータ
を受信し、宛先機器１４に符号化ビデオデータを与え得る。同様に、ディスクスタンピン
グ設備のような媒体製造設備のコンピューティング機器は、発信源機器１２から符号化ビ
デオデータを受信し、その符号化ビデオデータを含むディスクを生成し得る。従って、コ
ンピュータ可読媒体１６は、様々な例において、様々な形態の１つ又は複数のコンピュー
タ可読媒体を含むことが理解されよう。
【００４９】
　宛先機器１４の入力インターフェース２８は、コンピュータ可読媒体１６から情報を受
信する。コンピュータ可読媒体１６の情報は、ビデオエンコーダ２０によって定義され、
またビデオデコーダ３０によって使用される、ブロック及び他のコード化単位、例えば、
ＧＯＰの特性及び／又は処理を記述するシンタックス要素を含む、シンタックス情報を含
み得る。宛先機器１４の逆カプセル化ユニット２９は、ビットストリーム（又はＭＶＣの
状況では「動作点」と呼ばれるビットストリームのサブセット）からのＳＥＩメッセージ
を逆カプセル化するユニットを表し得る。逆カプセル化ユニット２９は、カプセル化ユニ
ット２９によって実行される動作とは逆の順序で動作を実行して、ＳＥＩメッセージのよ
うなカプセル化された符号化ビットストリームからのデータを逆カプセル化することがで
きる。表示装置３２は、復号ビデオデータをユーザに対して表示し、陰極線管（ＣＲＴ）
、液晶表示器（ＬＣＤ）、プラズマ表示器、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示器、又
は別のタイプの表示装置のような、種々の表示装置のいずれかを備え得る。
【００５０】
　ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は各々、適用可能な場合、１つ又は複数
のマイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、ディスクリート論理回
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路、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、又はそれらの任意の組合せのような
、種々の適切なエンコーダ回路又はデコーダ回路のいずれかとして実装され得る。ビデオ
エンコーダ２０及びビデオデコーダ３０の各々は、１つ又は複数のエンコーダ又はデコー
ダ内に含まれてよく、それらのいずれも複合ビデオエンコーダ／デコーダ（コーデック）
の一部として統合されてよい。ビデオエンコーダ２０及び／又はビデオデコーダ３０を含
む機器は、集積回路、マイクロプロセッサ、及び／又は携帯電話などのワイヤレス通信機
器を備え得る。
【００５１】
　図１には示されていないが、幾つかの態様では、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコ
ーダ３０は、各々オーディオエンコーダ及びオーディオデコーダと統合されてよく、共通
のデータストリーム又は別個のデータストリーム内のオーディオとビデオの両方の符号化
を扱うための、適切なＭＵＸ－ＤＥＭＵＸユニット、又は他のハードウェアとソフトウェ
アとを含み得る。適用可能な場合、ＭＵＸ－ＤＥＭＵＸユニットは、ＩＴＵ　Ｈ．２２３
マルチプレクサプロトコル、又はユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）などの他のプ
ロトコルに準拠し得る。
【００５２】
　図１に示された例では、システム１０はまた、ルータ３６を有するサーバ／コンテンツ
配信ネットワーク３４を含む。幾つかの例では、発信源機器１２は、上で説明されたよう
に、様々なワイヤレス送信及び／又は有線送信又は記憶媒体を介して、サーバ／コンテン
ツ配信ネットワーク３４と通信することができる。更に、図１の例では別々に示されたが
、幾つかの例では、発信源機器１２とサーバ／コンテンツ配信ネットワーク３４は同じ機
器を備える。サーバ／コンテンツ配信ネットワーク３４は、（発信源機器１２のビデオエ
ンコーダ２０からの）コード化ビデオデータの１つ又は複数のバージョンを記憶すること
ができ、そのようなコード化ビデオデータを宛先機器１４及びビデオデコーダ３０による
アクセスのために利用可能にすることができる。幾つかの例では、ルータ３６は、要求さ
れたフォーマットで、コード化ビデオデータを宛先機器１４に提供することを担い得る。
【００５３】
　ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、現在開発中のＨｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃ
ｉｅｎｃｙ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ（ＨＥＶＣ）規格などのビデオコード化規格に従
って動作することができ、ＨＥＶＣ　Ｔｅｓｔ　Ｍｏｄｅｌ（ＨＭ）に準拠することがで
きる。代替的に、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、代替的にＭＰＥＧ－
４、Ｐａｒｔ　１０、アドバンストビデオコード化（ＡＶＣ）と呼ばれるＩＴＵ－Ｔ　Ｈ
．２６４規格のような他のプロプライエタリ規格もしくは業界規格、又はＨ．２６４に対
するＭＶＣ拡張及び／又は３ＤＶＣ拡張を含む、そのような規格の拡張に従って動作し得
る。しかしながら、本開示の技法は、いかなる特定のコード化規格にも限定されない。ビ
デオコード化規格の他の例には、ＭＰＥＧ－２及びＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３がある。
【００５４】
　ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＭＰＥＧ－４（ＡＶＣ）規格は、Ｊｏｉｎｔ　Ｖｉｄｅｏ　
Ｔｅａｍ（ＪＶＴ）として知られる共同パートナーシップの成果として、ＩＳＯ／ＩＥＣ
　Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ（ＭＰＥＧ）とともにＩ
ＴＵ－Ｔ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ（ＶＣＥＧ）によっ
て策定された。幾つかの態様では、本開示で説明される技法は、概してＨ．２６４規格に
準拠する機器に適用され得る。Ｈ．２６４規格は、ＩＴＵ－Ｔ研究グループによる２００
５年３月付けのＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６４「アドバンストビデオコード化　ｆｏｒ　ｇｅ
ｎｅｒｉｃ　ａｕｄｉｏｖｉｓｕａｌ　ｓｅｒｖｉｃｅｓ」に記載されており、本明細書
ではＨ．２６４規格もしくはＨ．２６４仕様、又はＨ．２６４／ＡＶＣ規格もしくは仕様
と呼ばれ得る。Ｈ．２６４／ＡＶＣは、スケーラブルビデオコード化（ＳＶＣ）拡張とＭ
ＶＣ拡張とを含む。加えて、深度マップを含めてＭＶＣを利用して、３ＤＶＣ拡張を提供
するための更なる開発がある。Ｊｏｉｎｔ　Ｖｉｄｅｏ　Ｔｅａｍ（ＪＶＴ）はＨ．２６
４／ＭＰＥＧ－４　ＡＶＣへの拡張に取り組み続けている。３ＤＶＣの状況において説明
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されるが、本開示で説明される技法は、テクスチャ成分と深度成分の両方を伴う３Ｄビデ
オの符号化及び復号が可能な、他のビデオコード化アルゴリズムに関して実装され得る。
【００５５】
　ビデオエンコーダ２０は、ブロックベースのシンタックスデータ、ピクチャベースのシ
ンタックスデータ、及びＧＯＰベースのシンタックスデータなどのシンタックスデータを
、例えば、ピクチャヘッダ、ブロックヘッダ、スライスヘッダ、又はＧＯＰヘッダ中でビ
デオデコーダ３０に送信し得る。ＧＯＰシンタックスデータは、それぞれのＧＯＰ中の幾
つかのピクチャを記述することができ、ピクチャシンタックスデータは、対応するピクチ
ャを符号化するために使用される符号化／予測モードを示すことができる。
【００５６】
　幾つかの例では、ビデオデータを復号するときに使用され得る特定のパラメータセット
を、ビデオエンコーダ２０は生成することができ、ビデオデコーダ３０は受信することが
できる。例えば、パラメータセットは、（シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）内の）
シーケンスレベルヘッダ情報と、（ピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）内の）まれにし
か変化しないピクチャレベルヘッダ情報とを含み得る。パラメータセット（例えば、ＰＰ
Ｓ及びＳＰＳ）がある場合、まれにしか変化しない情報はシーケンス（例えば、ピクチャ
のシーケンス）ごと又はピクチャごとに繰り返される必要はなく、従ってコード化効率が
改善され得る。更に、パラメータセットを使用すると、重要なヘッダ情報の帯域外送信が
可能になり、誤り耐性のための冗長送信の必要を回避することができる。帯域外送信の例
では、補助強化情報（ＳＥＩ）のＮＡＬ単位のような他のＮＡＬ単位とは異なるチャネル
上で、パラメータセットのＮＡＬ単位が送信され得る。
【００５７】
　（ＳＥＩメッセージと呼ばれる）ＳＥＩのＮＡＬ単位は、ビデオコード化レイヤ（ＶＣ
Ｌ）ＮＡＬ単位からのコード化ピクチャサンプルを復号するためには必要でないが、復号
、表示、誤り耐性、及び他の目的に関係するプロセスを支援できる情報を含み得る。ＳＥ
Ｉメッセージは、非ＶＣＬ　ＮＡＬ単位に含まれることがある。ＳＥＩメッセージは、幾
つかの規格の仕様の規範部分に含まれることがあり、従って、規格に準拠するデコーダ実
装のために常に必須であるとは限らない。ＳＥＩメッセージは、シーケンスレベルのＳＥ
Ｉメッセージ又はピクチャレベルのＳＥＩメッセージであり得る。ＳＶＣの例ではスケー
ラビリティ情報ＳＥＩメッセージ、ＭＶＣではビュースケーラビリティ情報ＳＥＩメッセ
ージのようなＳＥＩメッセージ内に、何らかのシーケンスレベル情報が含まれることがあ
る。ビュースケーラビリティ情報ＳＥＩメッセージも、Ｈ．２６４に対する３ＤＶＣ拡張
のためのシーケンスレベル情報を提供することができる。カプセル化ユニット２１は、こ
れらのＳＥＩメッセージを形成し、これらのＳＥＩメッセージを、一例として、符号化ビ
デオデータの配信を協議する際に使用するためにサーバ／コンテンツ配信ネットワーク３
４に提供することができる。
【００５８】
　カプセル化ユニット３０は、ＮＡＬが属するプログラムを識別するヘッダ、ならびにペ
イロード、例えば、オーディオデータ、ビデオデータ、又はＮＡＬ単位が対応するトラン
スポート又はプログラムストリームを記述するデータを備える、ＮＡＬ単位を形成し得る
。例えば、Ｈ．２６４／ＡＶＣでは、ＮＡＬ単位は１バイトのヘッダと変動するサイズの
ペイロードとを含む。一例では、ＮＡＬ単位ヘッダは、ｐｒｉｏｒｉｔｙ＿ｉｄ要素と、
ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ要素と、ａｎｃｈｏｒ＿ｐｉｃ＿ｆｌａｇ要素と、ｖｉｅｗ＿ｉ
ｄ要素と、ｎｏｎ＿ｉｄｒ＿ｆｌａｇ要素と、ｉｎｔｅｒ＿ｖｉｅｗ＿ｆｌａｇ要素とを
備える。従来のＭＶＣでは、４バイトのＭＶＣ　ＮＡＬ単位ヘッダとＮＡＬ単位ペイロー
ドとを含む、前置ＮＡＬ単位とＭＶＣコード化スライスＮＡＬ単位とを除いて、Ｈ．２６
４によって定義されたＮＡＬ単位が保持される。
【００５９】
　幾つかの例では、ビデオエンコーダ２０は、ＭＶＣプラス深度情報を使用して、Ｈ．２
６４の３ＤＶＣ拡張に準拠する３ＤＶＣビットストリームを符号化することができる。Ｍ
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ＶＣの最新のジョイントドラフトは、「アドバンストビデオコード化　ｆｏｒ　ｇｅｎｅ
ｒｉｃ　ａｕｄｉｏｖｉｓｕａｌ　ｓｅｒｖｉｃｅｓ」、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６４、２
０１０年３月において記述されており、３ＤＶＣのワーキングドラフトは、上で説明され
た、２０１１年１１月付けの、「ＷＤ　ｏｎ　ＭＶＣ　Ｅｘｔｅｎｓｉｏｎｓ　ｆｏｒ　
Ｉｎｃｌｕｓｉｏｎ　ｏｆ　Ｄｅｐｔｈ　Ｍａｐｓ」、ＩＳＯ／ＩＥＣ／ＪＴＣ１／ＳＣ
２９／ＷＧ１１／Ｎ１２３５１、ジュネーブ、スイスにおいて記述されている。やはり、
本開示でのＭＶＣへの言及は、３ＤＶＣの状況におけるＭＶＣプラス深度への言及である
と理解されるべきである。即ち、３ＤＶＣがＭＶＣを組み込み、又はＭＶＣを「作り直す
」という意味で、ＭＶＣが３ＤＶＣに関連するものとして、本開示ではＭＶＣに言及が行
われる。
【００６０】
　Ｈ．２６４に対する３ＤＶＣ拡張では、ビューはテクスチャと深度とを含む。ビューの
テクスチャ部分はテクスチャビューと名付けられ、かつビューの深度部分は深度ビューと
名付けられる。１つのアクセス単位中のビューのテクスチャ部分、即ちアクセス単位中の
テクスチャビューは、テクスチャビュー成分と名付けられる。１つのアクセス単位中のビ
ューの深度部分、即ちアクセス単位中の深度ビューは、深度成分と名付けられる。ビュー
成分という用語は、１つのアクセス単位中のビューであり、同じアクセス単位中のテクス
チャビュー成分と深度ビュー成分の両方を集合的に指す。
【００６１】
　Ｈ．２６４／ＡＶＣの拡張では、複数の寸法でＶＣＬ　ＮＡＬ単位の特性を記述するた
めに、シンタックス要素がＮＡＬ単位ヘッダ拡張に追加されて、ＮＡＬ単位ヘッダを１バ
イトから４バイトに拡張することができる。従って、ＭＶＣ拡張におけるＶＣＬ　ＮＡＬ
単位は、Ｈ．２６４／ＡＶＣ規格内のＮＡＬ単位ヘッダよりも長いＮＡＬ単位ヘッダを含
み得る。Ｈ．２６４／ＡＶＣに対するＭＶＣ拡張は、本開示では「ＭＶＣ／ＡＶＣ」と呼
ばれる場合がある。
【００６２】
　ＭＶＣ／ＡＶＣ　ＮＡＬ単位は、ＮＡＬ単位タイプを含む１バイトのＮＡＬ単位ヘッダ
、ならびにＭＶＣ／ＡＶＣ　ＮＡＬ単位ヘッダ拡張を含み得る。一例として、ＭＶＣ／Ａ
ＶＣ　ＮＡＬ単位ヘッダ拡張は、以下の表の中のシンタックス要素を含み得る。
【表１】

【００６３】
　上の表では、ｉｄｒ＿ｆｌａｇ要素は、ＮＡＬ単位が瞬時デコーダリフレッシュ（ＩＤ
Ｒ）ピクチャに属するか、又は閉ＧＯＰランダムアクセスポイントとして使用され得るビ
ューＩＤＲ（Ｖ－ＩＤＲ）ピクチャに属するかを示すことができる。例えば、ＩＤＲピク
チャ、及び表示順序とビットストリーム順序の両方でそれに続く全てのピクチャは、ビッ
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に復号され得る。
【００６４】
　ｐｒｉｏｒｉｔｙ＿ｉｄ要素は、変化するネットワーク状態及び／又は（例えば、単一
パス適応プロセスなどの）ビデオデコーダ３０及び／又は表示装置３２の能力に応じてビ
ットストリームを変更する、ビットストリーム適応プロセスとともに使用され得る。ｖｉ
ｅｗ＿ｉｄ要素は、ＮＡＬ単位が所属するビューのビュー識別子を示すために使用されて
よく、ビュー識別子は、例えばビュー間予測用にＭＶＣデコーダの内部で、例えばレンダ
リングのためにデコーダの外部で使用され得る。幾つかの例では、ｖｉｅｗ＿ｉｄは、予
め定義されたカメラＩＤに等しく設定されてよく、比較的大きい場合がある。ｔｅｍｐｏ
ｒａｌ＿ｉｄ要素は、特定のフレームレートに対応し得る、現在のＮＡＬ単位の時間レベ
ルを示すために使用され得る。
【００６５】
　ａｎｃｈｏｒ＿ｐｉｃ＿ｆｌａｇ要素は、ＮＡＬ単位が開ＧＯＰランダムアクセスポイ
ントとして使用され得るアンカーピクチャに属するかどうかを示すために使用され得る。
例えば、アンカーピクチャ、及び表示順序でそれに続く全てのピクチャは、復号順序（即
ち、ビットストリーム順序）で前にあるピクチャを復号することなく、適切に復号され得
るので、ランダムアクセスポイントとして使用され得る。アンカーピクチャと非アンカー
ピクチャとは異なるビュー依存性を有することがあり、それらの両方はＳＰＳ内で信号伝
達され得る。
【００６６】
　即ち、本明細書で説明されるように、ビュー依存性は、一般に、現在コード化されてい
るビューが依存するビューを指す。言い換えれば、ビュー依存性は、現在コード化されて
いるビューがどのビューから予測され得るかを示すことができる。幾つかの例によれば、
ビュー依存性は、ＳＰＳのＭＶＣ拡張において信号伝達され得る。そのような例では、全
てのビュー間予測は、ＳＰＳのＭＶＣ拡張によって指定された範囲内で行われ得る。ｉｎ
ｔｅｒ＿ｖｉｅｗ＿ｆｌａｇ要素は、ＮＡＬ単位が他のビュー内のＮＡＬ単位用のビュー
間予測に使用されるかどうかを示すために使用され得る。
【００６７】
　ＭＶＣビットストリームのベースビュー用のＮＡＬ単位ヘッダ情報（４バイトであり得
る）を搬送するために、前置ＮＡＬ単位(prefix NAL unit)がＭＶＣにおいて定義され得
る。ＭＶＣの状況において、ベースビューアクセス単位は、特定のビューの現在の時間イ
ンスタンスのＶＣＬ　ＮＡＬ単位、及びベースビューアクセス単位用の前置ＮＡＬ単位を
含んでよく、前置ＮＡＬ単位はＮＡＬ単位ヘッダのみを含み得る。前置ＮＡＬ単位が（例
えば、単一ビューの復号などの）復号に必要でない場合、デコーダは前置ＮＡＬ単位を無
視及び／又は廃棄することができる。
【００６８】
　ＳＰＳのＭＶＣ／ＡＶＣ拡張に関して、ＭＶＣ　ＳＰＳはビュー間予測の目的で使用さ
れ得るビューを示すことができる。例えば、可能性のあるビュー間参照が、ＳＰＳのＭＶ
Ｃ／ＡＶＣ拡張において信号伝達されてよく、参照ピクチャリストの構築プロセスによっ
て修正されてよく、このことは、インター予測参照又はビュー間予測参照の柔軟な順序付
けを可能にする。例示的なＭＶＣ／ＡＶＣ　ＳＰＳが以下の表で説明される。
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【表２】

【００６９】
　幾つかの例によれば、ビュー依存性は、ＳＰＳのＭＶＣ拡張において信号伝達され得る
。全てのビュー間予測は、ＳＰＳのＭＶＣ拡張によって指定された範囲内で行われ得る。
即ち、ＳＰＳは、現在コード化されているビューによる予測の目的でどのビューが参照さ
れ得るかを示すことができる。上の表２では、ｎｕｍ＿ａｎｃｈｏｒ＿ｒｅｆｓ＿ｌ０［
ｉ］要素は、リスト０（例えば、ＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０）用の初期化された参照ピクチ
ャリスト中のビュー間予測用のビュー成分の数を指定することができる。
【００７０】



(19) JP 6242802 B2 2017.12.6

10

20

30

40

50

　加えて、ａｎｃｈｏｒ＿ｒｅｆ＿ｌ０［ｉ］［ｊ］要素は、初期化されたＲｅｆＰｉｃ
Ｌｉｓｔ０中のビュー間予測用の第ｊのビュー成分のｖｉｅｗ＿ｉｄを指定することがで
きる。ｎｕｍ＿ａｎｃｈｏｒ＿ｒｅｆｓ＿ｌ１［ｉ］要素は、リスト１（例えば、Ｒｅｆ
ＰｉｃＬｉｓｔ１）用の初期化された参照ピクチャリスト中のビュー間予測用のビュー成
分の数を指定することができる。ａｎｃｈｏｒ＿ｒｅｆ＿ｌ１［ｉ］［ｊ］要素は、初期
化されたＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１中のビュー間予測用の第ｊのビュー成分のｖｉｅｗ＿ｉ
ｄを指定することができる。
【００７１】
　ｎｕｍ＿ｎｏｎ＿ａｎｃｈｏｒ＿ｒｅｆｓ＿ｌ０［ｉ］要素は、初期化されたＲｅｆＰ
ｉｃＬｉｓｔ０中のビュー間予測用のビュー成分の数を指定することができる。ｎｏｎ＿
ａｎｃｈｏｒ＿ｒｅｆ＿ｌ０［ｉ］［ｊ］要素は、初期化されたＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０
中のビュー間予測用の第ｊのビュー成分のｖｉｅｗ＿ｉｄを指定することができる。ｎｕ
ｍ＿ｎｏｎ＿ａｎｃｈｏｒ＿ｒｅｆｓ＿ｌ１［ｉ］要素は、初期化されたＲｅｆＰｉｃＬ
ｉｓｔ１中のビュー間予測用のビュー成分の数を指定することができる。ｎｏｎ＿ａｎｃ
ｈｏｒ＿ｒｅｆ＿ｌ１［ｉ］［ｊ］要素は、初期化されたＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ中のビュ
ー間予測用の第ｊのビュー成分のｖｉｅｗ＿ｉｄを指定することができる。
【００７２】
　初期化された、又は「初期の」参照ピクチャリストは、ビュー成分をビュー間予測する
目的で使用される最後の参照ピクチャリストと同じであることがあり、又は異なることが
ある。即ち、特定の参照候補（即ち、ビュー間予測に使用され得る参照ピクチャ）は、初
期の参照ピクチャリスト（例えば、冗長なピクチャ）から削除され得る。加えて、以下で
より詳しく説明されるように、参照候補は、初期の参照ピクチャリストから並べ替えられ
て、最終的な参照ピクチャリストを形成することができる。
【００７３】
　この例では、ＭＶＣによれば、アンカーピクチャのビュー依存性と非アンカーピクチャ
のビュー依存性は、別々に保持され信号伝達される。即ち、ビデオコーダは、合計４個の
参照ピクチャリスト（例えば、非アンカーピクチャのリスト０、非アンカーピクチャのリ
スト１、アンカーピクチャのリスト０、アンカーピクチャのリスト１）を決定することが
できる。加えて、上の表２で示されたように、ビデオデコーダ３０にビュー依存性を示す
ために別の信号伝達が必要である。即ち、ＳＰＳは、ａｎｃｈｏｒ＿ｒｅｆｓとｎｏｎ＿
ａｎｃｈｏｒ＿ｒｅｆｓの両方のための、別個のリスト０とリスト１の信号伝達を含み得
る。
【００７４】
　その上、表２によれば、非アンカービュー成分のビュー間依存性は、アンカービュー成
分のビュー間依存性のサブセットである。即ち、例えば、アンカービューのビュー成分は
、ビュー３とビュー４などの２つ以上の他のビューから予測され得る。しかしながら、非
アンカービューは、ビュー３（アンカービューのサブセット）のピクチャからしか予測さ
れ得ない。このようにして、アンカービュー成分のビュー依存性と非アンカービュー成分
のビュー依存性は、別々に保持され得る。
【００７５】
　加えて、表２では、ｎｕｍ＿ｌｅｖｅｌ＿ｖａｌｕｅｓ＿ｓｉｇｎａｌｌｅｄは、コー
ド化ビデオシーケンスのために信号伝達されるレベル値の数を指定することができる。ｌ
ｅｖｅｌ＿ｉｄｃ［ｉ］要素は、コード化ビデオシーケンスのために信号伝達される第ｉ
のレベル値を指定することができる。要素ｎｕｍ＿ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐｓ＿ｍｉ
ｎｕｓ１［ｉ］プラス１は、ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ１［ｉ］によって示されたレベルが適用
される動作点の数を指定することができる。要素ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐ＿ｔｅｍｐ
ｏｒａｌ＿ｉｄ［ｉ］［ｊ］は、ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ［ｉ］によって示されたレベルが適
用される第ｊの動作点のｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄを指定することができる。
【００７６】
　要素ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐ＿ｎｕｍ＿ｔａｒｇｅｔ＿ｖｉｅｗｓ＿ｍｉｎｕｓ１
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［ｉ］［ｊ］は、ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ［ｉ］によって示されたレベルが適用される第ｊの
動作点用のターゲット出力ビューの数を指定することができる。要素ａｐｐｌｉｃａｂｌ
ｅ＿ｏｐ＿ｔａｒｇｅｔ＿ｖｉｅｗ＿ｉｄ［ｉ］［ｊ］［ｋ］は、ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ［
ｉ］によって示されたレベルが適用される第ｊの動作点用の第ｋのターゲット出力ビュー
を指定することができる。要素ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐ＿ｎｕｍ＿ｖｉｅｗｓ＿ｍｉ
ｎｕｓ１［ｉ］［ｊ］は、ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ［ｉ］によって示されたレベルが適用され
る第ｊの動作点で、ターゲット出力ビューに依存するがターゲット出力ビューに属さない
ビューを含む、ビューの数を指定することができる。
【００７７】
　従って、ＭＶＣのためのＳＰＳでは、ビューごとに、参照ピクチャリスト０と参照ピク
チャリスト１とを形成するために使用され得るビューの数が信号伝達され得る。加えて、
ＭＶＣのためのＳＰＳにおいて信号伝達されるような、アンカーピクチャに対する予測関
係は、同じビューの（ＭＶＣのＳＰＳにおいて信号伝達される）非アンカーピクチャに対
する予測関係とは異なることがある。
【００７８】
　以下でより詳しく説明されるように、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は
、参照ピクチャリストを構築するときに、時間予測参照とビュー予測参照とを柔軟に配置
することができる。参照ピクチャセクション及び冗長ピクチャ機構がビュー寸法に拡張さ
れ得るので、柔軟な配置を可能にすると、潜在的なコード化効率の向上だけでなく、誤り
耐性も実現する。一例では、ビデオエンコーダ２０及び／又はビデオデコーダ３０は、以
下のステップに従って参照ピクチャリストを構築することができる。
【００７９】
　１）他のビューからの参照ピクチャが考慮されないように、時間的（即ち、ビュー内）
参照ピクチャ用の参照ピクチャリストを初期化する。
【００８０】
　２）ピクチャがＭＶＣのＳＰＳ拡張で発生する順序で、ビュー間参照ピクチャをリスト
の最後に追加する。
【００８１】
　３）参照ピクチャリスト並べ替え（ＲＰＬＲ）プロセスをビュー内参照ピクチャとビュ
ー間参照ピクチャの両方に適用する。ビュー間参照ピクチャは、ＭＶＣのＳＰＳ拡張で指
定されたそれらのインデックス値により、ＲＰＬＲコマンド内で識別され得る。
【００８２】
　ＭＶＣでは、ビデオエンコーダ２０及び／又はビデオデコーダ３０は、マルチビュービ
デオデータを復号するとき、０又は１個のピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）をアクテ
ィブＰＰＳとして、及び０又は１個のビューＰＰＳ（ＶＰＰＳ）をアクティブＶＰＰＳと
してアクティブ化することができ、各アクティブＶＰＰＳは、最大のビュー順序インデッ
クス値よりも小さいある特定のビュー順序インデックス値に対して特別にアクティブであ
る。即ち、ビデオエンコーダ２０及び／又はビデオデコーダ３０は、アクセス単位内のマ
ルチビュービデオデータの全てのビュー成分に適用されるＰＰＳをアクティブ化すること
ができる。ビデオエンコーダ２０及び／又はビデオデコーダ３０はまた、アクセス単位中
のビュー成分のサブセットにのみ適用されるＶＰＰＳをアクティブ化することができる。
幾つかの例では、ＶＰＰＳは、ＶＰＰＳがアクティブ化されたビューに対する、ＰＰＳに
おいて指定された１つ又は複数のシンタックス要素を上書きする１つ又は複数のシンタッ
クス要素を含み得る。幾つかの例では、ＶＰＰＳは、ＶＰＰＳがアクティブ化されたビュ
ーに対する、ＰＰＳにおいて指定された１つ又は複数のシンタックス要素を補足する１つ
又は複数のシンタックス要素を含み得る。
【００８３】
　その上、ＭＶＣでは、ビデオエンコーダ２０及び／又はビデオデコーダ３０は、マルチ
ビュービデオデータを復号するとき、０又は１個のＭＶＣシーケンスパラメータセット（
ＳＰＳ）をアクティブＭＶＣ　ＳＰＳとして、かつ０又は１個のビューＳＰＳ（ＶＳＰＳ
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）をアクティブＶＳＰＳとしてアクティブ化することができ、各アクティブＶＳＰＳは、
最大のビュー順序インデックス値よりも小さいある特定のビュー順序インデックス値に対
して特別にアクティブである。即ち、ビデオエンコーダ２０及び／又はビデオデコーダ３
０は、１つ又は複数のアクセス単位内のマルチビュービデオデータの全てのビュー成分に
適用されるＳＰＳをアクティブ化することができる。ビデオエンコーダ２０及び／又はビ
デオデコーダ３０はまた、１つ又は複数のアクセス単位中のビュー成分のサブセットにの
み適用されるＶＳＰＳをアクティブ化することができる。幾つかの例では、ＶＳＰＳは、
ＶＳＰＳがアクティブ化されたビューに対する、ＳＰＳにおいて指定された１つ又は複数
のシンタックス要素を上書きする１つ又は複数のシンタックス要素を含み得る。幾つかの
例では、ＶＳＰＳは、ＶＳＰＳがアクティブ化されたビューに対する、ＳＰＳにおいて指
定された１つ又は複数のシンタックス要素を補足する１つ又は複数のシンタックス要素を
含み得る。
【００８４】
　加えて、ＭＶＣは、単一のビットストリームから様々な所謂動作部分を解析又は抽出す
るための機能を提供する。各動作点は、変化する時間フレームレート及び空間解像度で符
号化される、マルチビュービデオデータのビューの異なる組合せを表し得る。言い換える
と、動作点は、ビュー次元（ビューの数を反映する）と、時間次元（フレームレートを反
映する）と、空間次元（空間解像度を反映する）とを含む、３次元でのマルチビュービデ
オデータの符号化を指し得る。
【００８５】
　動作点は、ターゲット時間レベルを表すｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ値、及びターゲット出
力ビューを表すｖｉｅｗ＿ｉｄ値のセットによって識別され得る。１つの動作点がビット
ストリームサブセットに関連付けられ、ビットストリームサブセットは、ターゲット出力
ビュー、及びターゲット出力ビューが依存する全ての他のビューからなり、ｔｅｍｐｏｒ
ａｌ＿ｉｄ値に等しいｔＩｄＴａｒｇｅｔと、ｖｉｅｗ＿ｉｄ値のセットからなるｖｉｅ
ｗＩｄＴａｒｇｅｔＬｉｓｔとを入力として伴う、Ｈ．２６４／ＡＶＣの３次元ビデオコ
ード化（３ＤＶＣ）拡張のＨ．８．５．３項において規定されているサブビットストリー
ム抽出プロセスを使用して導出される。２つ以上の動作点が、同じビットストリームサブ
セットに関連付けられ得る。３ＤＶＣが「動作点が復号される」と述べる場合、それは、
動作点に対応するビットストリームサブセットの復号と、ターゲット出力ビューの後続の
出力とを指す。言い換えると、各動作点は、ある時間レベル及び／又は空間解像度若しく
は空間レベルにある、出力のためのビューターゲットの数によって表される。
【００８６】
　シーケンスパラメータセットのＭＶＣ拡張では、異なる動作点がｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ値
によって信号伝達され得る。以下のシンタックス要素は、レベル定義シンタックス要素と
名付けられる。
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【表３】

【００８７】
　ＭＶＣのＳＰＳ拡張において信号伝達される各ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃに対して、新たなｌ
ｅｖｅｌ＿ｉｄｃ＿ｄｅｐｔｈが、３Ｄビデオ（３ＤＶ）のＳＰＳ拡張において信号伝達
される。全てのＭＶＣ動作点が同じｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ［ｉ］を有すると仮定される場合
、深度成分を含めて３ＤＶＣ動作点を構築した後で、３ＤＶＣ動作点は、同じレベルのｌ
ｅｖｅｌ＿ｉｄｃ＿ｄｅｐｔｈ［ｉ］を有する。詳細なシンタックス設計が次のように示
される。
【表４】

【００８８】
　加えて、同じアクセス単位中のビュー成分を除去されるべきビュー成分として復号する
とき、ビュー成分がビュー間参照のために更に使用されず、ビュー成分が出力のために使
用されない場合、復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）からビュー成分が除去され得ることを
、ＭＶＣは実現する。
【００８９】
　現在、３ＤＶＣは、ビュー成分のテクスチャ成分と深度成分とを区別する方法を提供せ
ず、「ビュー成分」という用語は、３Ｄマルチビュービデオデータによって指定されるビ
ューのピクチャを指す。結果として、ビューのテクスチャ成分と深度成分とを符号化する
とき、ビデオエンコーダは一般に、テクスチャ成分と深度成分を区別するための方法を何
ら提供することなく、ＭＶＣに関して上で説明されたのと同様の方式で、テクスチャ成分
と深度成分の両方をビュー成分として扱い、又は別様に処理する。即ち、３ＤＶＣは現在
、深度成分とは別々にテクスチャ成分を個々に処理するための方法を提供することなく、
ビュー成分の取扱又はコード化を行う。３ＤＶＣにおけるこの区別の欠如により、コード
化効率がより低くなり、及び／又は復元ビデオデータの品質がより低くなり得る。
【００９０】
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　例えば、深度成分は、このビュー成分の共同の取扱に対応するように、対応するテクス
チャ成分と同じ解像度で指定されることが現在は要求され得る。しかしながら、より解像
度の高い（テクスチャ成分の解像度と比べて）深度成分は、視聴者の視覚系が期待するも
のをより良好に再現するより良好でより没入感のある３Ｄビデオが生じ得るので、３次元
（３Ｄ）ビデオ再生をもたらし得る。その上、より解像度の低い（テクスチャ成分の解像
度と比較して）深度成分は、幾つかの例では同一の又は同様の没入感のある３Ｄ体験を提
供し得るが、コード化されると使用するビットがより少なくなり得るので、コード化効率
を向上させることができる。深度成分とテクスチャ成分の別々の取扱を可能にできないこ
とによって、３ＤＶＣは、コード化効率が低下することがあり、及び／又は、（しばしば
、鑑賞体験の点で）復元ビデオデータの品質が低くなることがある。
【００９１】
　本開示の技法は全般に、３Ｄビデオデータを処理又はコード化するときに、ビューのテ
クスチャ成分と深度成分の別個の又は独立した取扱を可能にすることに関する。例えば、
シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）の３ＤＶＣ拡張が、３ＤＶＣ関連プロファイルの
ために追加され得る。このＳＰＳの３ＤＶＣ拡張の中で、深度マップシーケンスのピクチ
ャサイズ、深度マップシーケンスによって表示されるべきピクチャのサイズ、及び、考慮
される深度マップピクチャを伴う動作点のレベルのうちの１つ又は複数が信号伝達されて
よく、特定のレベルの各々は、ＳＰＳのＭＶＣ拡張においてすでに定義されているレベル
に対応する。ピクチャのサイズは、表示機器によって出力される復号ピクチャであってよ
い。
【００９２】
　３ＤＶＣコーデックでは、特定の時間インスタンスにおけるビデオデータの各ビューの
ビュー成分は、テクスチャビュー成分と深度ビュー成分とを含み得る。テクスチャビュー
成分は、ルミナンス（Ｙ）成分と、クロミナンス（Ｃｂ及びＣｒ）成分とを含み得る。ル
ミナンス（輝度）成分及びクロミナンス（色）成分は、本明細書では「テクスチャ」成分
と総称される。深度ビュー成分は、画像の深度マップからのものであり得る。３Ｄ画像レ
ンダリングでは、深度マップは、深度成分を含み、与えられた鑑賞視点からの仮想ビュー
を生成するために使用され得る。深度成分及びテクスチャ成分のシンタックス要素は、コ
ード化ブロックユニットによって信号伝達され得る。本開示では単に「コード化ブロック
」とも呼ばれるコード化ブロックユニットは、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＡＶＣ（アドバ
ンストビデオコード化）におけるマクロブロックに対応し得る。
【００９３】
　本開示は、ビデオ符号化及び／又は復号プロセスのインター予測段階中にエンコーダに
よって適用されデコーダによって使用され得る信号伝達技法を説明する。説明される技法
は、３次元（「３Ｄ」）ビデオコンテンツのコード化に関する。３Ｄビデオコンテンツは
、例えば、マルチビュービデオプラス深度（「ＭＶＤ」）コード化ブロックとして表され
得る。より具体的には、本技法は、テクスチャビュー成分と深度ビュー成分とを有する少
なくとも１つの２次元画像の受信を伴う。幾つかのテクスチャビュー成分及び深度情報が
、単一のコード化ブロックへと一緒にコード化されてよく、又は別々のブロックとしてコ
ード化されてよい。画像は、画像のスライスへと分割され得る。テクスチャビュー成分及
び深度ビュー成分のためのシンタックス要素は、シーケンスパラメータセットにおいて信
号伝達され得る。深度ビュー成分は、テクスチャビュー成分から予測されることも又は予
測されないこともある。
【００９４】
　ビデオコード化規格の文脈では、「プロファイル」は、アルゴリズム、機能、又はツー
ル、及びそれらに適用される制約のサブセットに対応する。例えば、Ｈ．２６４規格によ
って定義される「プロファイル」は、Ｈ．２６４規格によって規定されたビットストリー
ムシンタックス全体のサブセットである。「レベル」は、例えば、ピクチャの解像度、ビ
ットレート、及びマクロブロック（ＭＢ）処理レートに関連するデコーダメモリ及び計算
のような、デコーダのリ発信源消費の限度に対応する。プロファイルはｐｒｏｆｉｌｅ＿
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ｄｃ（レベルインジケータ）値で信号伝達されてよい。
【００９５】
　Ｈ．２６４／ＡＶＣ規格では、ネットワーク抽象レイヤ（ＮＡＬ）ユニットは、ビデオ
電話、記憶、又はストリーミングビデオなどの用途に対処するための「ネットワークフレ
ンドリーな」ビデオ表現を与えるように定義される。ＮＡＬ単位は、ビデオコード化レイ
ヤ（ＶＣＬ）ＮＡＬ単位と非ＶＣＬ　ＮＡＬ単位とに分類され得る。ＶＣＬユニットは、
コア圧縮エンジンを含んでよく、ブロックレベルと、マクロブロック（ＭＢ）レベルと、
スライスレベルとを備え得る。他のＮＡＬ単位は非ＶＣＬ　ＮＡＬ単位である。
【００９６】
　２Ｄビデオ符号化では、各ＮＡＬ単位は、１バイトのＮＡＬ単位ヘッダと可変サイズの
ペイロードとを含み得る。ＮＡＬ単位タイプを指定するために５ビットが使用され得る。
他のピクチャ（ＮＡＬ単位）によって参照されることに関してＮＡＬ単位がどの程度重要
かを示すｎａｌ＿ｒｅｆ＿ｉｄｃのために、３ビットが使用され得る。例えば、ｎａｌ＿
ｒｅｆ＿ｉｄｃを０に等しく設定することは、ＮＡＬ単位がインター予測のために使用さ
れないことを意味する。Ｈ．２６４／ＡＶＣが、スケーラブルビデオコード化（ＳＶＣ）
規格など、３Ｄビデオ符号化を含むように拡張され得るとき、ＮＡＬヘッダは２Ｄの状況
のＮＡＬヘッダと同様であり得る。例えば、ＮＡＬ単位ヘッダ中の１つ又は複数のビット
は、ＮＡＬ単位が４成分のＮＡＬ単位であることを識別するために使用され得る。
【００９７】
　ＮＡＬ単位ヘッダは、ＭＶＣ　ＮＡＬ単位のためにも使用され得る。しかしながら、Ｍ
ＶＣでは、ＮＡＬ単位ヘッダ構造は、前置ＮＡＬ単位及びＭＶＣコード化スライスＮＡＬ
単位を除いて保持され得る。本開示の技法は、スーパーＳＰＳを信号伝達するために使用
され得る異なるＮＡＬ単位タイプを提供する。
【００９８】
　次の表は、本開示の一態様による、シーケンスパラメータセットＲＢＳＰシンタックス
の一例を提供する。例示のみを目的に、例えばこの表に関連して、テクスチャ及び深度が
同じｖｉｅｗ＿ｉｄ値を有し、テクスチャと深度を区別するためにｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔ
ｙｐｅが使用されることが仮定され得る。以下では、太字の項目は、ＭＶＣに対する３Ｄ
ＶＣ拡張のワーキングドラフトの現在の又は以前のバージョンと比較して、本開示の例に
従って追加され、更新され、又は変更された項目を表す。その上、以下の表の付録Ｇのよ
うな、付録に対する言及は、Ｈ．２６４ビデオコード化規格の付録を指す。
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【表５】

【００９９】
上に示された表によれば、１に等しい３ｄｖｃ＿ｖｕｉ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｐｒｅｓ
ｅｎｔ＿ｆｌａｇは、３ｄｖｃ＿ｖｕｉ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＿ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ（
）が存在することを示す。３ｄｖｃ＿ｖｕｉ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆ
ｌａｇが０に等しい場合、このフラグは、３ｄｖｃ＿ｖｕｉ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＿ｅ
ｘｔｅｎｓｉｏｎ（）が存在しないことを示す。例えば、３ｄｖｃ＿ｖｕｉ＿ｐａｒａｍ
ｅｔｅｒ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇは、本開示の技法の一部を組み込む拡張がシーケン
スパラメータセット中に存在することを示す。
【０１００】
　幾つかの例では、ＭＶＣプロファイル（例えば、ｓｔｅｒｅｏ　ｈｉｇｈ又はｍｕｌｔ
ｉｖｉｅｗ　ｈｉｇｈ）を伴うサブセットＳＰＳは、３ＤＶプロファイルを伴うサブセッ
トＳＰＳと同じＳＰＳ　ｉｄを有し得るので、テクスチャビュー成分は、異なるプロファ
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イル中の異なるコンテンツを有する同じＳＰＳ＿ｉｄを参照する。例えば、ＭＶＣを伴う
サブセットＳＰＳは、テクスチャのみを有する動作点に対応し得る。３ＤＶプロファイル
を伴うサブセットＳＰＳと同じＳＰＳ　ｉｄを有することで、テクスチャのみを含んでい
た動作点が、デコーダ又はネットワーク機器、例えばメディア認識ネットワーク要素（Ｍ
ＡＮＥ）によって抽出されることが可能になり得る。
【０１０１】
　Ｍｕｌｔｉｖｉｅｗ　Ｈｉｇｈプロファイルは、任意の数のビューをサポートする。Ｓ
ｔｅｒｅｏ　Ｈｉｇｈプロファイルは、２つのビューの立体ビデオをサポートする。他の
例では、本明細書で説明される技法は、他のＭＶＣプロファイルを使用する例に適用され
得る。
【０１０２】
　以下の表は、シーケンスパラメータセットの３ＤＶＣ拡張のための拡張シンタックス要
素の例を提供する。
【表６】

【０１０３】
　一例では、シーケンスパラメータセットの３ＤＶＣ拡張は、コード化ビデオシーケンス
中の他のビューよりも高い解像度を有する追加のビューの、ビュー間依存関係を指定する
。より解像度の低い他のビューのテクスチャビュー成分は、付録Ｈに準拠するサブビット
ストリームに属する。シーケンスパラメータセットの３ＤＶＣ拡張はまた、深度ビュー成
分の依存性を指定する。より解像度の高いビューは、他のビューの２倍の幅、同一の高さ
、又は２倍の高さ、又は同一の幅を有し得る。幾つかの例では、より解像度の高いビュー
は、他のビューの２倍の幅、同一の高さ、又は２倍の高さ、又は同一の幅のみを有し得る
。
【０１０４】
　深度ビュー成分のｃｈｒｏｍａ＿ｆｏｒｍａｔ＿ｉｄｃは、４：０：０に等しいと推測
される。
【０１０５】
　シンタックス要素ｄｉｓａｂｌｅ＿ｄｅｐｔｈ＿ｉｎｔｅｒ＿ｖｉｅｗ＿ｆｌａｇは、
ｍ２２５８３における同じ名前のフラグと同じセマンティクスを有し得る。シンタックス



(27) JP 6242802 B2 2017.12.6

10

20

30

40

50

要素ｄｅｐｔｈ＿ｐｉｃ＿ｗｉｄｔｈ＿ｉｎ＿ｍｂｓ＿ｍｉｎｕｓ１プラス１は、マクロ
ブロックの単位で、各深度ビュー成分ピクチャの幅を指定する。マクロブロックの単位の
深度ビュー成分のピクチャの幅のための変数は、次のように導出され得る。
【数１】

【０１０６】
　ルーマ成分に対する深度ビュー成分のピクチャの幅のための変数は、次のように導出さ
れ得る。
【数２】

【０１０７】
　幾つかの例では、シンタックス要素ｄｅｐｔｈ＿ｐｉｃ＿ｈｅｉｇｈｔ＿ｉｎ＿ｍａｐ
＿ｕｎｉｔｓ＿ｍｉｎｕｓ１プラス１は、深度ビュー成分の復号フレームのスライスグル
ープマップ単位で高さを指定する。変数ＰｉｃＨｅｉｇｈｔＩｎＭａｐＵｎｉｔｓ及びＰ
ｉｃＳｉｚｅＩｎＭａｐＵｎｉｔｓは、以下のように導出される。
【数３】

【０１０８】
　幾つかの例では、シンタックス要素ｄｅｐｔｈ＿ｆｒａｍｅ＿ｃｒｏｐｐｉｎｇ＿ｆｌ
ａｇが１に等しい場合、ｄｅｐｔｈ＿ｆｒａｍｅ＿ｃｒｏｐｐｉｎｇ＿ｆｌａｇは、フレ
ーム切り取りオフセットパラメータが、深度ビュー成分のためのシーケンスパラメータセ
ットにおいて次に続くことを明示する。０に等しいｄｅｐｔｈ＿ｆｒａｍｅ＿ｃｒｏｐｐ
ｉｎｇ＿ｆｌａｇは、フレーム切り取りオフセットパラメータが深度ビュー成分に対して
存在しないことを明示する。
【０１０９】
　ｄｅｐｔｈ＿ｆｒａｍｅ＿ｃｒｏｐ＿ｌｅｆｔ＿ｏｆｆｓｅｔ、ｄｅｐｔｈ＿ｆｒａｍ
ｅ＿ｃｒｏｐ＿ｒｉｇｈｔ＿ｏｆｆｓｅｔ、ｄｅｐｔｈ＿ｆｒａｍｅ＿ｃｒｏｐ＿ｔｏｐ
＿ｏｆｆｓｅｔ、及びｄｅｐｔｈ＿ｆｒａｍｅ＿ｃｒｏｐ＿ｂｏｔｔｏｍ＿ｏｆｆｓｅｔ
は、出力のためのフレーム座標で指定される長方形領域の形で、復号プロセスから出力さ
れるコード化ビデオシーケンスにおける深度ビュー成分のピクチャのサンプルを指定する
ことができる。これらのオフセットは、復号深度ビュー成分のピクチャに対する切り取り
枠を定義することができる。
【０１１０】
　幾つかの例では、シンタックス要素ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ＿ｄｅｐｔｈ［ｉ］は、深度ビ
ュー成分を伴うコード化ビデオシーケンスのために信号伝達される第ｉのレベル値を指定
する。
【０１１１】
　サブビットストリームを生成するために、ＭＶＣビットストリームから１つ又は複数の
ビューを抽出することが可能である。ターゲット出力ビューの所与の妥当なセットを伴う
サブビットストリームは、動作点と呼ばれる。ビューの依存性が原因で、ターゲット出力
ビューのセットは、サブビットストリーム中に含まれているビューのサブセットであり得
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一であり得る。しかしながら、サービス提供者が、多数のビューを伴う動作点をサポート
することを意図していない場合、ターゲット出力ビューの数は、含まれているビューのサ
ブセットであり得る。それらの含まれているビューは、復号されるべきビューであること
に留意されたい。
【０１１２】
　動作点は、ターゲット時間レベルを表すｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ値、及びターゲット出
力ビューを表すｖｉｅｗ＿ｉｄ値のセットによって識別される。１つの動作点がビットス
トリームサブセットに関連付けられ、ビットストリームサブセットは、ターゲット出力ビ
ュー、及びターゲット出力ビューが依存する全ての他のビューからなり、ｔｅｍｐｏｒａ
ｌ＿ｉｄ値に等しいｔＩｄＴａｒｇｅｔと、ｖｉｅｗ＿ｉｄ値のセットからなるｖｉｅｗ
ＩｄＴａｒｇｅｔＬｉｓｔとを入力として伴う、Ｈ．８．５．３項において規定されてい
るサブビットストリーム抽出プロセスを使用して導出される。２つ以上の動作点が、同じ
ビットストリームサブセットに関連付けられ得る。３ＤＶＣが「動作点が復号される」と
述べる場合、それは、動作点に対応するビットストリームサブセットの復号と、ターゲッ
ト出力ビューの後続の出力とを指す。
【０１１３】
　本明細書で説明される技法によれば、３ＤＶＣのＳＰＳ拡張のための動作点の構築は、
深度ビュー成分と関連付けられることを除き、ＭＶＣのＳＰＳ拡張と同じであり得る。言
い換えると、ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ［ｉ］に等しいレベルを有するＭＶＣのＳＰＳ拡張にお
いて信号伝達される各動作点に対して、対応する動作点は、ターゲット出力ビュー及びｔ
ｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ値の同じ集合を伴って、３ＤＶＣのＳＰＳ拡張において有効にされ
るが、深度成分を含む各ビュー成分に対して、ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ＿ｄｅｐｔｈ［ｉ］と
いうレベルを更に含む。
【０１１４】
　或いは、３ＤＶプロファイルを伴う現在のＳＰＳの、ＳＰＳのＭＶＣ拡張において信号
伝達されるｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ値は常に、深度ＮＡＬ単位を含む動作点のためのものであ
るので、シンタックス要素ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ＿ｄｅｐｔｈ［ｉ］は、３ＤＶＣのための
幾つかの例においては信号伝達されない。例えば、本明細書で説明される技法によれば、
ＳＰＳのＭＶＣ拡張を含む３ＤＶプロファイルを伴うＳＰＳにおいてｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ
値を信号伝達するとき、シンタックス要素ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ＿ｄｅｐｔｈ［ｉ］は、ｌ
ｅｖｅｌ＿ｉｄｃ値が深度ＮＡＬ単位を含む動作点のためのものではないので、信号伝達
されない。
【０１１５】
　次の表は、３ＤＶＣのＶｉｄｅｏ　Ｕｓａｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（Ｖ
ＵＩ）パラメータ拡張のための例示的なセマンティクスを提供する。
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【表７】

【０１１６】
上で直接示される例示的な表では、１に等しいｄｅｐｔｈ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ［
ｉ］は、現在の動作点が各ビューの深度ビュー成分を含むことを示す。０に等しいｄｅｐ
ｔｈ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ［ｉ］は、現在の動作点が何ら深度ビュー成分を含まな
いことを示す。
【０１１７】
　他のシンタックス要素は、同じ名前を有するＭＶＣのＶＵＩパラメータ拡張と同じセマ
ンティクスを有し得る。
【０１１８】
　代替的に、ｄｅｐｔｈ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｉｄｃ［ｉ］が信号伝達され得る。１に等し
い要素ｄｅｐｔｈ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｉｄｃ［ｉ］は、現在の動作点が各ビューの深度ビ
ュー成分を含むことを示し得る。幾つかの例では、ｄｅｐｔｈ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｉｄｃ
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［ｉ］を０又は２に等しく設定することは、現在の動作点がテクスチャビュー成分のみを
含むことを示し得る。他の例では、ｄｅｐｔｈ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｉｄｃ［ｉ］を０に等
しく設定することは、現在の動作点が何ら深度ビュー成分を含まないことを示し得る。他
の例では、ｄｅｐｔｈ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｉｄｃ［ｉ］を２に等しく設定することは、現
在の動作点が何ら深度ビュー成分を含まないことを示し得る。
【０１１９】
　別の例では、深度ビュー成分及びテクスチャビュー成分は、同じビューに属していても
、信号伝達されるｖｉｅｗ＿ｉｄ値が異なり得る。しかしながら、深度ビュー成分はそれ
でも、テクスチャと同じビュー依存性を共有し得る。幾つかの例では、ＳＰＳの３ＤＶＣ
拡張は、ｖｉｅｗ＿ｉｄ値のマッピングを含む。
【０１２０】
　次の表は、ＳＰＳの３ＤＶＣ拡張の別の例を提供する。
【表８】

【０１２１】
　シンタックス要素ｖｉｅｗ＿ｉｄ＿ｄｅｐｔｈ［ｉ］は、ｉに等しいＶＯＩｄｘを伴う
深度ビューのｖｉｅｗ＿ｉｄを指定し、この深度ビューは、ｖｉｅｗ＿ｉｄ［ｉ］に等し
いｖｉｅｗ＿ｉｄを有するテクスチャビューを伴うビューに属する。
【０１２２】
　別の例では、全ての他の態様を同一に保ちながら、ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ＿ｄｅｐｔｈ値
が、ＳＰＳのＭＶＣ拡張において信号伝達されるｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ値と同じ方法で信号
伝達され得る。
【０１２３】
　別の例では、深度ビュー成分は、異なるｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｄａｔ
ａ（）を共有し得る。従って、深度ビュー成分の幅及び高さが信号伝達される。一例では
、シンタックスｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｄａｔａ（）は、ｃｈｒｏｍａ＿
ｆｏｒｍａｔ＿ｉｄｃを含んでよく、これは幾つかの例では４：０：０であり得る。これ
らの例では、深度ビュー予測関係は依然として、テクスチャビュー予測関係と同じ予測関
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係を共有し得る。
【０１２４】
　次の表は、本開示の一態様による、深度ビュー成分が同じｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ
＿ｓｅｔ＿ｄａｔａ（）を共有する場合のための、サブセットシーケンスパラメータセッ
トＲＢＳＰのためのシンタックス要素の例を提供する。
【表９】

【０１２５】
　次の表は、本開示の一態様による、深度ビュー成分が同じｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ
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の３ｄＶＣ拡張のシンタックスを提供する。
【表１０】

【０１２６】
　幾つかの例では、前述の表の幾つかで示されるシンタックス要素の幾つかのセマンティ
クスは、これらの表の他の１つに関して説明される類似したシンタックス要素と同様又は
同一であり得る。
【０１２７】
　別の例では、新たなＮＡＬ単位タイプが提供され得る。ＮＡＬ単位タイプは、３ＤＶプ
ロファイルのためのスーパーＳＰＳを信号伝達するために使用される、１５のような値を
有し得る。次の３つの表は、３ＤＶプロファイルのためのスーパーＳＰＳ向けのシンタッ
クス要素に対応し得る。幾つかの例では、スーパーＳＰＳは、深度ビュー成分とテクスチ
ャ成分の両方を信号伝達することができる。
【０１２８】
　次の表は、スーパーシーケンスパラメータセットＲＢＳＰシンタックスの一例を提供す
る。次の表のＳＰＳの３ＤＶＣ拡張のシンタックスは、新たなＮＡＬ単位タイプを使用し
て信号伝達され得る。
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【表１１】

【０１２９】
　次の表は、本明細書で説明される技法による、ＳＰＳの３ＤＶＣ拡張のシンタックスの
一例を提供する。次の表のＳＰＳの３ＤＶＣ拡張のシンタックスは、新たなＮＡＬ単位タ
イプを使用して信号伝達され得る。
【表１２】

【０１３０】
　次の表は、本明細書で説明される技法による、３ＤＶＣのＶＵＩパラメータ拡張のシン
タックスの一例を提供する。次の表の３ＤＶＣのＶＵＩパラメータ拡張のシンタックスは
、新たなＮＡＬ単位タイプを使用して信号伝達され得る。
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【表１３】

【０１３１】
　幾つかの例では、前述の表で示されるシンタックス要素の幾つかのセマンティクスは、
前述の表の他の１つに関して説明される類似したシンタックス要素と同様又は同一であり
得る。ＭＶＣのＳＰＳ拡張において定義されるレベルは、動作点に適用されてよく、深度
ＮＡＬ単位を考慮する。３ＤＶ関連のプロファイルでは、１つのＳＰＳ、１つのサブセッ
トＳＰＳ、及び１つのスーパーセットＳＰＳが同時にアクティブ化され得る。
【０１３２】
　結果として、ＭＶＣは、深度成分とテクスチャ成分の別々の取扱を実現するために、３
ＤＶＣによって拡張され得る。そのような独立の取扱を可能にすることによって、本開示
で説明される技法の様々な態様は、ビットの節約（又は、言い換えると、マルチビュービ
デオデータのより効率的なコード化）及び／又は復元ビデオデータの品質の向上（これは
やはり、知覚される鑑賞体験の観点で評価され得る）を促し得る。
【０１３３】
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　例えば、本開示で説明される技法の様々な態様は、ビデオコード化機器（これは、発信
源機器１２及び／又は宛先機器１４のようなビデオエンコーダ及び／又はビデオデコーダ
を含む任意の機器を指すために本開示で使用される用語を表し得る）が、マルチビュービ
デオデータのビュー成分に割り当てられたビュー順序インデックス値に少なくとも一部基
づいて、ビュー成分のテクスチャ成分のためのテクスチャパラメータセットとしてパラメ
ータセットをアクティブ化することを可能にし得る。ビュー順序インデックスは、アクセ
ス単位の対応するビュー成分の復号順序を記述することができる。ビュー順序インデック
スは、ビットストリームのビュー成分を識別するために、ピクチャ順序カウント（ＰＯＣ
）値又はフレーム値とともに使用され得る。従って、本技法のこの態様は、ビュー成分の
テクスチャ成分のみに対してアクティブ化され、同じビュー成分の対応する深度成分に適
用されない、ＰＰＳ又はＳＰＳのようなパラメータセットを提供することができる。この
態様では、ビデオコード化機器は、アクティブ化されたテクスチャパラメータセットに基
づいて、ビュー成分の深度成分ではなく、ビュー成分のテクスチャ成分のみをコード化す
ることができる。
【０１３４】
　加えて、ビデオコード化機器は、マルチビュービデオデータのビュー成分に割り当てら
れたビュー順序インデックス値に少なくとも一部基づいて、ビュー成分の深度成分のため
のパラメータセットをアクティブ化することができる。即ち、幾つかの例では、ビデオコ
ード化機器は、ビュー成分のテクスチャ成分のためのテクスチャ固有パラメータセットを
アクティブ化し、次いで、同じビュー成分の深度成分に対して特別な更に別のパラメータ
セットをアクティブ化することができる。結果として、ビデオコード化機器は、ビュー成
分の深度成分に対してアクティブ化されるパラメータセットに基づいて、かつ、アクティ
ブ化されたテクスチャパラメータセットに基づかないで、ビュー成分の深度成分をコード
化することができる。ビデオコード化機器は、アクティブ化されたテクスチャパラメータ
セットに基づいてテクスチャ成分をコード化することができる。このようにして、本技法
は、ビュー成分のテクスチャ成分及び深度成分に対して、ＰＰＳ又はＳＰＳのようなパラ
メータセットの別々のアクティブ化を促すことができ、ＭＶＣ適合３ＤＶＣビューにおけ
る深度成分及びテクスチャ成分の別々の取扱又は処理を支援する方法を提供する。
【０１３５】
　本開示で説明される技法の様々な態様はまた、ビュー成分のテクスチャ成分と深度成分
の両方、又はビュー成分の深度成分のみに適用されるネスト化された補助情報（ＳＥＩ）
メッセージをビデオコード化機器が決定することを可能にすることによって、深度成分と
テクスチャ成分の別々の取扱を促すことができる。「ネスト化されたＳＥＩメッセージ」
という用語は、ネスト化されたＳＥＩメッセージが別のＳＥＩメッセージの範囲内に実質
的に「ネスト化される」ように、別のＳＥＩメッセージの様々な部分を組み込むＳＥＩメ
ッセージを指す。ネスト化されたＳＥＩメッセージが深度成分のみに適用されることを可
能にすることによって、本技法のこれらの態様はやはり、テクスチャ成分及び深度成分の
別々の取扱を促すことができる。
【０１３６】
　ビデオコード化機器（即ち、図１の例では発信源機器１２及び／又は宛先機器１４）は
、本技法のこれらの態様を実行して、マルチビュービデオデータのビュー成分のコード化
に適用される補助強化情報メッセージを決定することができる。このＳＥＩメッセージは
、それが特定のビュー成分に適用され任意のネスト化されたＳＥＩメッセージに対する範
囲を設定することを反映して、親ＳＥＩメッセージと呼ばれ得る。ビデオコード化機器は
次いで、ビュー成分の深度成分をコード化するときに、補助強化情報メッセージに加えて
適用されるネスト化された補助強化情報メッセージを決定することができる。このネスト
化されたＳＥＩメッセージは、親ＳＥＩメッセージを特定することができ、親ＳＥＩメッ
セージが適用されるビュー成分の深度成分にのみこのネスト化されたＳＥＩメッセージが
適用されることを示すことができる。ビデオコード化機器は次いで、補助強化情報メッセ
ージ及びネスト化された補助強化情報メッセージに基づいて、ビュー成分の深度成分を処
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理することができる。
【０１３７】
　一般に、ネスト化されたＳＥＩメッセージは、ネスト化されたＳＥＩメッセージがビュ
ー成分のテクスチャ成分と深度成分の両方に適用されるのか、又は深度成分のみに適用さ
れるのかを示す、フラグ又は他の識別子を含む。従って、幾つかの例では、ビデオコード
化機器は、ビュー成分の深度成分を処理するときのみ、補助強化情報メッセージに加えて
ネスト化された補助強化情報メッセージが適用されると決定することができ、補助強化情
報メッセージ及びネスト化された補助強化情報メッセージに基づいて、ビュー成分のテク
スチャ成分ではなく、ビュー成分の深度成分のみを処理する。代替的に、ビデオコード化
機器は、ビュー成分のテクスチャ成分を処理するとき、補助強化情報メッセージに加えて
ネスト化された補助強化情報メッセージが適用されると決定することができ、補助強化情
報メッセージ及びネスト化された補助強化情報メッセージに基づいて、ビュー成分のテク
スチャ成分を処理する。やはり、本技法のこれらの態様は、ビュー成分の深度成分とテク
スチャ成分の別々の取扱又は処理をやはり促す。
【０１３８】
　本開示で説明される技法の他の態様は、ビデオコード化機器が、復号ピクチャバッファ
からテクスチャ成分と深度成分とを別々に除去することを可能にすることによって、深度
成分とテクスチャ成分の別々の取扱を促すことができる。復号ピクチャバッファは、現在
のビュー成分をコード化する際に使用するための参照ピクチャを記憶することが可能な、
メモリ又は他のコンピュータ可読媒体を指す。本開示に記載される技法は、テクスチャ成
分と深度成分の別々の取扱を可能にするので、ビデオコード化機器は、ビュー成分（及び
従って、ビュー成分の深度成分及びテクスチャ成分）が同じ参照ピクチャを使用してコー
ド化される従来のＭＶＣとは逆に、同じビュー成分の深度成分をコード化するときに使用
されるものとは異なる参照ピクチャを使用して、ビュー成分のテクスチャ成分をコード化
することができる。結果として、参照ビュー成分の深度成分が、同じ参照ビュー成分のテ
クスチャ成分よりも前に復号ピクチャバッファから除去され得、かつ参照ビュー成分のテ
クスチャ成分が、同じ参照ビュー成分の深度成分よりも前に復号ピクチャバッファから除
去され得る、例があり得る。
【０１３９】
　動作において、ビデオコード化機器は、復号ピクチャバッファに深度成分を記憶し、ビ
ュー依存性を分析して深度成分がビュー間予測のために使用されるかどうかを決定するこ
とによって、本開示で説明される技法を実行することができる。ビデオコード化機器は次
いで、深度成分がビュー間予測のために使用されないと決定したことに応答して、復号ピ
クチャバッファから深度成分を除去することができる。即ち、ビデオコード化機器は、深
度成分がビュー間予測のために使用されないと決定したことに応答して、同じ参照ビュー
成分のテクスチャ成分を除去することなく、復号ピクチャバッファから参照ビュー成分の
深度成分を除去することができる。ビデオコード化機器は、深度成分を除去する前に、深
度成分がターゲット出力ビューに属さず、深度成分が０に等しい値を有するネットワーク
抽象レイヤ参照識別コードと関連付けられる（深度成分をカプセル化するＮＡＬ単位のコ
ンテンツがピクチャ間予測のための参照ピクチャを構築するために使用されないことを意
味する）と決定することによって、除去に適しているものとしてこの深度成分を評価する
ことができる。
【０１４０】
　本開示で説明される技法の追加の態様はまた、深度成分及びテクスチャ成分の別々の取
扱を可能にし、又は別様に支援することができる。例えば、動作点に関して、本技法は、
ビデオコード化機器が、第１のシンタックス要素と、第２のシンタックス要素と、第３の
シンタックス要素とを含むＳＥＩメッセージを生成することを可能にでき、第１のシンタ
ックス要素は、動作点が深度成分を含むかどうかを示す。動作点が深度成分を含む場合、
ビデオコード化機器は、動作点のターゲット出力ビューが直接依存する深度成分の数を示
すように、第２のシンタックス要素を定義し、動作点のターゲット出力ビューが直接依存
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する深度成分を識別するように、第３のシンタックス要素を定義することができる。
【０１４１】
　幾つかの例では、動作点は、動作点の第１のサブセットと動作点の第２のサブセットと
を含んでよく、第１のサブセット中の各動作点はテクスチャ成分のみを含み、第２のサブ
セット中の各動作点は深度成分を含む。ビデオコード化機器は次いで、３Ｄビデオコード
化と関連付けられる所与の値とプロファイル識別子が等しいと決定し、プロファイル識別
子が所与の値に等しいと決定したことに応答して、サブセットＳＰＳが第１のＳＰＳ拡張
と第２のＳＰＳ拡張とを含むように、サブセットＳＰＳを生成することができる。第１の
ＳＰＳ拡張は、第１のサブセットと、第１のサブセット中の動作点が属するレベルとを示
すことができる。第２のＳＰＳ拡張は、第２のサブセットと、第２のサブセット中の動作
点が属するレベルとを示すことができる。このようにして、本技法は、動作点が、テクス
チャ成分及び深度成分に対して別々に、及びレベルによって定義されることを可能にし得
る。
【０１４２】
　本技法のこの態様は、深度成分とテクスチャ成分の別々の取扱を利用して、動作点がマ
ルチビュービデオコード化のためにビットストリームからより簡単に抽出されることを可
能にし得る。動作点が深度を含むかどうかを信号伝達することによって、ビデオデコーダ
３０のようなビデオデコーダは、どの動作点がビデオデコーダ３０の能力に最良に対応す
るかを決定することができる。例えば、ビデオデコーダ３０は、深度を含まないビューを
使用してマルチビュービデオコード化を実行するように最適化されてよく、左眼の視点と
右眼の視点の両方が別々のピクチャとして提供される、マルチビュービデオデータを好む
。ビデオデコーダ３０は代替的に、深度ベースのマルチビュービデオデータに対して最適
化され得るが、２つ以上のビューではなく単一のビューにしか対応しないことがある。符
号化マルチビュービデオデータが深度を含む場合、及び深度と、動作点のターゲット出力
ビューが直接依存する深度成分の数とを含む場合に信号伝達することによって、ビデオデ
コーダ３０は、ビデオデコーダ３０の能力又は最適化に対応する動作点を選択することが
できる。
【０１４３】
　加えて、ビデオコード化機器は、本開示で説明される技法の態様を実行して、動作点が
属するレベルを信号伝達することができ、動作点の少なくとも一部は深度成分を含む。ビ
デオコード化機器は次いで、３Ｄビデオコード化と関連付けられる所与の値とプロファイ
ル識別子が等しいと決定し、プロファイル識別子が所与の値に等しいと決定したことに応
答して、サブセットＳＰＳが動作点と動作点の属するレベルとを信号伝達するＭＶＣのＳ
ＰＳ拡張を含むように、サブセットＳＰＳを生成することができる。動作点の各々は、こ
の例では、１つ又は複数の出力ビューを指定することができ、出力ビューの各々は、テク
スチャ成分と深度成分の両方を含む。
【０１４４】
　更に他の例では、ビデオコード化機器は、本開示で説明される技法を実行して、ＳＰＳ
中で、ＭＶＣプロセスにおいて動作点のために復号されるべきビューの数を示すシンタッ
クス要素を生成することができ、ビューの各々は、幾つかのテクスチャ成分のうちの１つ
と幾つかの深度成分のうちの１つとを有する。ビデオコード化機器は次いで、ＳＰＳにお
いて、動作点のために復号されるべきテクスチャ成分の数と、動作点のために復号される
べき深度成分の数とを信号伝達することができる。やはり、深度成分とテクスチャ成分の
別々の取扱を支援することによって、本技法は、これらの深度成分及びテクスチャ成分が
動作点を形成するためにどのように利用されるかの信号伝達を行うことができる。
【０１４５】
　図２は、マルチビュービデオデータをコード化するための、本開示で説明される技法を
実装し得る例示的なビデオエンコーダ２０を示すブロック図である。ビデオエンコーダ２
０は符号化されるべきビデオデータを受信する。図２の例では、ビデオエンコーダ２０は
、モード選択ユニット４０と、加算器５０と、変換処理ユニット５２と、量子化ユニット
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５４と、エントロピー符号化ユニット５６と、参照ピクチャメモリ６４とを含む。次に、
モード選択ユニット４０は、動き／視差推定ユニット４２と、動き補償ユニット４４と、
イントラ予測ユニット４６と、区分ユニット４８とを含む。
【０１４６】
　ビデオブロック復元のために、ビデオエンコーダ２０はまた、逆量子化ユニット５８と
、逆変換処理ユニット６０と、加算器６２とを含む。ブロック境界をフィルタリングして
復元されたビデオからブロック歪み(blockiness artifacts)を除去するための、デブロッ
キングフィルタ（図２に図示せず）も含まれ得る。必要な場合、デブロッキングフィルタ
は一般に、加算器６２の出力をフィルタリングする。デブロッキングフィルタに加えて、
（ループ内又はループ後の）追加ループフィルタも使用され得る。そのようなフィルタは
、簡潔のために示されていないが、必要な場合、（ループ内フィルタとして）加算器５０
の出力をフィルタリングすることができる。
【０１４７】
　モード選択ユニット４０は、１つ又は複数のビューからブロックの形態で未加工のビデ
オデータを受信することができる。モード選択ユニット４０は、例えば、誤差結果に基づ
いて、コード化モード、即ちイントラ又はインターのうちの１つを選択し、得られたイン
トラコード化ブロック又はインターコード化ブロックを、加算器５０に提供して残差ブロ
ックデータを生成し、かつ加算器６２に提供して参照ピクチャとして使用するための符号
化ブロックを復元することができる。モード選択ユニット４０はまた、動きベクトル、イ
ントラモードインジケータ、区分情報、及び他のそのようなシンタックス情報などのシン
タックス要素を、エントロピー符号化ユニット５６に提供する。
【０１４８】
　動き／視差推定ユニット４２及び動き補償ユニット４４は高度に統合され得るが、概念
的な目的のために別々に示される。動き／視差推定ユニット４２によって実行される動き
推定は、ビデオブロックの動きを推定する動きベクトルを生成するプロセスである。動き
ベクトルは、例えば、現在のピクチャ（又は他のコード化単位）内のコード化されている
現在のブロックに対する参照ピクチャ（又は他のコード化単位）内の予測ブロックに対す
る、現在のピクチャ内のビデオブロックのＰＵの変位を示すことができる。
【０１４９】
　予測ブロックは、絶対値差分和（ＳＡＤ）、２乗差分和（ＳＳＤ）、又は他の差分尺度
によって決定され得る画素差分に関して、コード化されるべきブロックに厳密に一致する
ことがわかるブロックである。幾つかの例では、ビデオエンコーダ２０は、参照ピクチャ
バッファとも呼ばれ得る参照ピクチャメモリ６４に記憶された参照ピクチャのサブ整数画
素位置の値を計算することができる。例えば、ビデオエンコーダ２０は、参照ピクチャの
１／４画素位置、１／８画素位置、又は他の分数画素位置の値を補間することができる。
従って、動き／視差推定ユニット４２は、フル画素位置及び分数画素位置に対する動き探
索を実行し、分数画素精度で動きベクトルを出力することができる。
【０１５０】
　動き／視差推定ユニット４２は、ＰＵの位置を参照ピクチャの予測ブロックの位置と比
較することによって、インターコード化スライス内のビデオブロックのＰＵの動きベクト
ルを計算する。動き推定／視差ユニット４２はまた、ビュー間予測を実行するように構成
されてよく、その場合、動き推定／視差ユニット４２は、あるビューのピクチャ（例えば
、ビュー０）のブロックと、参照ビューのピクチャ（例えば、ビュー１）の対応するブロ
ックとの間の変位ベクトルを計算することができる。一般に、動き／視差ベクトルのため
のデータは、参照ピクチャリストと、参照ピクチャリストへのインデックス（ｒｅｆ＿ｉ
ｄｘ）と、水平成分と、垂直成分とを含み得る。参照ピクチャは、第１の参照ピクチャリ
スト（リスト０）、第２の参照ピクチャリスト（リスト１）、又は合成参照ピクチャリス
ト（リストＣ）から選択されてよく、それらの各々は、参照ピクチャメモリ６４に記憶さ
れた１つ又は複数の参照ピクチャを識別する。合成リストに関して、ビデオエンコーダ２
０は、２つのリスト（即ち、リスト０及びリスト１）から合成リストに挿入（追加）され
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るべき項目を交互に選択する。項目が合成リスト内にすでに入れられているとき、ＰＯＣ
数を検査することによって、ビデオエンコーダ２０は、その項目を再び挿入することはで
きない。各リスト（即ち、リスト０又はリスト１）に対して、ビデオエンコーダ２０は、
参照インデックスの昇順に基づいて項目を選択することができる。
【０１５１】
　動き／視差推定ユニット４２は、参照ピクチャの予測ブロックを識別する動き／視差ベ
クトルを生成し、エントロピー符号化ユニット５６と動き補償ユニット４４とに送ること
ができる。即ち、動き／視差推定ユニット４２は、予測ブロックを含んでいる参照ピクチ
ャリストを識別する動きベクトルデータと、予測ブロックのピクチャを識別する参照ピク
チャリストへのインデックスと、識別されたピクチャ内の予測ブロックの位置を特定する
水平成分及び垂直成分とを生成し、送ることができる。
【０１５２】
　動き補償ユニット４４によって実行される動き補償は、動き／視差推定ユニット４２に
よって決定された動き／視差ベクトルに基づいて、予測ブロックを取得又は生成すること
に関与し得る。やはり、幾つかの例では、動き／視差推定ユニット４２と動き補償ユニッ
ト４４は機能的に統合され得る。現在のビデオブロックのＰＵの動きベクトルを受信する
と、動き補償ユニット４４は、参照ピクチャリストのうちの１つにおいて動きベクトルが
指す予測ブロックの位置を特定することができる。
【０１５３】
　加算器５０は、以下で論じられるように、コード化されている現在のビデオブロックの
画素値から予測ブロックの画素値を減算し、画素差分値を形成することによって、残差ビ
デオブロックを形成する。一般に、動き／視差推定ユニット４２は、ルーマ成分に対して
動き推定を実行し、動き補償ユニット４４は、クロマ成分とルーマ成分の両方のためにル
ーマ成分に基づいて計算された動きベクトルを使用する。モード選択ユニット４０はまた
、ビデオスライスのビデオブロックを復号する際に、ビデオデコーダ３０が使用するため
のビデオブロック及びビデオスライスと関連付けられるシンタックス要素を生成すること
ができる。
【０１５４】
　イントラ予測ユニット４６は、上で説明されたように、動き／視差推定ユニット４２及
び動き補償ユニット４４によって実行されるインター予測の代替として、現在のブロック
をイントラ予測することができる。特に、イントラ予測ユニット４６は、現在のブロック
を符号化するために使用するイントラ予測モードを決定することができる。幾つかの例で
は、イントラ予測ユニット４６は、例えば、別個の符号化パスの間、様々なイントラ予測
モードを使用して現在のブロックを符号化することができ、イントラ予測ユニット４６（
又は、幾つかの例では、モード選択ユニット４０）は、テストされたモードから使用する
のに適切なイントラ予測モードを選択することができる。
【０１５５】
　例えば、イントラ予測ユニット４６は、様々なテストされたイントラ予測モードに対す
るレート歪み分析を使用してレート歪み値を計算し、テストされたモードの中で最良のレ
ート歪み特性を有するイントラ予測モードを選択することができる。レート歪み分析は、
概して、符号化ブロックと、符号化ブロックを生成するために符号化された元の符号化さ
れていないブロックとの間の歪み（又は誤差）の量、及び符号化ブロックを生成するため
に使用されるビットレート（即ち、ビット数）を決定する。イントラ予測ユニット４６は
、どのイントラ予測モードがブロックについて最良のレート歪み値を示すかを決定するた
めに、様々な符号化ブロックの歪み及びレートから比率を計算し得る。
【０１５６】
　ブロックのイントラ予測モードを選択した後、イントラ予測ユニット４６は、ブロック
のために選択されたイントラ予測モードを示す情報を、エントロピー符号化ユニット５６
に提供することができる。エントロピー符号化ユニット５６は、選択されたイントラ予測
モードを示す情報を符号化することができる。ビデオエンコーダ２０は、（コードワード
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マッピングテーブルとも呼ばれる）複数のイントラ予測モードインデックステーブル及び
複数の修正されたイントラ予測モードインデックステーブルと、様々なブロックのための
符号化コンテキストの定義と、最確イントラ予測モードの指示とを含み得る送信されたビ
ットストリーム構成データの中に、コンテキストの各々に対して使用する、イントラ予測
モードインデックステーブルと、修正されたイントラ予測モードインデックステーブルと
を含めることができる。
【０１５７】
　ビデオエンコーダ２０は、コード化されている元のビデオブロックから、モード選択ユ
ニット４０からの予測データを減算することによって、残差ビデオブロックを形成する。
加算器５０は、この減算演算を実行する１つ又は複数のコンポーネントを表す。変換処理
ユニット５２は、離散コサイン変換（ＤＣＴ）又は概念的に同様の変換などの変換を残差
ブロックに適用し、残差変換係数値を備えるビデオブロックを生成する。変換処理ユニッ
ト５２は、ＤＣＴと概念的に同様である他の変換を実行し得る。ウェーブレット変換、整
数変換、サブバンド変換又は他のタイプの変換も使用され得る。いずれの場合も、変換処
理ユニット５２は、変換を残差ブロックに適用し、残差変換係数のブロックを生成する。
変換は、残差情報を画素値領域から周波数領域などの変換領域に変換し得る。
【０１５８】
　変換処理ユニット５２は、得られた変換係数を量子化ユニット５４に送り得る。量子化
ユニット５４は、ビットレートを更に低減するために変換係数を量子化する。量子化プロ
セスは、係数の一部又は全部に関連するビット深度を低減することができる。量子化の程
度は、量子化パラメータを調整することによって変更され得る。幾つかの例では、量子化
ユニット５４は、次いで、量子化変換係数を含む行列の走査を実行し得る。代替的に、エ
ントロピー符号化ユニット５６が走査を実行し得る。
【０１５９】
　量子化の後、エントロピー符号化ユニット５６は、量子化変換係数をエントロピーコー
ド化する。例えば、エントロピー符号化ユニット５６は、コンテキスト適応型可変長コー
ド化（ＣＡＶＬＣ）、コンテキスト適応型バイナリ算術コード化（ＣＡＢＡＣ）、シンタ
ックスベースコンテキスト適応型バイナリ算術コード化（ＳＢＡＣ）、確率間隔区分エン
トロピー（ＰＩＰＥ）コード化又は別のエントロピーコード化技法を実行し得る。コンテ
キストベースエントロピーコード化の場合、コンテキストは隣接ブロックに基づき得る。
エントロピー符号化ユニット５６によるエントロピーコード化の後、符号化ビットストリ
ームは、別の機器（例えば、ビデオデコーダ３０）に送信されてよく、又は後で送信する
か又は取り出すためにアーカイブされてよい。
【０１６０】
　逆量子化ユニット５８及び逆変換処理ユニット６０は、それぞれ逆量子化及び逆変換を
適用して、例えば、参照ブロックとして後で使用するために、画素領域内の残差ブロック
を復元する。動き補償ユニット４４は、残差ブロックを参照ピクチャメモリ６４のピクチ
ャのうちの１つの予測ブロックに加算することによって、参照ブロックを計算することが
できる。動き補償ユニット４４はまた、復元された残差ブロックに１つ又は複数の補間フ
ィルタを適用して、動き推定において使用するサブ整数画素値を計算することができる。
加算器６２は、復元された残差ブロックを、動き補償ユニット４４によって生成された動
き補償予測ブロックに加算して、参照ピクチャメモリ６４に記憶するための復元ビデオブ
ロックを生成する。復元ビデオブロックは、後続ピクチャ中のブロックをインターコード
化するために、動き／視差推定ユニット４２及び動き補償ユニット４４によって参照ブロ
ックとして使用され得る。
【０１６１】
　ビデオエンコーダ２０は、上で説明されたように、幾つかのシンタックス要素を生成す
ることができ、それらはエントロピー符号化ユニット５６又はビデオエンコーダ２０の別
の符号化ユニットによって符号化され得る。幾つかの例では、ビデオエンコーダ２０は、
上で説明されたように、３ＤＶＣビットストリームのためのシンタックス要素を生成し符
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号化することができ、やはり、この３ＤＶＣビットストリームはＭＶＣと後方互換性があ
り得る。即ち、ＭＶＣをサポートするが３ＤＶＣをサポートしないビデオデコーダは依然
として、本開示で説明される技法に従って符号化された３ＤＶＣビットストリームを復号
することができる。
【０１６２】
　ビデオエンコーダ２０は、マルチビュービデオデータのビュー成分に割り当てられたビ
ュー順序インデックス値に少なくとも一部基づいて、ビュー成分のテクスチャ成分のため
のテクスチャパラメータセットとしてパラメータセットをアクティブ化することができる
。言い換えると、ビデオエンコーダ２０は、ビュー成分のテクスチャ成分のみに対して、
ＰＰＳ又はＳＰＳのようなパラメータセットをアクティブ化することができるので、この
テクスチャパラメータセットは、同じビュー成分の対応する深度成分に適用されない。こ
の態様では、ビデオエンコーダ２０は、アクティブ化されたテクスチャパラメータセット
に基づいて、ビュー成分の深度成分ではなく、ビュー成分のテクスチャ成分のみを符号化
することができる。
【０１６３】
　具体的には、ビデオエンコーダ２０のモード選択ユニット４０は、モード、例えば、ビ
ュー内予測（これは、ピクチャの全てが同じビューに対応する一時的な又はピクチャ間の
予測を伴い得る）、ビュー間予測、又はイントラ予測を選択することによって、パラメー
タセットをアクティブ化することができる。モード選択ユニット４０は、ピクチャのコー
ド化の繰り返しの各々を分析することができ、各々の繰り返しは異なるパラメータを伴い
得る。ピクチャをコード化する様々な繰り返しを選択するとき、モード選択ユニット４０
は、ピクチャ、ビュー、ビュー成分、深度成分、及び／又はテクスチャ成分の特定のシー
ケンスに対してパラメータセットを実質的にアクティブ化することができる。その上、モ
ード選択ユニット４０は、以下でより詳しく説明される方式で、同じビュー成分に各々属
するテクスチャ成分及び深度成分に対して、この方式で異なるパラメータセットをアクテ
ィブ化することができる。
【０１６４】
　加えて、モード選択ユニット４０は、３ＤＶＣデータのビュー成分に割り当てられたビ
ュー順序インデックス値に少なくとも一部基づいて、ビュー成分の深度成分のためのパラ
メータセットをアクティブ化することができる。即ち、幾つかの例では、モード選択ユニ
ット４０は、ビュー成分のテクスチャ成分のためのテクスチャ固有パラメータセットをア
クティブ化し、次いで、同じビュー成分の深度成分に対して特別な更に別のパラメータセ
ットをアクティブ化することができる。結果として、モード選択ユニット４０は、ビュー
成分の深度成分に対してアクティブ化されるパラメータセットに基づいて、かつ、アクテ
ィブ化されたテクスチャパラメータセットに基づかないで、ビュー成分の深度成分を符号
化することができる。モード選択ユニット４０は、アクティブ化されたテクスチャパラメ
ータセットに基づいてテクスチャ成分を符号化することができる。このようにして、本技
法は、ビュー成分のテクスチャ成分及び深度成分に対して、ＰＰＳ又はＳＰＳのようなパ
ラメータセットの別々のアクティブ化を促すことができ、３ＤＶＣにおける深度成分及び
テクスチャ成分の別々の取扱又は処理を支援する方法を提供する。
【０１６５】
　ビデオエンコーダ２０はまた、図２の例では参照ピクチャメモリ６４として示される復
号ピクチャバッファから、テクスチャ成分と深度成分とを別々に除去することができる。
本開示に記載される技法は、テクスチャ成分と深度成分の別々の取扱を可能にするので、
ビデオエンコーダ２０は、ビュー成分（及び従って、ビュー成分の深度成分及びテクスチ
ャ成分）が同じ参照ピクチャを使用してコード化される従来の３ＤＶＣとは逆に、同じビ
ュー成分の深度成分をコード化するときに使用されるものとは異なる参照ピクチャを使用
して、ビュー成分のテクスチャ成分をコード化することができる。結果として、参照ビュ
ー成分の深度成分が、同じ参照ビュー成分のテクスチャ成分よりも前に復号ピクチャバッ
ファから除去され得るとともに、参照ビュー成分のテクスチャ成分が、同じ参照ビュー成
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分の深度成分よりも前に復号ピクチャバッファから除去され得る、例があり得る。
【０１６６】
　動作において、ビデオエンコーダ２０のモード選択ユニット４０は、本開示で説明され
る技法を実行するように構成され得る。モード選択ユニット４０は、参照ピクチャメモリ
６４に深度成分を記憶し、ビュー依存性を分析して深度成分がビュー間予測のために使用
されるかどうかを決定することができる。モード選択ユニット４０は次いで、深度成分が
ビュー間予測のために使用されないと決定したことに応答して、参照ピクチャメモリ６４
から深度成分を除去することができる。即ち、モード選択ユニット４０は、深度成分がビ
ュー間予測のために使用されないと決定したことに応答して、同じ参照ビュー成分のテク
スチャ成分を除去することなく、参照ピクチャメモリ６４から参照ビュー成分の深度成分
を除去することができる。モード選択ユニット４０は、深度成分を除去する前に、深度成
分がターゲット出力ビューに属さず、深度成分が０に等しい値を有するネットワーク抽象
レイヤ参照識別コードと関連付けられる（深度成分をカプセル化するＮＡＬ単位のコンテ
ンツがピクチャ間予測のための参照ピクチャを構築するために使用されないことを意味す
る）と決定することによって、除去に適しているものとしてこの深度成分を評価すること
ができる。
【０１６７】
　図３は、マルチビュービットストリームを復号するための、本開示で説明される技法を
実装できる例示的なビデオデコーダ３０を示すブロック図である。図３の例では、ビデオ
デコーダ３０は、エントロピー復号ユニット８０と、動き補償ユニット８２及びイントラ
予測ユニット８４を有する予測ユニット８１と、逆量子化ユニット８６と、逆変換ユニッ
ト８８と、加算器９０と、参照ピクチャメモリ９２とを含む。
【０１６８】
　復号プロセス中に、ビデオデコーダ３０は、ビデオエンコーダ２０から、符号化ビデオ
スライスのビデオブロックと関連するシンタックス要素とを表す符号化ビデオのビットス
トリームを受信する。ビデオデコーダ３０のエントロピー復号ユニット８０は、量子化係
数と、動きベクトルと、他のシンタックス要素とを生成するためにビットストリームをエ
ントロピー復号する。エントロピー復号ユニット８０は、予測ユニット８１に動きベクト
ルと他のシンタックス要素とを転送する。ビデオデコーダ３０は、ビデオスライスレベル
及び／又はビデオブロックレベルでシンタックス要素を受信し得る。
【０１６９】
　例えば、ビデオデコーダ３０は、ＮＡＬ単位に記憶されたデータのタイプ（例えば、Ｖ
ＣＬデータ及び非ＶＣＬデータ）を識別するＮＡＬ単位ヘッダを有する幾つかのＮＡＬ単
位を受信することができる。パラメータセットは、上で説明されたＳＰＳ、ＰＰＳ、又は
他のパラメータセットなどのシーケンスレベルヘッダ情報を含み得る。
【０１７０】
　本開示の態様によれば、ビデオデコーダ３０は、３ＤＶＣデータのビュー成分に割り当
てられたビュー順序インデックス値に少なくとも一部基づいて、ビュー成分のテクスチャ
成分のためのテクスチャパラメータセットとしてパラメータセットをアクティブ化するこ
とができる。より具体的には、エントロピー復号ユニット８０は、ビットストリームから
のパラメータセットを解析することができ、パラメータセットを復号して、復号パラメー
タセットを、予測ユニット８１、逆量子化ユニット８６、及び逆変換処理ユニット８８の
ようなビデオデコーダ３０の他のコンポーネントに与える。これらのコンポーネントの各
々は、現在アクティブなパラメータセットを指すことができ、この意味で、ビデオデコー
ダ３０は、ビデオデコーダ３０の各コンポーネントに対するパラメータセットをアクティ
ブ化する。
【０１７１】
　いずれにしても、ビュー順序インデックスは、上で述べられたように、アクセス単位の
対応するビューコンポーネントの復号順序を記述することができる。ビュー順序インデッ
クスは、ビットストリームのビュー成分を識別するために、ピクチャ順序カウント（ＰＯ
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Ｃ）値又はフレーム値とともに使用され得る。従って、本技法のこの態様は、ビュー成分
のテクスチャ成分のみに対してアクティブ化され、同じビュー成分の対応する深度成分に
適用されない、ＰＰＳ又はＳＰＳのようなパラメータセットを提供することができる。こ
の態様では、ビデオデコーダ３０は、アクティブ化されたテクスチャパラメータセットに
基づいて、ビュー成分の深度成分ではなく、ビュー成分のテクスチャ成分のみを復号する
ことができる。
【０１７２】
　加えて、ビデオデコーダ３０は、３ＤＶデータのビュー成分に割り当てられたビュー順
序インデックス値に少なくとも基づいて、ビュー成分の深度成分のためのパラメータセッ
トをアクティブ化することができる。即ち、幾つかの例では、ビデオコード化機器は、ビ
ュー成分のテクスチャ成分のためのテクスチャ固有パラメータセットをアクティブ化し、
次いで、同じビュー成分の深度成分に対して特別な更に別のパラメータセットをアクティ
ブ化することができる。結果として、ビデオデコーダ３０は、ビュー成分の深度成分に対
してアクティブ化されるパラメータセットに基づいて、かつ、アクティブ化されたテクス
チャパラメータセットに基づかないで、ビュー成分の深度成分をコード化することができ
る。ビデオデコーダ３０は、アクティブ化されたテクスチャパラメータセットに基づいて
テクスチャ成分を復号することができる。このようにして、本技法は、ビュー成分のテク
スチャ成分及び深度成分に対して、ＰＰＳ又はＳＰＳのようなパラメータセットの別々の
アクティブ化を促すことができ、３ＤＶＣにおける深度成分及びテクスチャ成分の別々の
取扱又は処理を支援する方法を提供する。
【０１７３】
　特に、本開示のこの態様は、ビデオコーダ（ビデオエンコーダ及び／又はビデオデコー
ダの両方又はいずれかを全般に指し得る）が、深度成分及びテクスチャ成分の各々のため
の別々のパラメータセットをアクティブ化することを可能にし得る。シーケンス及びピク
チャパラメータセット機構は、コード化マクロブロックデータの送信から、まれに変化す
る情報の送信を実質的に切り離すことができる。シーケンス及びピクチャパラメータセッ
トは、幾つかの用途では、信頼できる転送機構を使用して帯域外で搬送され得る。ピクチ
ャパラメータセットの未加工バイトシーケンスペイロード（又は「ＲＢＳＰ」、これはピ
クチャパラメータセットを指すための別のより正式な方法である）は、１つ又は複数のビ
ュー成分の１つ又は複数のテクスチャ成分又は深度成分のコード化スライスＮＡＬ単位に
よって参照され得るパラメータを含む。シーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、１つ又
は複数のピクチャパラメータセット又は１つ又は複数のバッファリング期間ＳＥＩメッセ
ージによって参照され得るパラメータを含む。
【０１７４】
　深度ビューを含む３ＤＶＣビットストリームを復号するとき、復号プロセスの動作の間
の任意の所与の瞬間において、ビデオデコーダ３０は、０又は１個のアクティブピクチャ
パラメータセットと、０個以上のアクティブテクスチャピクチャパラメータセットと、０
個以上のアクティブビューピクチャパラメータセットとをアクティブ化することができる
。各アクティブテクスチャピクチャパラメータセットは、最大のビュー順序インデックス
値以下の特定のビュー順序インデックス値に対して特別にアクティブであり、各アクティ
ブビューピクチャパラメータセットは、最大のビュー順序インデックス値未満の特定のビ
ュー順序インデックス値に対して特別にアクティブである。
【０１７５】
　同様に、復号プロセスの動作の間の所与の瞬間において、ビデオデコーダ３０は、０又
は１個のアクティブＭＶＣシーケンスパラメータセットと、０個以上のアクティブテクス
チャＭＶＣシーケンスパラメータセットと、０個以上のアクティブビューＭＶＣシーケン
スパラメータセットとをアクティブ化することができる。各アクティブテクスチャＭＶＣ
シーケンスパラメータセットは、最大のビュー順序インデックス値以下の特定のビュー順
序インデックス値に対して特別にアクティブであり、各アクティブビューＭＶＣシーケン
スパラメータセットは、最大のビュー順序インデックス値未満の特定のビュー順序インデ
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ックス値に対して特別にアクティブである。
【０１７６】
　この意味で、３ＤＶＣのためのパラメータセットのアクティブ化は概して、本明細書で
述べられた差（ＭＶＣにおいて現在サポートされていない深度ビュー成分をどのように扱
うかの例を伴う）を除き、ＭＶＣにおけるパラメータセットのアクティブ化と同様である
。その上、ＭＶＣは、３ＤＶＣのような、ＭＶＣを使用した拡張を対象とする追加のシン
タックス要素が３ＤＶＣ固有のシンタックス要素を指定するために利用し得る、幾つかの
予備ビットを各パラメータセット中に設ける。これらの予備ビットを設けることによって
、これらの予備ビットが、Ｈ．２６４／ＡＶＣに対するＭＶＣ拡張とは無関係の、又はＭ
ＶＣ拡張において指定されないシンタックス要素を指定するために利用され得るとしても
、パラメータセットは、ＭＶＣとの後方互換性を維持する。この理由で、ＭＶＣパラメー
タセットは、ＭＶＣとは無関係な追加のシンタックス要素を含み得るとしても、これらの
パラメータセットは、ＭＶＣパラメータセット中に存在する予備ビットを考慮して、ＭＶ
Ｃパラメータセットと呼ばれる。
【０１７７】
　ピクチャ及びシーケンスパラメータセットのための詳細なアクティブ化プロセスは、次
の通りである。ビデオデコーダ３０は最初、各ピクチャパラメータセットＲＢＳＰを、復
号プロセスの動作の開始時にはアクティブではないものと見なす。多くても、ビデオデコ
ーダ３０は、復号プロセスの動作の間の任意の所与の瞬間において、１つのピクチャパラ
メータセットＲＢＳＰを、アクティブピクチャパラメータセットＲＢＳＰとしてアクティ
ブ化する。任意の特定のピクチャパラメータセットＲＢＳＰがアクティブピクチャパラメ
ータセットＲＢＳＰになると、ビデオデコーダ３０は、以前にアクティブであったピクチ
ャパラメータセットＲＢＳＰを（もしあれば）実質的に非アクティブ化する。
【０１７８】
　アクティブピクチャパラメータセットセットＲＢＳＰに加えて、ビデオデコーダ３０は
、ターゲット出力ビューに属する、又は、ターゲット出力ビューに属するテクスチャ成分
を復号する際にビュー間予測を通じて参照され得る、テクスチャ成分（最大ビュー順序イ
ンデックス値（「ＶＯＩｄｘＭａｘ」）以下の特定のビュー順序インデックス値（「ＶＯ
Ｉｄｘ」）を伴う）に対して特別に、０個以上のピクチャパラメータセットＲＢＳＰをア
クティブ化することができる。そのようなピクチャパラメータセットＲＢＳＰは、特定の
値のＶＯＩｄｘに対するアクティブビューピクチャパラメータセットＲＢＳＰと呼ばれる
。アクティブピクチャパラメータセットＲＢＳＰに対する制約はまた、特定の値のＶＯＩ
ｄｘに対する、アクティブビューピクチャパラメータセットＲＢＳＰに適用される。
【０１７９】
　更に、ビデオデコーダ３０は、ターゲット出力ビューに属する、又は、ターゲット出力
ビューに属する深度成分を復号する際にビュー間予測を通じて参照され得る、ビュー成分
（ＶＯＩｄｘＭａｘ未満の特定の値のＶＯＩｄｘを伴う）に対して特別に、０個以上のピ
クチャパラメータセットＲＢＳＰをアクティブ化することができる。そのようなピクチャ
パラメータセットＲＢＳＰは、特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブビューピクチャ
パラメータセットＲＢＳＰと呼ばれる。アクティブピクチャパラメータセットＲＢＳＰに
対する制約はまた、ＶＯＩｄｘＭａｘ未満の特定の値のＶＯＩｄｘに対する、アクティブ
ビューピクチャパラメータセットＲＢＳＰに適用される。
【０１８０】
　ピクチャパラメータセットＲＢＳＰ（特定の値のｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ
＿ｉｄを伴う）がアクティブピクチャパラメータセットＲＢＳＰではなく、ピクチャパラ
メータセットＲＢＳＰが、（その値のｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを使用
して）深度成分に属しＶＯＩｄｘＭａｘに等しいＶＯＩｄｘを伴うコード化スライスＮＡ
Ｌ単位によって参照される場合、ビデオデコーダ３０は、ピクチャパラメータセットＲＢ
ＳＰをアクティブ化することができる。深度成分に属するコード化スライスＮＡＬ単位は
、２１に等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを有し得る。別のピクチャパラメータセット
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ＲＢＳＰがアクティブピクチャパラメータセットＲＢＳＰになるときにこのピクチャパラ
メータセットＲＢＳＰが非アクティブ化されるまで、このピクチャパラメータセットＲＢ
ＳＰは、アクティブピクチャパラメータセットＲＢＳＰと呼ばれる。その特定の値のｐｉ
ｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを伴うピクチャパラメータセットＲＢＳＰは、ピ
クチャパラメータセットＲＢＳＰのアクティブ化の前に、復号プロセスに対して利用可能
であるべきである。
【０１８１】
　ピクチャパラメータセットＲＢＳＰ（特定の値のｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ
＿ｉｄを伴う）がＶＯＩｄｘＭａｘ未満の特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブビュ
ーピクチャパラメータセットではなく、ピクチャパラメータセットＲＢＳＰが、（その値
のｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを使用して）深度成分に属し（即ち、２１
に等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを伴い）特定の値のＶＯＩｄｘを伴うコード化スラ
イスＮＡＬ単位によって参照される場合、ビデオデコーダ３０は、その特定の値のＶＯＩ
ｄｘを伴うビュー成分に対するピクチャパラメータセットＲＢＳＰをアクティブ化する。
特定の値のＶＯＩｄｘに対して別のピクチャパラメータセットＲＢＳＰがアクティブビュ
ーピクチャパラメータセットＲＢＳＰになるときにこのピクチャパラメータセットＲＢＳ
Ｐが非アクティブ化されるまで、その特定の値のＶＯＩｄｘに対して、このピクチャパラ
メータセットＲＢＳＰは、アクティブビューピクチャパラメータセットＲＢＳＰと呼ばれ
る。その特定の値のｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを伴うピクチャパラメー
タセットＲＢＳＰは、ピクチャパラメータセットＲＢＳＰのアクティブ化の前に、復号プ
ロセスに対して利用可能であるべきである。
【０１８２】
　ピクチャパラメータセットＲＢＳＰ（特定の値のｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ
＿ｉｄを伴う）がＶＯＩｄｘＭａｘ以下の特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブテク
スチャピクチャパラメータセットではなく、ピクチャパラメータセットＲＢＳＰが、（そ
の値のｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを使用して）テクスチャ成分に属し（
即ち、１、５、又は２０に等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを伴い）特定の値のＶＯＩ
ｄｘを伴うコード化スライスＮＡＬ単位によって参照される場合、ビデオデコーダ３０は
、特定の値のＶＯＩｄｘを伴う深度成分に対するピクチャパラメータセットＲＢＳＰをア
クティブ化する。特定の値のＶＯＩｄｘに対して別のピクチャパラメータセットＲＢＳＰ
がアクティブテクスチャピクチャパラメータセットＲＢＳＰになるときにこのピクチャパ
ラメータセットＲＢＳＰが非アクティブ化されるまで、特定の値のＶＯＩｄｘに対して、
このピクチャパラメータセットＲＢＳＰは、アクティブテクスチャピクチャパラメータセ
ットＲＢＳＰと呼ばれる。その特定の値のｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを
伴うピクチャパラメータセットＲＢＳＰは、ピクチャパラメータセットＲＢＳＰのアクテ
ィブ化の前に、復号プロセスに対して利用可能であるべきである。
【０１８３】
　コード化ピクチャのためのアクティブピクチャパラメータセットＲＢＳＰのｐｉｃ＿ｐ
ａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値を含む任意のピクチャパラメータセットＮＡＬ単位
は、ピクチャパラメータセットＮＡＬ単位がこのコード化ピクチャの最後のＶＣＬ　ＮＡ
Ｌ単位の後にあり別のコード化ピクチャの最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の前にある場合以外
は、このコード化ピクチャのためのアクティブピクチャパラメータセットＲＢＳＰと同じ
コンテンツを有するべきである。コード化ピクチャのためのＶＯＩｄｘＭａｘ未満である
特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブビューピクチャパラメータセットＲＢＳＰのｐ
ｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値を含む任意のピクチャパラメータセットＮ
ＡＬ単位は、ピクチャパラメータセットＮＡＬ単位がこのコード化ピクチャの最後のＶＣ
Ｌ　ＮＡＬ単位の後にあり別のコード化ピクチャの最初のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の前にある
場合以外は、このコード化ピクチャのための特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブビ
ューピクチャパラメータセットＲＢＳＰと同じコンテンツを有するべきである。コード化
ピクチャのための特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブテクスチャピクチャパラメー
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タセットＲＢＳＰのｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値を含む任意のピクチ
ャパラメータセットＮＡＬ単位は、ピクチャパラメータセットＮＡＬ単位がこのコード化
ピクチャの最後のＶＣＬ　ＮＡＬ単位の後にあり別のコード化ピクチャの最初のＶＣＬ　
ＮＡＬ単位の前にある場合以外は、このコード化ピクチャのための特定の値のＶＯＩｄｘ
に対するアクティブテクスチャピクチャパラメータセットＲＢＳＰと同じコンテンツを有
するべきである。
【０１８４】
　ビデオデコーダ３０は最初、各ＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰが、復号プ
ロセスの動作の開始時にはアクティブではないと決定する。やはり、ＭＶＣシーケンスパ
ラメータセットへの言及は、３ＤＶＣの状況におけるＭＶＣシーケンスパラメータセット
を指し、これは、ＭＶＣを引き継ぎ、又は別様に採用するので、ＭＶＣシーケンスパラメ
ータセットを組み込む（しかし、これらのパラメータセットは、追加の３ＤＶＣ固有のシ
ンタックス要素を追加することによって修正され得る）。多くても、ビデオデコーダ３０
は、復号プロセスの動作の間の任意の所与の瞬間において、１つのＭＶＣシーケンスパラ
メータセットＲＢＳＰがアクティブＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰであると
決定する。任意の特定のＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰがアクティブＭＶＣ
シーケンスパラメータセットＲＢＳＰになると、ビデオデコーダ３０は、以前にアクティ
ブであったＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰを（もしあれば）非アクティブ化
する。
【０１８５】
　アクティブＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、シーケンスパラメータセッ
トＲＢＳＰ又はサブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰのいずれかである。シー
ケンスパラメータセットＲＢＳＰは、１又は５に等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを伴
う、又は、ＭＶＣスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージ又は３ＤＶスケーラブルネスト
化ＳＥＩメッセージに含まれないバッファリング期間ＳＥＩメッセージを伴う、コード化
スライスＮＡＬ単位によってアクティブ化される。サブセットシーケンスパラメータセッ
トは、コード化スライスＭＶＣ拡張ＮＡＬ単位（２１に等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐ
ｅ）、又は、３ＤＶスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージに含まれるバッファリング期
間ＳＥＩメッセージによってアクティブ化される。シーケンスパラメータセットＲＢＳＰ
及びサブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、同じ値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅ
ｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを有し得る。
【０１８６】
　アクティブＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰに加えて、ビデオデコーダ３０
は、ターゲット出力ビューに属する、又は、ターゲット出力ビューに属するビュー成分を
復号する際にビュー間予測を通じて参照され得る、ビュー成分（ＶＯＩｄｘＭａｘ未満の
特定の値のＶＯＩｄｘを伴う）に対して特別に、０個以上のＭＶＣシーケンスパラメータ
セットＲＢＳＰをアクティブ化することができる。そのようなＭＶＣシーケンスパラメー
タセットＲＢＳＰは、特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブビューＭＶＣシーケンス
パラメータセットＲＢＳＰと呼ばれる。アクティブＭＶＣシーケンスパラメータセットＲ
ＢＳＰに対する制約はまた、ＶＯＩｄｘＭａｘ未満の特定の値のＶＯＩｄｘに対する、ア
クティブビューＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰに適用される。
【０１８７】
　更に、ビデオデコーダ３０は、ターゲット出力ビューに属する、又は、ターゲット出力
ビューに属するテクスチャ成分を復号する際にビュー間予測を通じて参照され得る、テク
スチャ成分（ＶＯＩｄｘＭａｘ以下の特定の値のＶＯＩｄｘを伴う）に対して特別に、０
個以上のＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰをアクティブ化することができる。
そのようなＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、特定の値のＶＯＩｄｘに対す
るアクティブテクスチャＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰと呼ばれる。アクテ
ィブＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰに対する制約はまた、特定の値のＶＯＩ
ｄｘに対する、アクティブテクスチャＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰに適用



(47) JP 6242802 B2 2017.12.6

10

20

30

40

50

される。
【０１８８】
　次の説明では、アクティブ化バッファリング期間ＳＥＩメッセージが、次のように規定
される。
【０１８９】
－　ＶＯＩｄｘＭａｘがＶＯＩｄｘＭｉｎに等しく、アクセス単位が、ＭＶＣスケーラブ
ルネスト化ＳＥＩメッセージに含まれず３ＤＶＣスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージ
に含まれないバッファリング期間ＳＥＩメッセージを含む場合、このバッファリング期間
ＳＥＩメッセージは、アクティブ化バッファリング期間ＳＥＩメッセージである。
【０１９０】
－　そうではなく、ＶＯＩｄｘＭａｘがＶＯＩｄｘＭｉｎに等しくなく、アクセス単位が
、３ＤＶＣスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージに含まれ復号されている動作点と関連
付けられるバッファリング期間ＳＥＩメッセージを含む場合、このバッファリング期間Ｓ
ＥＩメッセージは、アクティブ化バッファリング期間ＳＥＩメッセージである。
【０１９１】
－　それ以外の場合、アクセス単位はアクティブ化バッファリング期間ＳＥＩメッセージ
を含まない。
【０１９２】
　特定の値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを伴うシーケンスパラメータセ
ットＲＢＳＰ（ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅが７に等しい）がまだアクティブＭＶＣシー
ケンスパラメータセットＲＢＳＰではなく、シーケンスパラメータセットＲＢＳＰがピク
チャパラメータセットＲＢＳＰのアクティブ化によって参照され（その値のｓｅｑ＿ｐａ
ｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを使用して）、ピクチャパラメータセットＲＢＳＰが１又
は５に等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを伴うコード化スライスＮＡＬ単位によってア
クティブ化され（ピクチャパラメータセットＲＢＳＰがアクティブピクチャパラメータセ
ットＲＢＳＰになり、ＶＯＩｄｘＭａｘがＶＯＩｄｘＭｉｎと等しく、アクセス単位中に
深度成分がない）、アクセス単位がアクティブ化バッファリング期間ＳＥＩメッセージを
含まない場合、ビデオデコーダ３０は、シーケンスパラメータセットＲＢＳＰをアクティ
ブ化することができる。別のＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰがアクティブＭ
ＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰになるときにこのシーケンスパラメータセット
ＲＢＳＰが非アクティブ化されるまで、このシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、ア
クティブＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰと呼ばれる。特定の値のｓｅｑ＿ｐ
ａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを伴うシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、シーケ
ンスパラメータセットＲＢＳＰのアクティブ化の前に、復号プロセスに対して利用可能で
あるべきである。
【０１９３】
　特定の値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを伴うシーケンスパラメータセ
ットＲＢＳＰ（ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅが７に等しい）がまだアクティブＭＶＣシー
ケンスパラメータセットＲＢＳＰではなく、シーケンスパラメータセットＲＢＳＰが、３
ＤＶスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージに含まれないアクティブ化バッファリング期
間ＳＥＩメッセージによって参照され（その値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿
ｉｄを使用して）、ＶＯＩｄｘＭａｘがＶＯＩｄｘＭｉｎと等しく、アクセス単位中に深
度成分がない場合、ビデオデコーダ３０は、シーケンスパラメータセットＲＢＳＰをアク
ティブ化する。別のＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰがアクティブＭＶＣシー
ケンスパラメータセットＲＢＳＰになるときにこのシーケンスパラメータセットＲＢＳＰ
が非アクティブ化されるまで、このシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、アクティブ
ＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰと呼ばれる。特定の値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍ
ｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを伴うシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、シーケンスパラ
メータセットＲＢＳＰのアクティブ化の前に、復号プロセスに対して利用可能であるべき
である。
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【０１９４】
　特定の値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを伴うサブセットシーケンスパ
ラメータセットＲＢＳＰ（ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅが１５に等しい）がまだアクティ
ブＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰではなく、サブセットシーケンスパラメー
タセットＲＢＳＰがピクチャパラメータセットＲＢＳＰのアクティブ化によって参照され
（その値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを使用して）、ピクチャパラメー
タセットＲＢＳＰが２１に等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを伴いＶＯＩｄｘＭａｘに
等しいＶＯＩｄｘを伴うコード化スライスＮＡＬ単位によってアクティブ化され（ピクチ
ャパラメータセットＲＢＳＰがアクティブピクチャパラメータセットＲＢＳＰになり）、
アクセス単位がアクティブ化バッファリング期間ＳＥＩメッセージを含まない場合、ビデ
オデコーダ３０は、サブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰをアクティブ化する
ことができる。別のＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰがアクティブＭＶＣシー
ケンスパラメータセットＲＢＳＰになるときにこのサブセットシーケンスパラメータセッ
トＲＢＳＰが非アクティブ化されるまで、このサブセットシーケンスパラメータセットＲ
ＢＳＰは、アクティブＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰと呼ばれる。その特定
の値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを伴うサブセットシーケンスパラメー
タセットＲＢＳＰは、そのアクティブ化の前に、復号プロセスに対して利用可能であるべ
きである。
【０１９５】
　特定の値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを伴うサブセットシーケンスパ
ラメータセットＲＢＳＰ（ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅが１５に等しい）がまだアクティ
ブＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰではなく、サブセットシーケンスパラメー
タセットＲＢＳＰが、３ＤＶスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージに含まれないアクテ
ィブ化バッファリング期間ＳＥＩメッセージによって参照される場合（その値のｓｅｑ＿
ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを使用して）、ビデオデコーダ３０は、サブセットシ
ーケンスパラメータセットＲＢＳＰをアクティブ化する。別のＭＶＣシーケンスパラメー
タセットＲＢＳＰがアクティブＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰになるときに
このサブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰが非アクティブ化されるまで、この
サブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、アクティブＭＶＣシーケンスパラメ
ータセットＲＢＳＰと呼ばれる。ｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの特定の値
を伴うサブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、サブセットシーケンスパラメ
ータセットＲＢＳＰのアクティブ化の前に、復号プロセスに対して利用可能であるべきで
ある。
【０１９６】
　次の説明では、特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブ化テクスチャバッファリング
期間ＳＥＩメッセージが、次のように規定される。
【０１９７】
－　ＭＶＣスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージに含まれ、関連するビットストリーム
サブセット中の最大のＶＯＩｄｘが特定の値のＶＯＩｄｘに等しい動作点と関連付けられ
る、１つ以上のバッファリング期間ＳＥＩメッセージをアクセス単位が含む場合、復号順
序でこれらのバッファリング期間ＳＥＩメッセージの最初のメッセージが、その特定の値
のＶＯＩｄｘに対するアクティブ化テクスチャバッファリング期間ＳＥＩメッセージであ
る。
【０１９８】
－　そうではなく、ＭＶＣスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージ又は３ＤＶスケーラブ
ルネスト化ＳＥＩメッセージに含まれないバッファリング期間ＳＥＩメッセージをアクセ
ス単位が含む場合、このバッファリング期間ＳＥＩメッセージは、ＶＯＩｄｘＭｉｎに等
しい特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブ化テクスチャバッファリング期間ＳＥＩメ
ッセージである。
【０１９９】
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－　それ以外の場合、アクセス単位は、その特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブ化
テクスチャバッファリング期間ＳＥＩメッセージを含まない。
【０２００】
　特定の値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを伴うシーケンスパラメータセ
ットＲＢＳＰ（ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅが７に等しい）がまだ、ＶＯＩｄｘＭｉｎに
等しいＶＯＩｄｘに対するアクティブテクスチャＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢ
ＳＰではなく、シーケンスパラメータセットＲＢＳＰがピクチャパラメータセットＲＢＳ
Ｐのアクティブ化によって参照され（その値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉ
ｄを使用して）、ピクチャパラメータセットＲＢＳＰが１又は５に等しいｎａｌ＿ｕｎｉ
ｔ＿ｔｙｐｅを伴うコード化スライスＮＡＬ単位によってアクティブ化される（ピクチャ
パラメータセットＲＢＳＰが、ＶＯＩｄｘＭｉｎに等しいＶＯＩｄｘに対するアクティブ
テクスチャピクチャパラメータセットＲＢＳＰになる）場合、ビデオデコーダ３０は、Ｖ
ＯＩｄｘＭｉｎに等しいＶＯＩｄｘを伴うテクスチャ成分に対するシーケンスパラメータ
セットＲＢＳＰをアクティブ化することができる。別のＭＶＣシーケンスパラメータセッ
トＲＢＳＰがＶＯＩｄｘＭｉｎに等しいＶＯＩｄｘに対するアクティブテクスチャＭＶＣ
シーケンスパラメータセットＲＢＳＰになるときにこのシーケンスパラメータセットＲＢ
ＳＰが非アクティブ化されるまで、このシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、ＶＯＩ
ｄｘＭｉｎに等しいＶＯＩｄｘに対するアクティブテクスチャＭＶＣシーケンスパラメー
タセットＲＢＳＰと呼ばれる。特定の値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを
伴うシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、シーケンスパラメータセットＲＢＳＰのア
クティブ化の前に、復号プロセスに対して利用可能であるべきである。
【０２０１】
　特定の値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを伴うシーケンスパラメータセ
ットＲＢＳＰ（ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅが７に等しい）がまだ、ＶＯＩｄｘＭｉｎに
等しいＶＯＩｄｘに対するアクティブテクスチャＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢ
ＳＰではなく、シーケンスパラメータセットＲＢＳＰが、ＭＶＣスケーラブルネスト化メ
ッセージに含まれない、又は３ＤＶスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージに含まれない
アクティブ化テクスチャバッファリング期間ＳＥＩメッセージによって参照される場合（
その値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを使用して）、ビデオデコーダ３０
は、ＶＯＩｄｘＭｉｎに等しいＶＯＩｄｘを伴うテクスチャ成分に対するシーケンスパラ
メータセットＲＢＳＰをアクティブ化することができる。別のＭＶＣシーケンスパラメー
タセットＲＢＳＰが等しいＶＯＩｄｘに対するアクティブテクスチャＭＶＣシーケンスパ
ラメータセットＲＢＳＰになるときにこのシーケンスパラメータセットＲＢＳＰが非アク
ティブ化されるまで、このシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、ＶＯＩｄｘＭｉｎに
等しいＶＯＩｄｘに対するアクティブテクスチャＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢ
ＳＰと呼ばれる。特定の値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを伴うシーケン
スパラメータセットＲＢＳＰは、シーケンスパラメータセットＲＢＳＰのアクティブ化の
前に、復号プロセスに対して利用可能であるべきである。
【０２０２】
　特定の値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを伴うサブセットシーケンスパ
ラメータセットＲＢＳＰ（ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅが１５に等しい）がまだ、ＶＯＩ
ｄｘＭａｘ以下の特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブテクスチャＭＶＣシーケンス
パラメータセットＲＢＳＰではなく、サブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰが
ピクチャパラメータセットＲＢＳＰのアクティブ化によって参照され（その値のｓｅｑ＿
ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを使用して）、ピクチャパラメータセットＲＢＳＰが
その特定の値のＶＯＩｄｘを伴うコード化スライスＭＶＣ拡張ＮＡＬ単位（ｎａｌ＿ｕｎ
ｉｔ＿ｔｙｐｅが２０に等しい）によってアクティブ化される（ピクチャパラメータセッ
トＲＢＳＰが、特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブテクスチャピクチャパラメータ
セットＲＢＳＰになる）場合、ビデオデコーダ３０は、その特定の値のＶＯＩｄｘを伴う
テクスチャ成分に対するサブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰをアクティブ化
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することができる。特定の値のＶＯＩｄｘに対して別のＭＶＣシーケンスパラメータセッ
トＲＢＳＰがアクティブテクスチャＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰになると
きにこのサブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰが非アクティブ化されるまで、
特定の値のＶＯＩｄｘに対して、このサブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは
、アクティブテクスチャＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰと呼ばれる。特定の
値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを伴うサブセットシーケンスパラメータ
セットＲＢＳＰは、サブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰのアクティブ化の前
に、復号プロセスに対して利用可能であるべきである。
【０２０３】
　特定の値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを伴うサブセットシーケンスパ
ラメータセットＲＢＳＰ（ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅが１５に等しい）がまだ、ＶＯＩ
ｄｘＭａｘ以下の特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブテクスチャＭＶＣシーケンス
パラメータセットＲＢＳＰではなく、サブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰが
、ＭＶＣスケーラブルネスト化メッセージに含まれ特定の値のＶＯＩｄｘと関連付けられ
るアクティブ化テクスチャバッファリング期間ＳＥＩメッセージによって参照される場合
（その値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを使用して）、ビデオデコーダ３
０は、特定の値のＶＯＩｄｘを伴うテクスチャ成分に対してこのサブセットシーケンスパ
ラメータセットＲＢＳＰをアクティブ化することができる。特定の値のＶＯＩｄｘに対し
て別のＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰがアクティブテクスチャＭＶＣシーケ
ンスパラメータセットＲＢＳＰになるときにこのサブセットシーケンスパラメータセット
ＲＢＳＰが非アクティブ化されるまで、特定の値のＶＯＩｄｘに対して、このサブセット
シーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、アクティブテクスチャＭＶＣシーケンスパラメ
ータセットＲＢＳＰと呼ばれる。特定の値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄ
を伴うサブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、サブセットシーケンスパラメ
ータセットＲＢＳＰのアクティブ化の前に、復号プロセスに対して利用可能であるべきで
ある。
【０２０４】
　次の仕様では、特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブ化ビューバッファリング期間
ＳＥＩメッセージが、次のように規定される。
【０２０５】
－　３ＤＶＣスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージに含まれ、関連するビットストリー
ムサブセット中の最大のＶＯＩｄｘがその特定の値のＶＯＩｄｘに等しい動作点と関連付
けられる、１つ以上のバッファリング期間ＳＥＩメッセージをアクセス単位が含む場合、
復号順序でこれらのバッファリング期間ＳＥＩメッセージの最初のメッセージが、その特
定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブ化ビューバッファリング期間ＳＥＩメッセージで
ある。
【０２０６】
－　それ以外の場合、アクセス単位は、その特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブ化
ビューバッファリング期間ＳＥＩメッセージを含まない。
【０２０７】
　特定の値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを伴うサブセットシーケンスパ
ラメータセットＲＢＳＰ（ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅが１５に等しい）がまだ、ＶＯＩ
ｄｘＭａｘ未満の特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブビューＭＶＣシーケンスパラ
メータセットＲＢＳＰではなく、サブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰがピク
チャパラメータセットＲＢＳＰのアクティブ化によって参照され（その値のｓｅｑ＿ｐａ
ｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを使用して）、ピクチャパラメータセットＲＢＳＰが、ｎ
ａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅが２１に等しくその特定の値のＶＯＩｄｘを伴うコード化スラ
イスＮＡＬ単位によってアクティブ化される（ピクチャパラメータセットＲＢＳＰが、特
定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブビューピクチャパラメータセットＲＢＳＰになる
）場合、ビデオデコーダ３０は、その特定の値のＶＯＩｄｘを伴うビュー成分に対するサ
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ブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰをアクティブ化する。特定の値のＶＯＩｄ
ｘに対して別のＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰがアクティブビューＭＶＣシ
ーケンスパラメータセットＲＢＳＰになるときに、又は、特定の値のＶＯＩｄｘ以下のＶ
ＯＩｄｘＭａｘを伴うアクセス単位を復号するときに、このサブセットシーケンスパラメ
ータセットＲＢＳＰが非アクティブ化されるまで、特定の値のＶＯＩｄｘに対して、この
サブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、アクティブビューＭＶＣシーケンス
パラメータセットＲＢＳＰと呼ばれる。特定の値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ
＿ｉｄを伴うサブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、サブセットシーケンス
パラメータセットＲＢＳＰのアクティブ化の前に、復号プロセスに対して利用可能である
べきである。
【０２０８】
　特定の値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを伴うサブセットシーケンスパ
ラメータセットＲＢＳＰ（ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅが１５に等しい）がまだ、ＶＯＩ
ｄｘＭａｘ未満の特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブビューＭＶＣシーケンスパラ
メータセットＲＢＳＰではなく、サブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰが、３
ＤＶスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージに含まれ特定の値のＶＯＩｄｘと関連付けら
れるアクティブ化ビューバッファリング期間ＳＥＩメッセージによって参照される場合（
その値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを使用して）、ビデオデコーダ３０
は、特定の値のＶＯＩｄｘを伴うビュー成分に対してこのサブセットシーケンスパラメー
タセットＲＢＳＰをアクティブ化する。特定の値のＶＯＩｄｘに対して別のＭＶＣシーケ
ンスパラメータセットＲＢＳＰがアクティブビューＭＶＣシーケンスパラメータセットＲ
ＢＳＰになるときに、又は、特定の値のＶＯＩｄｘ以下のＶＯＩｄｘＭａｘを伴うアクセ
ス単位を復号するときに、このサブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰが非アク
ティブ化されるまで、特定の値のＶＯＩｄｘに対して、このサブセットシーケンスパラメ
ータセットＲＢＳＰは、アクティブビューＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰと
呼ばれる。特定の値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを伴うサブセットシー
ケンスパラメータセットＲＢＳＰは、サブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰの
アクティブ化の前に、復号プロセスに対して利用可能であるべきである。
【０２０９】
　Ｈ．２６４／ＡＶＣに対する付録Ａ又は付録Ｈ又は提案された付録Ｉにおいて規定され
ないｐｒｏｆｉｌｅ＿ｉｄｃの値を含むＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、
アクティブピクチャパラメータセットＲＢＳＰ、又はアクティブビューピクチャパラメー
タセットＲＢＳＰ、又はアクティブテクスチャピクチャパラメータセットＲＢＳＰとして
、（その値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを使用して）ピクチャパラメー
タセットＲＢＳＰのアクティブ化によって参照されるべきではなく、又は、（その値のｓ
ｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを使用して）バッファリング期間ＳＥＩメッセ
ージによって参照されるべきではない。Ｈ．２６４／ＡＶＣに対する付録Ａ又は付録Ｈ又
は提案された付録Ｉにおいて規定されないｐｒｏｆｉｌｅ＿ｉｄｃの値を含むＭＶＣシー
ケンスパラメータセットＲＢＳＰは、Ｈ．２６４／ＡＶＣに対する付録Ａ又は付録Ｈ又は
提案された付録Ｉにおいて規定されるプロファイルのための復号において無視される。
【０２１０】
　以下の制約に従うことが、ビットストリーム適合の要件である。
【０２１１】
－　ＶＯＩｄｘの各々の特定の値に対して、コード化ビデオシーケンスの全てのコード化
ＮＡＬ単位（１、５、２０又は２１に等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを伴う）は、同
じ値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを（ｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓ
ｅｔ＿ｉｄの値によって参照されるピクチャパラメータセットＲＢＳＰを介して）参照す
べきである。
【０２１２】
－　ＭＶＣスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージ中に含まれないバッファリング期間Ｓ
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ＥＩメッセージ中のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値は、同じアクセス単
位中で１又は５に等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを伴うコード化スライスＮＡＬ単位
によって（ｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値を介して）参照される、ピク
チャパラメータセットＲＢＳＰ中のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値と同
一であるべきである。
【０２１３】
－　ＭＶＣスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージ中に含まれ特定の値のＶＯＩｄｘと関
連付けられるバッファリング期間ＳＥＩメッセージ中のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓ
ｅｔ＿ｉｄの値は、同じアクセス単位中で１、５、又は２０に等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿
ｔｙｐｅを伴いその特定の値のＶＯＩｄｘを伴うコード化スライスＮＡＬ単位によって（
ｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値を介して）参照される、ピクチャパラメ
ータセットＲＢＳＰ中のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値と同一であるべ
きである。
【０２１４】
－　３ＤＶＣスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージ中に含まれ特定の値のＶＯＩｄｘと
関連付けられるバッファリング期間ＳＥＩメッセージ中のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿
ｓｅｔ＿ｉｄの値は、同じアクセス単位中で２１に等しいｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅを
伴いその特定の値のＶＯＩｄｘを伴うコード化スライスＮＡＬ単位によって（ｐｉｃ＿ｐ
ａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値を介して）参照される、ピクチャパラメータセット
ＲＢＳＰ中のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値と同一であるべきである。
【０２１５】
　異なる値のＶＯＩｄｘに対するアクティブビューＭＶＣシーケンスパラメータセットＲ
ＢＳＰは、同じＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰであり得る。特定の値のＶＯ
Ｉｄｘに対するアクティブＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰ及びアクティブビ
ューＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、同じＭＶＣシーケンスパラメータセ
ットＲＢＳＰであり得る。
【０２１６】
　異なる値のＶＯＩｄｘに対するアクティブテクスチャＭＶＣシーケンスパラメータセッ
トＲＢＳＰは、同じＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰであり得る。特定の値の
ＶＯＩｄｘに対するアクティブＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰ及びアクティ
ブテクスチャＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、同じＭＶＣシーケンスパラ
メータセットＲＢＳＰであり得る。特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブビューＭＶ
ＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰ及び特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブテ
クスチャＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、同じＭＶＣシーケンスパラメー
タセットＲＢＳＰであり得る。
【０２１７】
　コード化ピクチャに対するアクティブＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰがシ
ーケンスパラメータセットＲＢＳＰである場合、このコード化ピクチャを含み、アクティ
ブＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰに対するｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓ
ｅｔ＿ｉｄの値を伴う、コード化ビデオシーケンス中の任意のシーケンスパラメータセッ
トＲＢＳＰは、アクティブＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰと同じコンテンツ
を有するべきである。
【０２１８】
　コード化ピクチャに対するアクティブＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰがサ
ブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰである場合、このコード化ピクチャを含み
、アクティブＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰに対するｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅ
ｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値を伴う、コード化ビデオシーケンス中の任意のサブセットシー
ケンスパラメータセットＲＢＳＰは、アクティブＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢ
ＳＰと同じコンテンツを有するべきである。
【０２１９】
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　各々の特定の値のＶＯＩｄｘに対して、次のことがあてはまる。
【０２２０】
　コード化ピクチャに対するアクティブテクスチャＭＶＣシーケンスパラメータセットＲ
ＢＳＰがシーケンスパラメータセットＲＢＳＰである場合、このコード化ピクチャを含み
、アクティブテクスチャＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰに対するｓｅｑ＿ｐ
ａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値を伴う、コード化ビデオシーケンス中の任意のシー
ケンスパラメータセットＲＢＳＰは、アクティブテクスチャＭＶＣシーケンスパラメータ
セットＲＢＳＰと同じコンテンツを有するべきである。
【０２２１】
　コード化ピクチャに対するアクティブテクスチャＭＶＣシーケンスパラメータセットＲ
ＢＳＰがサブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰである場合、このコード化ピク
チャを含み、アクティブテクスチャＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰに対する
ｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値を伴う、コード化ビデオシーケンス中の
任意のサブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰは、アクティブテクスチャＭＶＣ
シーケンスパラメータセットＲＢＳＰと同じコンテンツを有するべきである。
【０２２２】
　コード化ピクチャに対するアクティブビューＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳ
ＰがサブセットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰであり、このコード化ピクチャを含
み、アクティブビューＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰに対するｓｅｑ＿ｐａ
ｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値を伴う、コード化ビデオシーケンス中の任意のサブセ
ットシーケンスパラメータセットＲＢＳＰが、アクティブビューＭＶＣシーケンスパラメ
ータセットＲＢＳＰと同じコンテンツを有するべきである。
【０２２３】
　ピクチャパラメータセットＲＢＳＰ又はＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰが
ビットストリーム内で搬送される場合、これらは、ピクチャパラメータセットＲＢＳＰ又
はＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰをそれぞれ含む、ＮＡＬ単位に対する順序
の制約を課す。そうではない場合（ピクチャパラメータセットＲＢＳＰ又はＭＶＣシーケ
ンスパラメータセットＲＢＳＰが、Ｈ．２６４ビデオコード化規格に対するこの勧告｜国
際規格において規定されない他の手段によって搬送される場合）、それらは、これらの制
約に従うようなタイムリーな方式で復号プロセスに対して利用可能であるべきである。
【０２２４】
　存在する場合、シーケンスパラメータセット拡張ＲＢＳＰは、シーケンスパラメータセ
ットＲＢＳＰと同様の機能を有するパラメータを含む。シーケンスパラメータセット拡張
ＲＢＳＰのシンタックス要素に対する制約を確立する目的で、及び、シーケンスパラメー
タセット拡張ＲＢＳＰのアクティブ化を決定する目的で、シーケンスパラメータセット拡
張ＲＢＳＰは、同じ値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄを伴う先行するシー
ケンスパラメータセットＲＢＳＰの一部であると見なされるべきである。シーケンスパラ
メータセットＲＢＳＰのアクティブ化の前に、同じ値のｓｅｑ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓ
ｅｔ＿ｉｄを伴うシーケンスパラメータセット拡張ＲＢＳＰに先行しないシーケンスパラ
メータセットＲＢＳＰが存在する場合、シーケンスパラメータセット拡張ＲＢＳＰ及びそ
のシンタックス要素は、アクティブＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰに対して
は存在しないと見なされるべきである。シーケンスパラメータセット拡張ＲＢＳＰのコン
テンツは、付録Ｉにおいて規定される１つ又は複数のプロファイルに準拠するコード化ビ
デオシーケンスの、付録Ａにおいて規定されるプロファイルの１つ又は複数に準拠する基
本テクスチャビューが復号されるときにのみ、適用される。サブセットシーケンスパラメ
ータセットＲＢＳＰは、シーケンスパラメータセット拡張ＲＢＳＰに先行するべきではな
い。
【０２２５】
　シーケンスパラメータセット拡張ＲＢＳＰは、サブセットシーケンスパラメータセット
ＲＢＳＰの一部であると見なされるべきではなく、サブセットシーケンスパラメータセッ
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トＲＢＳＰは、シーケンスパラメータセット拡張ＲＢＳＰに先行してはならない。
【０２２６】
　ＶＯＩｄｘＭａｘに等しいＶＯＩｄｘを伴うビュー成分に対して、ＭＶＣシーケンスパ
ラメータセット及びピクチャパラメータセット中のシンタックス要素の値（及びシンタッ
クス要素から導出される変数の値）と他のシンタックス要素との関係で表現される全ての
制約は、アクティブＭＶＣシーケンスパラメータセット及びアクティブピクチャパラメー
タセットにのみ適用される制約の表現である。ＶＯＩｄｘＭａｘ未満の特定の値のＶＯＩ
ｄｘを伴うビュー成分に対して、ＭＶＣシーケンスパラメータセット及びピクチャパラメ
ータセット中のシンタックス要素の値（及びシンタックス要素から導出される変数の値）
と他のシンタックス要素との関係で表現される全ての制約は、特定の値のＶＯＩｄｘに対
するアクティブビューＭＶＣシーケンスパラメータセット及びアクティブビューピクチャ
パラメータセットにのみ適用される制約の表現である。
【０２２７】
　ビットストリーム中で決してアクティブ化されない、付録Ａ、付録Ｈ、又は提案された
付録Ｉにおいて規定されるｐｒｏｆｉｌｅ＿ｉｄｃ値の１つの値に等しいｐｒｏｆｉｌｅ
＿ｉｄｃを有する任意のＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰが存在する場合（即
ち、ＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰが決してアクティブＭＶＣシーケンスパ
ラメータセット又はアクティブビューＭＶＣシーケンスパラメータセットにならない場合
）、ＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰのシンタックス要素は、別様には適合す
るビットストリームにおいてＭＶＣシーケンスパラメータセットＲＢＳＰが参照によって
アクティブ化されれば規定された制約に適合するであろう値を有する。ビットストリーム
中で決してアクティブ化されない任意のピクチャパラメータセットＲＢＳＰが存在する場
合（即ち、ピクチャパラメータセットＲＢＳＰが決してアクティブピクチャパラメータセ
ット又はアクティブビューピクチャパラメータセットにならない場合）、ピクチャパラメ
ータセットＲＢＳＰのシンタックス要素は、別様には適合するビットストリームにおいて
ピクチャパラメータセットＲＢＳＰが参照によってアクティブ化されれば規定された制約
に適合するであろう値を有する。
【０２２８】
　ＶＯＩｄｘＭａｘに等しいＶＯＩｄｘを伴うビュー成分に対して、復号プロセスの動作
の間、アクティブピクチャパラメータセット及びアクティブＭＶＣシーケンスパラメータ
セットのパラメータの値が、有効であると見なされるべきである（一例では、復号のとき
に適用されるべきであることを意味する）。ＶＯＩｄｘＭａｘ未満の特定の値のＶＯＩｄ
ｘを伴うビュー成分に対して、特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブビューピクチャ
パラメータセット及びアクティブビューＭＶＣシーケンスパラメータセットのパラメータ
の値が、有効であると見なされるべきである。アクセス単位全体、又はＶＯＩｄｘＭａｘ
に等しいＶＯＩｄｘを伴うビュー成分に適用される、ＳＥＩメッセージの解釈のために、
同じアクセス単位に対するアクセスピクチャパラメータセット及びアクティブＭＶＣシー
ケンスパラメータセットのパラメータの値が、ＳＥＩメッセージのセマンティクスにおい
て別様に規定されていない限り、有効であると見なされるべきである。ＶＯＩｄｘＭａｘ
未満の特定の値のＶＯＩｄｘを伴うビュー成分に適用される、ＳＥＩメッセージの解釈の
ために、同じアクセス単位のための特定の値のＶＯＩｄｘに対するアクティブビューピク
チャパラメータセット及びアクティブビューＭＶＣシーケンスパラメータセットのパラメ
ータの値が、ＳＥＩメッセージのセマンティクスにおいて別様に規定されていない限り、
有効であると見なされるべきである。
【０２２９】
　任意のアクティブＭＶＣ　ＳＰＳ又はアクティブビューＭＶＣ　ＳＰＳに対して、ＭＶ
ＣのＳＰＳ拡張におけるシンタックス要素の部分は、このＳＰＳを参照する深度ビューの
みに適用されるが、ＭＶＣ　ＳＰＳ拡張におけるシンタックス要素の幾つかの他の部分は
、このＳＰＳを参照する深度ビューと対応するテクスチャビューの両方にまとめて適用さ
れる。より具体的には、ＭＶＣのＳＰＳ拡張のビュー依存性情報は深度ビューにのみ適用
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され、レベルの定義は動作点にまとめて適用され、動作点の各々は、深度ビューと対応す
るテクスチャビューの両方を含む。
【０２３０】
　幾つかの例では、本開示の技法は、深度ビューを含むビットストリームのコード化の間
に、ビュー順序インデックス値に対するテクスチャピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）
又はテクスチャＭＶＣシーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）をビデオデコーダ３０がア
クティブ化することを可能にし得る。
【０２３１】
　幾つかの例では、ビデオデコーダ３０は、ビットストリームのコード化の間に、アクテ
ィブＰＰＳをアクティブ化し、ビットストリームのコード化の間に、ビュー順序インデッ
クス値に対するアクティブビューＰＰＳをアクティブ化し、ビットストリームのコード化
の間に、ビュー順序インデックス値に対するビューＭＶＣ　ＳＰＳをアクティブ化し、か
つビットストリームのコード化の間に、アクティブＭＶＣ　ＳＰＳをアクティブ化するこ
とができる。
【０２３２】
　幾つかの例では、テクスチャＰＰＳをアクティブ化することは、ＰＰＳ未加工バイトシ
ーケンスペイロード（ＲＢＳＰ）がビュー順序インデックス値に対するアクティブテクス
チャＰＰＳではなく、ＰＰＳ　ＲＢＳＰが、テクスチャ成分に属するとともにそのビュー
順序インデックス値を指定するコード化スライスネットワーク抽象レイヤ（ＮＡＬ）単位
によって参照されるとき、ビュー順序インデックス値を指定する深度成分に対してＰＰＳ
　ＲＢＳＰをアクティブ化すること、ＰＰＳ　ＲＢＳＰのアクティブ化を伴い得る。ビデ
オデコーダ３０はまた、上で説明されたようにテクスチャＰＰＳとテクスチャＭＶＣ　Ｓ
ＰＳとをアクティブ化することができる。
【０２３３】
　いずれにしても、ビデオスライスがイントラコード化（Ｉ）スライスとしてコード化さ
れるとき、予測ユニット８１のイントラ予測ユニット８４は、アクティブパラメータセッ
トを考慮して、信号伝達されたイントラ予測モード及び現在のピクチャの前に復号された
ブロックからのデータに基づいて、現在のビデオスライスのビデオブロックのための予測
データを生成することができる。ピクチャがインターコード化（即ちＢ、Ｐ又は一般化Ｐ
Ｂ（ＧＰＢ））スライスとしてコード化されるとき、予測ユニット８１の動き補償ユニッ
ト８２は、やはりアクティブパラメータセットを考慮して、エントロピー復号ユニット８
０から受信された動きベクトル及び他のシンタックス要素に基づいて、現在のビデオスラ
イスのビデオブロックの予測ブロックを生成する。予測ブロックは、参照ピクチャリスト
のうちの１つの中の参照ピクチャのうちの１つから生成され得る。ビデオデコーダ３０は
、参照ピクチャメモリ９２に記憶された参照ピクチャに基づいて、デフォルトの構築技法
を使用して、参照ピクチャリスト、リスト０及びリスト１（又は合成リスト、リストｃ）
を構築することができる。
【０２３４】
　動き補償ユニット８２は、動きベクトルと他のシンタックス要素とを解析することによ
って現在のビデオスライスのビデオブロックのための予測情報を決定し、予測情報を使用
して、復号されている現在のビデオブロックのための予測ブロックを生成する。例えば、
動き補償ユニット８２は、ビデオスライスのビデオブロックをコード化するために使用さ
れる予測モード（例えば、イントラ又はインター予測）と、インター予測スライスタイプ
（例えば、Ｂスライス、Ｐスライス、又はＧＰＢスライス）と、スライスの参照ピクチャ
リストのうちの１つ又は複数に対する構築情報と、スライスの各インター符号化ビデオブ
ロックの動きベクトルと、スライスの各インターコード化ビデオブロックのインター予測
ステータスと、現在のビデオスライス中のビデオブロックを復号するための他の情報とを
決定するために、受信されたシンタックス要素の幾つかを使用する。
【０２３５】
　逆量子化ユニット８６は、ビットストリーム内で提供されエントロピー復号ユニット８
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０によって復号された量子化変換係数を、逆量子化（inverse quantize）、即ち逆量子化
（de-quantize）する。逆量子化プロセスは、ビデオスライス内のビデオブロックごとに
ビデオエンコーダ２０によって計算される量子化パラメータを使用して量子化の程度を決
定することと、同様に、適用すべき逆量子化の程度を決定することとを含み得る。
【０２３６】
　逆変換処理ユニット８８は、画素領域において残差ブロックを生成するために、逆変換
、例えば、逆ＤＣＴ、逆整数変換、又は概念的に同様の逆変換プロセスを変換係数に適用
する。逆変換処理ユニット８８は、変換が残差データに適用された方式を決定することが
できる。
【０２３７】
　動き補償ユニット８２が、動きベクトル及び他のシンタックス要素に基づいて現在のビ
デオブロックのための予測ブロックを生成した後、ビデオデコーダ３０は、逆変換ユニッ
ト８８からの残差ブロックを動き補償ユニット８２によって生成された対応する予測ブロ
ックと加算することによって、復号ビデオブロックを形成する。加算器９０は、この加算
演算を実行する１つ又は複数のコンポーネントを表す。所望される場合、ブロック歪みを
除去するために、復号ブロックをフィルタリングするためのデブロッキングフィルタも適
用され得る。画素遷移を平滑化するために、又は別様にビデオ品質を改善するために、（
コード化ループ内又はコード化ループ後の）他のループフィルタも使用され得る。次いで
、所与のピクチャ内の復号ビデオブロックは、その後の動き補償に使用される参照ピクチ
ャを記憶する参照ピクチャメモリ９２に記憶される。参照ピクチャメモリ９２はまた、図
１の表示装置３２などの表示装置上に後で提示するための、復号されたビデオを記憶する
。
【０２３８】
　本開示で説明される技法の他の態様は、ビデオコード化機器が、復号ピクチャバッファ
からテクスチャ成分と深度成分とを別々に除去することを可能にすることによって、深度
成分及びテクスチャ成分の別々の取扱を促すことができる。復号ピクチャバッファは、現
在のビュー成分をコード化する際に使用するための参照ピクチャを記憶することが可能な
、メモリ又は他のコンピュータ可読媒体を指す。復号ピクチャバッファは、図３の例では
参照ピクチャメモリ９２として示される。本開示に記載される技法は、テクスチャ成分と
深度成分の別々の取扱を可能にするので、ビデオデコーダ３０は、ビュー成分（及び従っ
て、ビュー成分の深度成分及びテクスチャ成分）がＭＶＣにおけるビューの扱いを仮定し
て同じ参照ピクチャを使用してコード化される従来の３ＤＶＣとは逆に、同じビュー成分
の深度成分をコード化するときに使用されるものとは異なる参照ピクチャを使用して、ビ
ュー成分のテクスチャ成分を復号することができる。結果として、参照ビュー成分の深度
成分が、同じ参照ビュー成分のテクスチャ成分よりも前に復号ピクチャバッファから除去
され得、かつ参照ビュー成分のテクスチャ成分が、同じ参照ビュー成分の深度成分よりも
前に復号ピクチャバッファから除去され得る、例があり得る。
【０２３９】
　動作において、ビデオデコーダ３０は、参照ピクチャメモリ９２に深度成分を記憶し、
ビュー依存性を分析して深度成分がビュー間予測のために使用されるかどうかを決定する
ことによって、本開示で説明される技法を実行することができる。ビデオデコーダ３０は
次いで、深度成分がビュー間予測のために使用されないと決定したことに応答して、参照
ピクチャメモリ９２から深度成分を除去することができる。即ち、ビデオデコーダ３０は
、深度成分がビュー間予測のために使用されないと決定したことに応答して、同じ参照ビ
ュー成分のテクスチャ成分を除去することなく、参照ピクチャメモリ９２から参照ビュー
成分の深度成分を除去することができる。ビデオデコーダ３０は、深度成分を除去する前
に、深度成分がターゲット出力ビューに属さず、深度成分が０に等しい値を有するネット
ワーク中層レイヤ参照識別コードと関連付けられる（深度成分をカプセル化するＮＡＬ単
位のコンテンツがピクチャ間予測のための参照ピクチャを構築するために使用されないこ
とを意味する）と決定することによって、除去に適しているものとしてこの深度成分を評
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価することができる。
【０２４０】
　即ち、３ＤＶＣでは（これはやはり、ＭＶＣプラス深度又はＭＶＣ＋Ｄとも呼ばれ得る
）、各ビューのテクスチャ部分又は深度部分は、固有の参照ピクチャ標識プロセスを有す
る。ターゲット出力ビューに属するテクスチャ成分及び深度成分は、同時に出力され得る
。
【０２４１】
　ターゲット出力ビューに属さず０に等しいｎａｌ＿ｒｅｆ＿ｉｄｃを有する深度成分に
対して、ビデオデコーダ３０は、３ＤＶプロファイルを含むサブセットＳＰＳのＭＶＣの
ＳＰＳ拡張において信号伝達されるビュー依存性を分析することによって、深度成分が決
してビュー間参照のために使用されずアクティブビューＭＶＣシーケンスパラメータセッ
トＲＢＳＰとして現在アクティブ化されたら、ＤＰＢから深度成分を除去することができ
る。やはり、本開示におけるＭＶＣへの言及は、上述のようなＨ．２６４の提案された拡
張である、３ＤＶＣの状況におけるＭＶＣを指す。
【０２４２】
　例えば、本開示の技法は、ビデオコーダ（ビデオエンコーダ２０及び／又はビデオデコ
ーダ３０の両方又はいずれかを指し得る）が、復号ピクチャバッファに深度成分を記憶す
ることを可能にでき、深度成分は、ターゲット出力ビューに属さず、０に等しいｎａｌ＿
ｒｅｆ＿ｉｄｃを有する。更に、ビデオコーダは、ビュー依存性を分析して、深度成分が
決してビュー間参照のために使用されないかどうかを決定することができる。加えて、ビ
デオコーダは、深度成分がビュー間参照のために決して使用されないと決定したことに応
答して、復号ピクチャバッファから深度成分を除去することを備え得る。ビュー依存性は
、サブセットＳＰＳのＭＶＣシーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）拡張、３ＤＶプロフ
ァイルを含むサブセットＳＰＳ、アクティブビューＭＶＣシーケンスパラメータセットと
して現在アクティブ化されているサブセットＳＰＳにおいて信号伝達され得る。ビデオエ
ンコーダは、深度成分を符号化することができる。代替的に、ビデオコーダは、深度成分
を復号することができる。
【０２４３】
　本技法の様々な態様が、ビデオエンコーダ２０又はビデオデコーダ３０の１つに関して
上で説明されたが、本技法は、幾つかの例では、同一の又は逆の方式で、ビデオエンコー
ダ２０とビデオデコーダ３０の両方によって実施され得る。結果として、本技法は概して
、ビデオエンコーダ２０とビデオデコーダ３０の両方又は１つのみを指すために本開示に
おいて使用される用語を代表し得る、ビデオコーダによって実施され得る。従って、これ
らの技法は、この点において限定されるべきではなく、概して任意のビデオコーダによっ
て実施され得る。
【０２４４】
　図４は、カプセル化ユニット２１をより詳しく示すブロック図である。図４の例では、
カプセル化ユニット２１は、ビデオ入力インターフェース１００と、オーディオ入力イン
ターフェース１０２と、ビデオファイル作成ユニット１０４と、ビデオファイル出力イン
ターフェース１０６とを含む。ビデオファイル作成ユニット１０４は、この例では、補助
強化情報（ＳＥＩ）メッセージ生成ユニット１０８と、ビュー識別子（ＩＤ）割当てユニ
ット１１０と、表現作成ユニット１１２と、動作点作成ユニット１１４とを含む。
【０２４５】
　ビデオ入力インターフェース１００及びオーディオ入力インターフェース１０２は、そ
れぞれ符号化ビデオデータと符号化オーディオデータとを受信する。図１の例には示され
ないが、発信源機器１２はまた、それぞれオーディオデータを生成しオーディオデータを
符号化するための、オーディオ発信源とオーディオエンコーダとを含み得る。カプセル化
ユニット２１は次いで、符号化オーディオデータと符号化ビデオデータとをカプセル化し
て、ビデオファイルを形成することができる。ビデオ入力インターフェース１００及びオ
ーディオ入力インターフェース１０２は、データが符号化されると、符号化ビデオデータ
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と符号化オーディオデータとを受信することができ、又は、符号化ビデオデータと符号化
オーディオデータとをコンピュータ可読媒体から取り出すことができる。符号化ビデオデ
ータと符号化オーディオデータとを受信すると、ビデオ入力インターフェース１００及び
オーディオ入力インターフェース１０２は、ビデオファイルへの組立のために符号化ビデ
オデータと符号化オーディオデータとをビデオファイル作成ユニット１０４に渡す。
【０２４６】
　ビデオファイル作成ユニット１０４は、機能と、機能に起因する手順とを実行するよう
に構成された、ハードウェア、ソフトウェア、及び／又はファームウェアを含む制御ユニ
ットに対応し得る。制御ユニットは、概して、カプセル化ユニット２１に起因する機能を
更に実行し得る。ビデオファイル作成ユニット１０４がソフトウェア及び／又はファーム
ウェアで実施される例では、カプセル化ユニット２１は、ビデオファイル作成ユニット１
０４のための命令を備えるコンピュータ可読媒体と、命令を実行するための処理ユニット
とを含み得る。ビデオファイル作成ユニット１０４のサブユニット（この例では、ＳＥＩ
メッセージ生成ユニット１０８、ビューＩＤ割当てユニット１１０、表現作成ユニット１
１２、及び動作点作成ユニット１１４）の各々は、個々のハードウェアユニット及び／又
はソフトウェアモジュールとして実装されてよく、機能的に統合され、又は追加のサブユ
ニットへと更に分離され得る。
【０２４７】
　ビデオファイル作成ユニット１０４は、例えば、１つ又は複数のマイクロプロセッサ、
特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ
）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、又はそれらの任意の組合せなど、任意の好適な
処理ユニット又は処理回路に対応し得る。ビデオファイル作成ユニット１０４は、ＳＥＩ
メッセージ生成ユニット１０８、ビューＩＤ割当てユニット１１０、表現作成ユニット１
１２、及び動作点作成ユニット１１４のいずれか又は全てのための命令を記憶する非一時
的コンピュータ可読媒体、及び命令を実行するためのプロセッサを更に含み得る。
【０２４８】
　概して、ビデオファイル作成ユニット１０４は、受信されたオーディオとビデオデータ
とを含む１つ又は複数のビデオファイルを作成し得る。ビデオファイル作成ユニット１０
４は、２つ以上のビューを含むマルチメディアコンテンツのためのｍｅｄｉａ　ｐｒｅｓ
ｅｎｔａｔｉｏｎ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ（ＭＰＤ）を構築し得る。他の例では、ビデ
オファイル作成ユニット１０４は、マルチメディアコンテンツのためのＭＰＤのデータと
同様のデータを記憶するマニフェストを作成し得る。ＳＥＩメッセージ生成ユニット１０
８は、ＳＥＩメッセージを生成するユニットを表し得る。ビューＩＤ割当てユニット１１
０は、マルチメディアコンテンツのビューの各々にビュー識別子を割り当てることができ
る。表現作成ユニット１１２は、マルチメディアコンテンツのための１つ又は複数の表現
を構築することができ、それらの表現の各々は、マルチメディアコンテンツのためのビュ
ーのうちの１つ又は複数を含み得る。幾つかの例では、ビューＩＤ割当てユニット１１０
は、表現中に含まれるビューのビュー識別子の最大値と最小値とを示すデータをＭＰＤ及
び／又は表現（例えば、表現についてのヘッダデータ）中に含め得る。更に、表現作成ユ
ニット１１２は、より大きいビューＩＤが、より小さいビューＩＤを有するビューに対す
るカメラ視点の右側のカメラ視点を有するビューに対応するのか、又は左側のカメラ視点
を有するビューに対応するのかを示す情報を、ＭＰＤ中で与え得る。
【０２４９】
　幾つかの例では、異なるフレームレート、異なるビットレート、異なる符号化方式、又
は他の差など、様々な符号化特性を使用して同じビューが符号化され得る。表現作成ユニ
ット１１２は、共通の表現中に含まれる各ビューが同じ符号化特性に従って符号化される
ことを保証し得る。このようにして、表現のためのＭＰＤ及び／又はヘッダデータは、表
現中の全てのビューに適用される、表現の特性（又は属性）のセットを信号伝達し得る。
その上、表現作成ユニット１１２は、符号化特性が潜在的に異なろうとも、同じビューを
含む複数の表現を作成し得る。幾つかの例では、表現作成ユニット１１２は、マルチメデ
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ィアコンテンツの各ビューを個々の表現にカプセル化し得る。そのような例において、２
つ以上のビューを出力するために、宛先機器１４はマルチメディアコンテンツの２つ以上
の表現を要求し得る。
【０２５０】
　動作点作成ユニット１１４は、マルチメディアコンテンツの１つ又は複数の表現の動作
点を作成し得る。概して、動作点は、出力のターゲットにされる表現中のビューのサブセ
ットに対応し、その場合、ビューの各々は共通の時間レベルを共有する。Ｈ．２６４／Ａ
ＶＣ仕様書によって規定されているように、動作点は、ターゲット時間レベルを表すｔｅ
ｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ値、及びターゲット出力ビューを表すｖｉｅｗ＿ｉｄ値のセットによ
って識別される。１つの動作点がビットストリームサブセットに関連付けられ、ビットス
トリームサブセットは、ターゲット出力ビューと、ターゲット出力ビューが依存する全て
の他のビューとからなり、入力としてｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ値に等しいｔＩｄＴａｒｇ
ｅｔと、ｖｉｅｗ＿ｉｄ値のセットからなるｖｉｅｗＩｄＴａｒｇｅｔＬｉｓｔとを伴う
、Ｈ．８．５．３項において規定されているサブビットストリーム抽出プロセスを使用し
て導出される。２つ以上の動作点が、同じビットストリームサブセットに関連付けられ得
る。本仕様書で「動作点が復号される」と述べられているとき、それは、動作点に対応す
るビットストリームサブセットの復号と、ターゲット出力ビューの後続の出力とを指す。
【０２５１】
　ＳＥＩメッセージ生成ユニット１０８は、本開示で説明される技法に従って、ビュー成
分のテクスチャ成分と深度成分の両方、又は、ビュー成分の深度成分のみに適用される、
ネスト化補助情報（ＳＥＩ）メッセージを決定することができる。ネスト化されたＳＥＩ
メッセージが深度成分のみに適用されることを可能にすることによって、本技法のこれら
の態様はやはり、テクスチャ成分及び深度成分の別々の取扱を促すことができる。
【０２５２】
　ＳＥＩメッセージ生成ユニット１０８は、本技法のこれらの態様を実行して、マルチビ
ュービデオデータのビュー成分のコード化に適用される補助強化情報メッセージを決定す
ることができる。ＳＥＩメッセージ生成ユニット１０８は次いで、ビュー成分の深度成分
を処理するときに補助強化情報メッセージに加えて適用される、ネスト化された補助強化
情報メッセージを決定することができる。ＳＥＩメッセージ生成ユニット１０８は次いで
、補助強化情報メッセージ及びネスト化された補助強化情報メッセージに基づいて、ビュ
ー成分の深度成分を符号化することができる。
【０２５３】
　一般に、ネスト化されたＳＥＩメッセージは、ネスト化されたＳＥＩメッセージがビュ
ー成分のテクスチャ成分と深度成分の両方に適用されるのか、又は深度成分のみに適用さ
れるのかを示す、フラグ又は他の識別子を含む。従って、幾つかの例では、ＳＥＩメッセ
ージ生成ユニット１０８は、ビュー成分の深度成分を処理するときのみ、補助強化情報メ
ッセージに加えてネスト化された補助強化情報メッセージが適用されると決定することが
でき、補助強化情報メッセージ及びネスト化された補助強化情報メッセージに基づいて、
ビュー成分のテクスチャ成分ではなく、ビュー成分の深度成分のみを処理する。代替的に
、ＳＥＩメッセージ生成ユニット１０８は、ビュー成分のテクスチャ成分を処理するとき
、補助強化情報メッセージに加えてネスト化された補助強化情報メッセージが適用される
と決定することができ、補助強化情報メッセージ及びネスト化された補助強化情報メッセ
ージに基づいて、ビュー成分のテクスチャ成分をコード化する。やはり、本技法のこれら
の態様は、ビュー成分の深度成分及びテクスチャ成分の別々の取扱又は処理をやはり促す
。
【０２５４】
　このフラグは、深度成分を含む動作点に対するＳＥＩメッセージのネスト化のためのＳ
ＥＩメッセージを表し得る、「３ＤＶスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージ」と呼ばれ
るＳＥＩメッセージに対して定義され得る。次の表は、例示的な３ＤＶスケーラブルネス
ト化ＳＥＩメッセージのシンタックスを示す。
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【表１４】

【０２５５】
　上の表では、１に等しいｓｅｉ＿ｖｉｅｗ＿ａｐｐｌｉｃａｂｉｌｉｔｙ＿ｆｌａｇ［
ｉ］は、ｓｅｉ＿ｖｉｅｗ＿ｉｄ［ｉ］に等しいｖｉｅｗ＿ｉｄを伴うビューのテクスチ
ャ成分と深度成分の両方にネスト化されたＳＥＩメッセージが適用されることを示す。０
に等しいｓｅｉ＿ｖｉｅｗ＿ａｐｐｌｉｃａｂｉｌｉｔｙ＿ｆｌａｇ［ｉ］は、ｓｅｉ＿
ｖｉｅｗ＿ｉｄ［ｉ］に等しいｖｉｅｗ＿ｉｄを伴うビューの深度成分にのみネスト化さ
れたＳＥＩメッセージが適用されることを示す。
【０２５６】
　上の表では、１に等しいｓｅｉ＿ｏｐ＿ｖｉｅｗ＿ａｐｐｌｉｃａｂｉｌｉｔｙ＿ｆｌ
ａｇ［ｉ］は、ｓｅｉ＿ｏｐ＿ｖｉｅｗ＿ｉｄ［ｉ］に等しいｖｉｅｗ＿ｉｄを伴うビュ
ーのテクスチャ成分と深度成分の両方にネスト化されたＳＥＩメッセージが適用されるこ
とを示す。０に等しいｓｅｉ＿ｏｐ＿ｖｉｅｗ＿ａｐｐｌｉｃａｂｉｌｉｔｙ＿ｆｌａｇ
［ｉ］は、ｓｅｉ＿ｏｐ＿ｖｉｅｗ＿ｉｄ［ｉ］に等しいｖｉｅｗ＿ｉｄを伴うビューの
深度成分にのみネスト化されたＳＥＩメッセージが適用されることを示す。
【０２５７】
　３ＤＶスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージの他のシンタックス要素のセマンティク
スは、ＭＶＣスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージのセマンティクスと同じである。
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【０２５８】
　代替的に、ＳＥＩメッセージが１つのビュー成分に対してネスト化される場合、ＳＥＩ
メッセージは、このビュー成分のテクスチャ成分と深度成分の両方に対してネスト化され
得る。この場合、ＳＥＩメッセージ生成ユニット１０８は、ＭＶＣスケーラブルネスト化
ＳＥＩメッセージのシンタックスと同様の、３ＤＶスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセー
ジのシンタックスと、ＭＶＣスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージのセマンティクスと
同様の、３ＤＶスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージのセマンティクスとを定義する。
前に定義されたように、３ＤＶスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージのセマンティクス
では、ビュー成分は、テクスチャ成分と深度成分とを含み得る（かつそれらからなり得る
）。Ｈ．２６４／ＡＶＣに対する３ＤＶＣ拡張に言及し得る、提案された付録Ｉの状況で
は、ＭＶＣスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージのセマンティクスは、次のように変更
される。ＭＶＣスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージのセマンティクスは、「ビュー成
分」の全てのインスタンスが「テクスチャ成分」によって置き換えられた状態で適用され
る。次の表は、ＭＶＣスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージのシンタックスを表す。

【表１５】

【０２５９】
　深度成分とテクスチャ成分の別々の取扱を更に支援するために、ＳＥＩメッセージ生成
ユニット１０８は、第１のシンタックス要素と、第２のシンタックス要素と、第３のシン
タックス要素とを含む３ＤビュースケーラビリティＳＥＩメッセージと呼ばれるＳＥＩメ
ッセージを生成することができ、第１のシンタックス要素は、動作点が深度成分を含むか
どうかを示す。動作点が深度成分を含む場合、ＳＥＩメッセージ生成ユニット１０８は、
動作点のターゲット出力ビューが直接依存する深度成分の数を示すように、第２のシンタ
ックス要素を定義し、動作点のターゲット出力ビューが直接依存する深度成分を識別する
ように、第３のシンタックス要素を定義することができる。
【０２６０】



(62) JP 6242802 B2 2017.12.6

10

20

30

40

50

　幾つかの例では、動作点は、動作点の第１のサブセットと動作点の第２のサブセットと
を含んでよく、第１のサブセット中の各動作点はテクスチャ成分のみを含み、第２のサブ
セット中の各動作点は深度成分を含む。ＳＥＩメッセージ生成ユニット１０８は次いで、
３Ｄビデオコード化と関連付けられる所与の値とプロファイル識別子が等しいと決定し、
プロファイル識別子が所与の値に等しいと決定したことに応答して、サブセットＳＰＳが
第１のＳＰＳ拡張と第２のＳＰＳ拡張とを含むように、サブセットＳＰＳを生成すること
ができる。第１のＳＰＳ拡張は、第１のサブセットと、第１のサブセット中の動作点が属
するレベルとを示すことができる。第２のＳＰＳ拡張は、第２のサブセットと、第２のサ
ブセット中の動作点が属するレベルとを示すことができる。このようにして、本技法は、
動作点が、テクスチャ成分及び深度成分に対して別々に、及びレベルによって定義される
ことを可能にし得る。
【０２６１】
　このようにして、ビデオコード化機器は、深度成分の特性を記述する第１のシーケンス
レベル情報を決定し、ビデオデータの動作点の特性を記述する第２のシーケンスレベル情
報を決定することができる。幾つかの例では、第１のシーケンスレベル情報は、深度成分
のビュー依存性を規定する３次元ビデオコード化シーケンスパラメータセットを備える。
その上、ビデオコード化機器は、３次元ビデオコード化シーケンスパラメータセットにお
いて示される深度成分のための１つ又は複数の参照ピクチャを識別する、参照ピクチャリ
ストを決定することができる。
【０２６２】
　幾つかの例では、第２のシーケンスレベル情報は、動作点に対して、ターゲット出力ビ
ューのリストと、動作点を復号するときに復号されるべきテクスチャビューの数と、動作
点を復号するときに復号されるべき深度ビューの数とを記述する、３次元ビデオコード化
シーケンスパラメータセットを含み、復号されるべきテクスチャビューの数は、深度ビュ
ーの数とは異なる。幾つかの例では、ビデオコード化機器は更に、ターゲット出力ビュー
のリストにおいて規定されるターゲット出力ビューの各々に対して、利用可能な場合には
１つ又は複数の深度成分を更に対象とすることができる。
【０２６３】
　幾つかの例では、ビデオコード化機器は、ビデオデータの一部として３次元ビデオコー
ド化スケーラビリティ情報ＳＥＩメッセージを規定することができ、３次元ビデオコード
化スケーラビリティ情報ＳＥＩメッセージは、深度成分を伴わない動作点の記述、又は深
度成分を伴う動作点の記述を含む。幾つかの例では、ＳＥＩメッセージは、動作点が深度
成分を含むかどうかの指示を含む。その上、幾つかの例では、ＳＥＩメッセージは、動作
点が、動作点の復号のための、直接依存テクスチャビューとともに、深度成分と直接依存
深度ビューとを含むかどうかの指示を含む。
【０２６４】
　本技法のこの態様は、深度成分及びテクスチャ成分の別々の取扱を利用して、動作点が
マルチビュービデオコード化のためにビットストリームからより簡単に抽出されることを
可能にし得る。動作点が深度を含むかどうかを信号伝達することによって、ビデオデコー
ダ３０のようなビデオデコーダは、どの動作点がビデオデコーダ３０の能力に最良に対応
するかを決定することができる。例えば、ビデオデコーダ３０は、深度を含まないビュー
を使用してマルチビュービデオコード化を実行するように最適化されてよく、左眼の視点
と右眼の視点の両方が別々のピクチャとして提供される、マルチビュービデオデータを好
む。ビデオデコーダ３０は代替的に、深度ベースのマルチビュービデオデータに対して最
適化され得るが、２つ以上のビューではなく単一のビューにしか対応しないことがある。
符号化マルチビュービデオデータが深度を含み、かつ深度と、動作点のターゲット出力ビ
ューが直接依存する深度成分の数とを含む場合に信号伝達することによって、ビデオデコ
ーダ３０は、ビデオデコーダ３０の能力又は最適化に対応する動作点を選択することがで
きる。
【０２６５】
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　動作において、３Ｄビュースケーラビリティ情報ＳＥＩメッセージは、一例では、次の
表に示されるように規定されるシンタックス要素を有し得る。
【表１６Ａ】
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【表１６Ｂ】

【０２６６】
　代替的に、３Ｄビュースケーラビリティ情報ＳＥＩメッセージは、次の表で定義される
ようなシンタックス要素を有し得る。
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【表１７】

【０２６７】
　３ＤＶビュースケーラビリティメッセージの他のシンタックス要素のセマンティクスは
、ＭＶＣビュースケーラビリティ情報ＳＥＩメッセージのセマンティクスと同じである。
ビュースケーラビリティ情報ＳＥＩ中のシンタックス要素は付録Ｈと場合と同じセマンテ
ィクスを有するが、深度成分を含む可能性があり得る動作点に適用される。
【０２６８】
　上の表では、１に等しいｏｐ＿ｗｉｔｈ＿ｄｅｐｔｈ＿ｆｌａｇ［ｉ］は、現在の動作
点が深度ビューを含むことを示す。０に等しいｏｐ＿ｗｉｔｈ＿ｄｅｐｔｈ＿ｆｌａｇ［
ｉ］は、現在の動作点が何ら深度ビューを含まないことを示す。ｎｕｍ＿ｄｉｒｅｃｔｌ
ｙ＿ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｖｉｅｗｓ［ｉ］及びｄｉｒｅｃｔｌｙ＿ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ
＿ｖｉｅｗ＿ｉｄ［ｉ］［ｊ］は、動作点がテクスチャと深度の両方を含む（ｏｐ＿ｗｉ
ｔｈ＿ｄｅｐｔｈ＿ｆｌａｇ［ｉ］が０に等しい）場合、動作点のテクスチャ成分にのみ
適用される。代替的に、２つのシンタックス要素の名前が、上と同じセマンティクスを伴
って、それぞれｎｕｍ＿ｄｉｒｅｃｔｌｙ＿ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｔｅｘｔｕｒｅ＿ｖｉ
ｅｗｓ［ｉ］及びｄｉｒｅｃｔｌｙ＿ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｔｅｘｔｕｒｅ＿ｖｉｅｗ＿
ｉｄ［ｉ］［ｊ］に変更される。３ＤＶビュースケーラビリティメッセージの他のシンタ
ックス要素のセマンティクスは、ＭＶＣビュースケーラビリティ情報ＳＥＩメッセージの
セマンティクスと同じである。
【０２６９】
　上の表では、ｎｕｍ＿ｄｉｒｅｃｔｌｙ＿ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｄｅｐｔｈ＿ｖｉｅｗ
ｓ［ｉ］は、現在の動作点の表現内の、現在の動作点のターゲット出力ビューが直接依存
する深度ビューの数を指定する。ｎｕｍ＿ｄｉｒｅｃｔｌｙ＿ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｄｅ
ｐｔｈ＿ｖｉｅｗｓ［ｉ］の値は、両端値を含む０～１６の範囲にあるべきである。
【０２７０】
　上の表では、ｄｉｒｅｃｔｌｙ＿ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｄｅｐｔｈ＿ｖｉｅｗ＿ｉｄ［
ｉ］［ｊ］は、現在の動作点の表現内の、現在の動作点のターゲット出力ビューの深度ビ
ューが直接依存する第ｊの深度ビューのｖｉｅｗ＿ｉｄを指定する。ｄｉｒｅｃｔｌｙ＿
ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｄｅｐｔｈ＿ｖｉｅｗ＿ｉｄ［ｉ］［ｊ］の値は、両端値を含む０
～１０２３の範囲にあるべきである。
【０２７１】
　他の例では、深度のみの動作点がこのＳＥＩメッセージ中で信号伝達されてよく、従っ
て、次の表で示されるように、指示ｏｐ＿ｔｅｘｔｕｒｅ＿ｄｅｐｔｈ＿ｉｄｃ［ｉ］が
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追加される。
【表１８】

【０２７２】
　上の表では、０に等しいｏｐ＿ｔｅｘｔｕｒｅ＿ｄｅｐｔｈ＿ｉｄｃ［ｉ］は、現在の
動作点がテクスチャ成分のみを含むことを示す。１に等しいシンタックス要素ｏｐ＿ｔｅ
ｘｔｕｒｅ＿ｄｅｐｔｈ＿ｉｄｃ［ｉ］は、現在の動作点がテクスチャ成分と深度成分の
両方を含むことを示す。２に等しいシンタックス要素ｏｐ＿ｔｅｘｔｕｒｅ＿ｄｅｐｔｈ
＿ｉｄｃ［ｉ］は、現在の動作点が深度成分のみを含むことを示す。ｎｕｍ＿ｄｉｒｅｃ
ｔｌｙ＿ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｖｉｅｗｓ［ｉ］及びｄｉｒｅｃｔｌｙ＿ｄｅｐｅｎｄｅ
ｎｔ＿ｖｉｅｗ＿ｉｄ［ｉ］［ｊ］は、動作点がテクスチャを含む（ｏｐ＿ｔｅｘｔｕｒ
ｅ＿ｄｅｐｔｈ＿ｉｄｃ［ｉ］が０又は１に等しい）場合、動作点のテクスチャ成分にの
み適用される。ｎｕｍ＿ｄｉｒｅｃｔｌｙ＿ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｖｉｅｗｓ［ｉ］及び
ｄｉｒｅｃｔｌｙ＿ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｖｉｅｗ＿ｉｄ［ｉ］［ｊ］は、動作点がテク
スチャのみを含む（ｏｐ＿ｔｅｘｔｕｒｅ＿ｄｅｐｔｈ＿ｉｄｃ［ｉ］が２に等しい）場
合、動作点の深度成分にのみ適用される。
【０２７３】
　幾つかの例では、本開示の技法によれば、ビデオエンコーダは、第１のシンタックス要
素と、第２のシンタックス要素と、第３のシンタックス要素とを含むＳＥＩメッセージを
生成することができる。第１のシンタックス要素は、動作点が深度成分を含むかどうかを
示す。動作点が深度ビューを含む場合、第２のシンタックス要素は、動作点のターゲット
出力ビューが直接依存する深度成分の数を示し、第３のシンタックス要素は、動作点のタ
ーゲット出力ビューが直接依存する深度成分を識別する。ビデオエンコーダは、深度成分
を符号化することができる。
【０２７４】
　幾つかのそのような例では、ビデオエンコーダは、ＳＥＩメッセージが第４のシンタッ
クス要素と第５のシンタックス要素とを含むようにＳＥＩメッセージを生成することがで
きる。動作点がテクスチャ成分と深度成分の両方を有する場合、第４のシンタックス要素
は、いくつのテクスチャ成分が動作点と関連付けられるかを示し、第５のシンタックス要
素は、動作点のターゲット出力ビューが直接依存するテクスチャ成分を識別する。
【０２７５】
　代替的に、ビデオエンコーダは、ＳＥＩメッセージ中で深度のみの動作点を信号伝達す
ることができる。例えば、ビデオエンコーダは、動作点がテクスチャ成分のみを含むか、
テクスチャ成分と深度成分の両方を含むか、又は深度成分のみを含むかを第１のシンタッ
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【０２７６】
　更に、幾つかの例では、本開示の技法は、第１のシンタックス要素と、第２のシンタッ
クス要素と、第３のシンタックス要素とを含むＳＥＩメッセージを受信するビデオデコー
ダを提供することができる。第１のシンタックス要素は、動作点が深度成分を含むかどう
かを示す。動作点が深度ビューを含む場合、第２のシンタックス要素は、動作点のターゲ
ット出力ビューが直接依存する深度成分の数を示し、第３のシンタックス要素は、動作点
のターゲット出力ビューが直接依存する深度成分を定義する。ビデオデコーダは、深度成
分を復号することができる。
【０２７７】
　更に、ＳＥＩメッセージは、第４のシンタックス要素と第５のシンタックス要素とを含
み得る。動作点がテクスチャ成分と深度成分の両方を有する場合、第４のシンタックス要
素は、いくつのテクスチャ成分が動作点と関連付けられるかを示し、第５のシンタックス
要素は、動作点のターゲット出力ビューが直接依存するテクスチャ成分を識別する。
【０２７８】
　代替的に、ＳＥＩメッセージは、ＳＥＩメッセージ中で深度のみの動作点を信号伝達す
ることができる。例えば、第１のシンタックス要素は、動作点がテクスチャ成分のみを含
むか、テクスチャ成分と深度成分の両方を含むか、又は深度成分のみを含むかを示すこと
ができる。
【０２７９】
　動作点、及び、テクスチャ成分及び深度成分の別々の取扱を潜在的に実現するための動
作点の適合又は修正に関して、本開示で説明される様々な態様は、４つの異なる方法、即
ち、１）ＳＰＳシンタックス要素を再使用すること、２）３ＤＶＣのＳＰＳ拡張において
同様のシンタックス要素を使用すること、３）３ＤＶＣのＳＰＳ拡張に更なるシンタック
ス要素を追加すること、及び４）３ＤＶＣのＳＰＳ拡張において更なるシンタックス要素
の代わりのセットを使用することで、深度成分を含む動作点のレベルの信号伝達を実現し
得る。
【０２８０】
　第１の方法に関して、即ち、ＳＰＳシンタックス要素を再使用することに関して、ＭＶ
ＣのＳＰＳ拡張におけるレベル定義シンタックス要素が、深度成分を含む動作点を示すた
めに使用される。サブセットＳＰＳの一部としてＭＶＣのＳＰＳ拡張において信号伝達さ
れる各動作点は、３Ｄビデオプロファイルの１つに属するｐｒｏｆｉｌｅ＿ｉｄｃを含む
。各動作点は出力ビューの数を指定し、出力ビューの各々は、テクスチャ成分と深度成分
の両方を含む。動作点作成ユニット１１４は、この第１の方法を実施して、深度成分及び
テクスチャ成分の別々の取扱を支援することができる。
【０２８１】
　第２の方法に関して、即ち、３ＤＶのＳＰＳ拡張において同様のシンタックス要素を使
用することに関して、ＭＶＣのＳＰＳ拡張においても、レベル定義シンタックス要素が、
テクスチャ成分のみを含む動作点を示すために使用され得る。サブセットＳＰＳの３ＤＶ
ＣのＳＰＳ拡張では、同様のレベル定義が追加され、深度成分を含む動作点を示す。動作
点作成ユニット１１４は、この第２の方法を実施して、深度成分及びテクスチャ成分の別
々の取扱を支援することができる。次のシンタックス表は、同様のシンタックス要素を示
す。
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【表１９】
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【表２０】

【０２８２】
　上のシンタックス表では、各動作点はｎｕｍ＿ｔａｒｇｅｔ＿ｖｉｅｗｓ＿ｍｉｎｕｓ
１［ｉ］［ｊ］＋１個のビューを有し、ビューの各々は、テクスチャ成分と深度成分の両
方を含む。よって、各ビューがテクスチャ成分と深度成分の両方を含むこと、又は等価的
に、各ビュー成分がテクスチャ成分と深度成分の両方を含むことを除いて、シンタックス
要素のセマンティクスは、ＳＰＳのＭＶＣ拡張におけるものと同じである。
【０２８３】
　第３の方法に関して、即ち、３ＤＶのＳＰＳ拡張において更なるシンタックス要素を追
加することに関して、３ＤＶのＳＰＳ拡張は、ＭＶＣのＳＰＳ拡張において信号伝達され
る動作点に加えて信号伝達される必要のある、テクスチャ成分を含む更なる動作点を追加
することができる。この場合、動作点作成ユニット１１４は、次のシンタックス表で示さ
れるように、現在の動作点が深度成分を含むかどうかを示すための、追加のフラグを追加
することができる。
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【０２８４】
　上の表では、１に等しいａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐ＿ｗｉｔｈ＿ｄｅｐｔｈ＿ｆｌａ
ｇ［ｉ］［ｊ］は、現在の動作点（ｉ及びｊによって識別される）において、各ターゲッ
ト出力ビューがテクスチャ成分と深度成分の両方を含むことを示し、０に等しいこのフラ
グは、現在の動作点において、各ターゲット出力ビューに対してテクスチャのみを含むこ
とを示す。３ＤＶＣスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージの他のシンタックス要素のセ
マンティクスは、ＭＶＣスケーラブルネスト化ＳＥＩメッセージのセマンティクスと同じ
である。
【０２８５】
　第４の方法に関して、即ち、３ＤＶのＳＰＳ拡張における更なるシンタックス要素の代
わりのセットを使用することに関して、深度のみの動作点があり得る。この例では、動作
点作成ユニット１１４は、テクスチャのみ、深度のみ、及びテクスチャと深度の両方とい
う、各動作点に対して３つの異なる場合を信号伝達するための、２ビットの指示を追加す
ることができる。以下の表は、ＳＰＳの３ＤＶＣ拡張に追加されるべきこれらの新たなシ
ンタックス要素を示す。
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【表２２】

【０２８６】
　上の表では、０に等しいａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐ＿ｗｉｔｈ＿ｔｅｘｔｕｒｅ＿ｄ
ｅｐｔｈ＿ｉｄｃ［ｉ］［ｊ］は、現在の動作点（ｉ及びｊによって識別される）におい
て、各ターゲット出力ビューがテクスチャ成分と深度成分の両方を含むことを示し、１に
等しいａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐ＿ｗｉｔｈ＿ｔｅｘｔｕｒｅ＿ｄｅｐｔｈ＿ｉｄｃ［
ｉ］［ｊ］は、現在の動作点が各ターゲット出力ビューに対してテクスチャのみを含むこ
とを示し、２に等しいａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐ＿ｗｉｔｈ＿ｔｅｘｔｕｒｅ＿ｄｅｐ
ｔｈ＿ｉｄｃ［ｉ］［ｊ］は、現在の動作点が各ターゲット出力ビューに対して深度のみ
を含むことを示す。代替的に、ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐ＿ｗｉｔｈ＿ｔｅｘｔｕｒｅ
＿ｄｅｐｔｈ＿ｉｄｃ［ｉ］［ｊ］は、ｕｅ（ｖ）としてコード化され得る。
【０２８７】
　幾つかの例では、３ＤＶの動作点に対して、例えば、アクティブテクスチャＭＶＳ　Ｓ
ＰＳ及びアクティブビューＭＶＣ　ＳＰＳにおいて、２つの異なるビュー依存性が信号伝
達されてよく、それは、深度ビューが異なるビュー間依存性を有し得るからである。その
一例は、深度に対してビュー間の依存性がまったくない可能性があるという場合である。
この場合、ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐ＿ｎｕｍ＿ｖｉｅｗｓ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］［ｊ
］のセマンティクスは明確ではない。ＭＶＣの状況では、ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐ＿
ｎｕｍ＿ｖｉｅｗｓ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］［ｊ］は、特定の動作点に対して復号されるべ
きビューの数を指定する。
【０２８８】
　幾つかの例では、同じビュー依存性が、テクスチャ及び深度に対して仮定され得る。テ
クスチャと深度のビュー依存性が同じである場合、このシンタックス要素（即ち、ａｐｐ
ｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐ＿ｎｕｍ＿ｖｉｅｗｓ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］［ｊ］）のセマンティ
クスは復号されるべきビューの数に合わせられたままであり得るが、各ビューがテクスチ
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ャと深度とを含むことが示唆される。
【０２８９】
　幾つかの例では、テクスチャと深度の両方に対して復号されるべきビューの正確な数が
信号伝達される。次の表は、本技法のこの態様を組み込む、シーケンスパラメータセット
の３ＤＶＣ拡張のシンタックス要素を示す。
【表２３】

【０２９０】
　上の表では、ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐ＿ｎｕｍ＿ｖｉｅｗｓ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］
［ｊ］プラス１は、ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ［ｉ］によって示されたレベルが適用される第ｊ
の動作点に対応するターゲット出力ビューを復号するために必要なテクスチャビューの数
を指定する。ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐ＿ｎｕｍ＿ｖｉｅｗｓ＿ｄｅｐｔｈ＿ｍｉｎｕ
ｓ１［ｉ］［ｊ］プラス１は、ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ［ｉ］によって示されたレベルが適用
される第ｊの動作点に対応するターゲット出力ビューを復号するために必要な深度ビュー
の数を指定する。代替的に、ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐ＿ｎｕｍ＿ｖｉｅｗｓ＿ｄｅｐ
ｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］［ｊ］は追加されず、ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｏｐ＿ｎｕｍ＿
ｖｉｅｗｓ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］［ｊ］のセマンティクスが変更される。ａｐｐｌｉｃａ
ｂｌｅ＿ｏｐ＿ｎｕｍ＿ｖｉｅｗｓ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］［ｊ］プラス１は、ｌｅｖｅｌ
＿ｉｄｃ［ｉ］によって示されたレベルが適用される第ｊの動作点に対応するターゲット
出力ビューを復号するために必要なテクスチャビューの数と深度ビューの数とを指定する
。
【０２９１】
　幾つかの例では、本開示の技法は、シーケンスパラメータセットにおいて、動作点に対
して復号されるべきテクスチャビューの数と、動作点に対して復号されるべき深度ビュー
の数とを信号伝達することを実現する。テクスチャビューの数と深度ビューの数とを信号
伝達することは、シーケンスパラメータセットにおいて、動作点に対して復号されるべき
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ビューの数を示すシンタックス要素を生成することを備えてよく、ビューの各々は、テク
スチャビューのうちの１つと深度ビューのうちの１つとを有する。テクスチャビューの数
と深度ビューの数とを信号伝達することは、シーケンスパラメータセットにおいて、第１
のシンタックス要素と第２のシンタックス要素とを生成することを備えてよく、第１のシ
ンタックス要素は、動作点に対して復号されるべきテクスチャビューの数を指定し、第２
のシンタックス要素は、動作点に対して復号されるべき深度ビューの数を指定する。テク
スチャビューの数と深度ビューの数とを信号伝達することは、シーケンスパラメータセッ
トにおいて、動作点に対して復号されるべきテクスチャビューの数、更に、動作点に対し
て復号されるべき深度ビューの数を示すシンタックス要素を生成することを備え得る。
【０２９２】
　幾つかの例では、本開示の技法は、動作点に対して復号されるべきテクスチャビューの
数と、動作点に対して復号されるべき深度ビューの数とを信号伝達する、シーケンスパラ
メータセットを受信することを実現し得る。そのような例では、シーケンスパラメータセ
ットは、動作点に対して復号されるべきビューの数を示すシンタックス要素を含んでよく
、ビューの各々は、テクスチャビューのうちの１つと深度ビューのうちの１つとを有する
。シーケンスパラメータセットは、第１のシンタックス要素と第２のシンタックス要素と
を含んでよく、第１のシンタックス要素は、動作点に対して復号されるべきテクスチャビ
ューの数を指定し、第２のシンタックス要素は、動作点に対して復号されるべき深度ビュ
ーの数を指定する。シーケンスパラメータセットは、動作点のために復号されるべきテク
スチャビューの数、更に、動作点のために復号されるべき深度ビューの数を示す、シンタ
ックス要素を含み得る。
【０２９３】
　本技法の様々な態様は、カプセル化ユニット２１によって実行されているものとして上
で説明されたが、本技法は、逆カプセル化ユニット２９によって同一の又は逆の方式で実
行され得る。その上、カプセル化ユニット２１によって実行されるものとして上で説明さ
れた技法の様々な態様はまた、他の実装形態では、ビデオエンコーダ２０によって実行さ
れ得る（ビデオデコーダ３０は、ビデオエンコーダ２０によって実行される動作と同じ又
は逆の動作を実行する）。従って、特定の実装形態が図１～図３の例で示されるが、本技
法は、この例には限定されるべきではなく、マルチビュービデオデータによって指定され
るビュー成分のテクスチャ成分及び深度成分の別々の取扱を実現する、他の実装形態に適
用され得る。
【０２９４】
　図５は、例示的なＭＶＣの予測パターンを示す概念図である。ＭＶＣの次の説明も、３
ＤＶＣがＭＶＳプラス深度を組み込むという意味で、３ＤＶＣに関係する。従って、ＭＶ
Ｃ及びＭＶＣによって提供される様々な予測の説明は、３ＤＶＣと、３ＤＶＣに関する本
開示で説明された技法とを理解するための文脈を与えるように説明される。
【０２９５】
　図５の例では、８個のビューが示され、各ビューに対して１２個の時間位置が示される
。一般に、図５内の各行はビューに対応し、各列は時間位置を示す。ビューの各々は、他
のビューに対する相対的なカメラ位置を示すために使用され得るビュー識別子（「ｖｉｅ
ｗ＿ｉｄ」）を使用して識別され得る。図５に示された例では、ビューＩＤは「Ｓ０」～
「Ｓ７」として示されているが、数字のビューＩＤも使用され得る。加えて、時間位置の
各々は、ピクチャの表示順序を示すピクチャ順序カウント（ＰＯＣ）値を使用して識別さ
れ得る。図４に示された例では、ＰＯＣ値は「Ｔ０」～「Ｔ１１」として示されている。
【０２９６】
　ＭＶＣは、Ｈ．２６４／ＡＶＣデコーダによって復号可能である、所謂基本ビューを有
し、ステレオビューペアはＭＶＣによってサポートされ得るが、ＭＶＣは、３Ｄビデオ入
力として３つ以上のビューをサポートすることができる。従って、ＭＶＣデコーダを有す
るクライアントのレンダラは、複数のビューを用いて３Ｄビデオコンテンツを予想するこ
とができる。
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【０２９７】
　図５中のピクチャは、対応するピクチャがイントラコード化される（即ち、Ｉフレーム
である）のか、又は一方向に（即ち、Ｐフレームとして）インターコード化されるのか、
又は複数の方向に（即ち、Ｂフレームとして）インターコード化されるのかを指定する、
文字を含む影付きブロックを使用して示される。一般に、予測は矢印によって示され、こ
こで矢印の終点のピクチャは、予測参照のために矢印の始点のオブジェクトを使用する。
例えば、時間位置Ｔ０にあるビューＳ２のＰフレームは、時間位置Ｔ０にあるビューＳ０
のＩフレームから予測される。図５に示されたピクチャの各々は、ビュー成分と呼ばれ得
る。
【０２９８】
　シングルビュービデオ符号化の場合と同様に、マルチビュービデオシーケンスのピクチ
ャは、異なる時間位置におけるピクチャに関して予測符号化され得る。例えば、時間位置
Ｔ１にあるビューＳ０のｂフレームは、時間位置Ｔ０にあるビューＳ０のＩフレームから
そのｂフレームに向けられた矢印を有し、その矢印は、ｂフレームがＩフレームから予測
されることを示す。しかしながら、更に、マルチビュービデオ符号化の状況において、ピ
クチャはビュー間予測され得る。即ち、ビュー成分は、参照のために他のビュー中のビュ
ー成分を使用することができる。ＭＶＣでは、例えば、別のビュー中のビュー成分がイン
ター予測参照であるかのように、ビュー間予測が実現される。潜在的なビュー間参照は、
ＳＰＳのＭＶＣ拡張において信号伝達されてよく、インター予測参照又はビュー間予測参
照の柔軟な順序付けを可能にする、参照ピクチャリストの構築プロセスによって修正され
得る。
【０２９９】
　図５は、ビュー間予測の様々な例を提供する。図５の例では、ビューＳ１のピクチャは
、ビューＳ１の異なる時間位置におけるピクチャから予測されるものとして、かつ、同じ
時間位置におけるビューＳ０及びＳ２のピクチャのうちのピクチャからビュー間予測され
るものとして示されている。例えば、時間位置Ｔ１にあるビューＳ１のｂフレームは、時
間位置Ｔ０及びＴ２にあるビューＳ１のＢフレームの各々、及び時間位置Ｔ１にあるビュ
ーＳ０並びにビューＳ２のｂフレームから予測される。
【０３００】
　図５の例では、大文字の「Ｂ」及び小文字の「ｂ」は、異なる符号化方法ではなく、ピ
クチャ間の異なる階層関係を示すものとする。一般に、大文字の「Ｂ」フレームは、小文
字の「ｂ」フレームよりも予測階層が比較的高い。図５はまた、異なるレベルの影付きを
使用して予測階層における変形形態を示し、より大きい量の影付き（即ち、比較的暗い）
ピクチャは、より少ない影付きを有する（即ち、比較的明るい）ピクチャよりも予測階層
が高い。例えば、図５内の全てのＩフレームは完全な影付きにより示されるが、Ｐフレー
ムはいくぶん明るい影付きを有し、Ｂフレーム（及び小文字のｂフレーム）は、互いに対
して様々なレベルの影付きを有するが、Ｐフレーム及びＩフレームの影付きよりも常に明
るい。
【０３０１】
　一般に、階層が比較的高いピクチャが、階層が比較的低いピクチャの復号中に参照ピク
チャとして使用され得るように、予測階層が比較的高いピクチャは、階層が比較的低いピ
クチャを復号する前に復号されるべきであるという点で、予測階層はビュー順序インデッ
クスに関係する。ビュー順序インデックスは、アクセス単位中のビューコンポーネントの
復号順序を示すインデックスである。ビュー順序インデックスは、ＳＰＳなどのパラメー
タセット内で示唆され得る。
【０３０２】
　このようにして、参照ピクチャとして使用されるピクチャは、その参照ピクチャを参照
して符号化されたピクチャを復号する前に復号され得る。ビュー順序インデックスは、ア
クセス単位中のビューコンポーネントの復号順序を示すインデックスである。ＭＶＣ／Ａ
ＶＣによれば、各ビュー順序インデックスｉに対して、対応するｖｉｅｗ＿ｉｄが信号伝
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提示された場合、ビュー順序インデックスのセットは、０からビューの全数よりも１少な
い数まで連続的に順序付けされたセットを備える。
【０３０３】
　幾つかの例では、全ビットストリームのサブセットが抽出されて、依然としてＭＶＣに
準拠するサブビットストリームを形成することができる。例えば、サーバによって提供さ
れるサービス、１つ又は複数のクライアントのデコーダの容量、サポート、及び能力、及
び／又は、１つ又は複数のクライアントの選好に基づいて、特定の適用例が必要とし得る
多くの可能なサブビットストリームが存在する。例えば、あるクライアントが３つのビュ
ーのみを必要とする場合があり、２つのシナリオがあり得る。一例では、あるクライアン
トは滑らかな鑑賞体験を求めることがあり、ｖｉｅｗ＿ｉｄ値Ｓ０、Ｓ１、及びＳ２のビ
ューを好むことがあり、別の他のクライアントはビュースケーラビリティを求めることが
あり、ｖｉｅｗ＿ｉｄ値Ｓ０、Ｓ２、及びＳ４のビューを好むことがある。これらのサブ
ビットストリームの両方が、独立したＭＶＣビットストリームとして復号されてよく、同
時にサポートされ得る。
【０３０４】
　上記のように、図５は８個のビュー（Ｓ０～Ｓ７）を示すが、ＭＶＣ／ＡＶＣ拡張は最
大で１０２４個のビューをサポートし、ＮＡＬ単位ヘッダ内のｖｉｅｗ＿ｉｄを使用して
、ＮＡＬ単位が属するビューを識別する。ビュー順序インデックスは、ＮＡＬ単位ヘッダ
の一部として信号伝達され得る。即ち、比較の目的で、ビュー順序インデックスは、ＭＶ
Ｃ／ＡＶＣ拡張のＮＡＬ単位ヘッダ内で信号伝達されるｖｉｅｗ＿ｉｄを置き換えること
ができる。ビュー順序は、一般に、アクセス単位内のビューの順序付けを記述し、ビュー
順序インデックスは、そのアクセス単位のビュー順序における特定のビューを識別する。
即ち、ビュー順序インデックスは、アクセス単位の対応するビュー成分の復号順序を記述
する。
【０３０５】
　従って、ＳＰＳは、ビューのｖｉｅｗ＿ｉｄとビューのビュー順序インデックスとの間
の関係を提供することができる。ビュー順序インデックスとＳＰＳ内のデータとを使用し
て、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、ＮＡＬ単位ヘッダ内のＭＶＣ／Ａ
ＶＣの１０ビットのｖｉｅｗ＿ｉｄをビュー順序インデックスによって置き換えることが
でき、このことはＭＶＣ／ＡＶＣ方式よりもビット節約につながる可能性がある。
【０３０６】
　ビューのｖｉｅｗ＿ｉｄとビュー順序インデックスとの間の関係を提供する例示的なＳ
ＰＳが、以下の表６で提供される。
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【表２４】

【０３０７】
　上の表に示されたＳＰＳは、コード化ビデオシーケンスのビュー間依存関係を指定する
。ＳＰＳはまた、コード化ビデオシーケンスのための動作点のサブセットのレベル値を指
定する。コード化ビデオシーケンスによって参照される全てのＳＰＳは、同一であるべき
である。しかしながら、ｖｉｅｗ＿ｉｄ［ｉ］によって識別される幾つかのビューは、コ
ード化ビデオシーケンス内に存在しない場合がある。加えて、ＳＰＳによって記述される
幾つかのビュー又は時間サブセットは、元のコード化ビデオシーケンスから削除されてい
る場合があり、従って、コード化ビデオシーケンス内に存在しない場合がある。しかしな
がら、ＳＰＳ内の情報は、残りのビューと時間サブセットとに常に適用される可能性があ
る。
【０３０８】
　上の表では、シンタックス要素ｎｕｍ＿ｖｉｅｗｓ＿ｍｉｎｕｓ１プラス１は、コード
化ビデオシーケンス内のコード化ビューの最大数を指定する。ｎｕｍ＿ｖｉｅｗ＿ｍｉｎ
ｕｓ１の値は、両端値を含む０～３１の範囲にあり得る。幾つかの例では、コード化ビデ
オシーケンス内のビューの実際の数は、ｎｕｍ＿ｖｉｅｗｓ＿ｍｉｎｕｓ１プラス１より
も少ない場合がある。ｖｉｅｗ＿ｉｄ［ｉ］要素は、ｉに等しいビュー順序インデックス
を伴うビューのビュー識別子を指定する。要素ｖｉｅｗ＿ｌｅｖｅｌ［ｉ］は、ｉに等し
いビュー順序インデックスを伴うビューのｖｉｅｗ＿ｌｅｖｅｌを指定する。幾つかの例
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では、事前に定義された値（ＶＬ）までのｖｉｅｗ＿ｌｅｖｅｌを伴う全てのビュー成分
は、ＶＬより大きいｖｉｅｗ＿ｌｅｖｅｌを伴ういずれのビュー成分も復号することなく
、復号可能であり得る。
【０３０９】
　要素ｎｕｍ＿ｒｅｆ＿ｖｉｅｗｓ［ｉ］は、ｉに等しいビュー順序インデックスを伴う
ビュー成分を復号するときの、初期参照ピクチャリストＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０及びＲｅ
ｆＰｉｃＬｉｓｔ１中のビュー間予測のためのビュー成分の数を指定する。要素ｎｕｍ＿
ｒｅｆ＿ｖｉｅｗｓ［ｉ］の値は、Ｍｉｎ（１５、ｎｕｍ＿ｖｉｅｗｓ＿ｍｉｎｕｓ１）
より大きくないことがある。ｎｕｍ＿ｒｅｆ＿ｖｉｅｗｓ［０］の値は、０に等しいこと
がある。加えて、要素ｒｅｆ＿ｖｉｅｗｓ＿ｉｄｘ［ｉ］［ｊ］は、ｉに等しいビュー順
序インデックスを伴うビュー成分を復号するときの、初期参照ピクチャリストＲｅｆＰｉ
ｃＬｉｓｔ０及びＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１中のビュー間予測のための第ｊのビュー成分の
ビュー順序インデックスを指定することができる。ｒｅｆ＿ｖｉｅｗ＿ｉｄｘ［ｉ］［ｊ
］の値は、両端値を含み０から３１の範囲にあり得る。
【０３１０】
　図６は、本開示で説明される技法の様々な態様による、パラメータセットのアクティブ
化を実施する際の、ビデオコード化機器の動作を示す流れ図である。最初に、ビデオデコ
ーダ３０のようなビデオコード化機器は、マルチビュービデオデータのビュー成分に割り
当てられる順序インデックス値を決定することができる（１３０）。この順序インデック
ス値は、図５に関してより詳しく上で説明されている。上で説明されたように、ビデオデ
コーダ３０は次いで、マルチビュービデオデータのビュー成分に割り当てられた決定され
たビュー順序インデックス値に少なくとも基づいて、ビュー成分のテクスチャ成分のため
のテクスチャパラメータセットとしてパラメータセットをアクティブ化することができる
（１３２）。このテクスチャパラメータセットをアクティブ化した後、ビデオエンコーダ
３０は次いで、アクティブ化されたテクスチャパラメータセットに基づいてビュー成分の
テクスチャ成分をコード化することができる（１３４）。
【０３１１】
　幾つかの例では、ビデオデコーダ３０は、アクティブ化されたテクスチャパラメータセ
ットに基づいて、ビュー成分の深度成分ではなく、ビュー成分のテクスチャ成分のみをコ
ード化する。幾つかの例では、ビデオデコーダ３０は、マルチビュービデオデータのビュ
ー成分に割り当てられたビュー順序インデックス値に少なくとも基づいて、ビュー成分の
深度成分に対して別のパラメータセットをアクティブ化し、上で説明された方式で、ビュ
ー成分の深度成分に対してアクティブ化されたパラメータセットに基づき、かつ、アクテ
ィブ化されたテクスチャパラメータセットに基づかずに、ビュー成分の深度成分を復号す
る。従って、図６の例には明示的に示されないが、追加のパラメータセットが深度成分に
対して個々にアクティブ化されてよく、ビデオデコーダ３０は次いで、その追加のパラメ
ータセットを使用して、テクスチャ成分ではなく深度成分を復号することができる。
【０３１２】
　上で説明された例の幾つかでは、ビデオデコーダ３０は、マルチビュービデオデータの
ビュー成分に割り当てられたビュー順序インデックス値に少なくとも基づいて、マルチビ
ュービデオデータのビュー成分をコード化するためのシーケンスパラメータセットをアク
ティブ化することができる。その上、上述のように、ビデオデコーダ３０は、テクスチャ
シーケンスパラメータセットによって指定された１つ又は複数のシンタックス要素が、ア
クティブ化されたシーケンスパラメータセットによって指定された１つ又は複数のシンタ
ックス要素を上書き又は補足するように、マルチビュービデオデータのビュー成分に割り
当てられたビュー順序インデックス値に少なくとも基づいて、ビュー成分のテクスチャ成
分に対するテクスチャシーケンスパラメータセットとして、シーケンスパラメータセット
をアクティブ化することができる。
【０３１３】
　上で説明された例の幾つかでは、ビデオデコーダ３０は、テクスチャピクチャパラメー
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タセットによって指定された１つ又は複数のシンタックス要素が、アクティブ化されたシ
ーケンスパラメータセットによって指定された１つ又は複数のシンタックス要素を上書き
又は補足するように、マルチビュービデオデータのビュー成分に割り当てられたビュー順
序インデックス値に少なくとも基づいて、ビュー成分のテクスチャ成分に対するテクスチ
ャピクチャパラメータセットとして、ピクチャパラメータセットをアクティブ化すること
ができる。
【０３１４】
　上で説明された例の幾つかでは、ビデオデコーダ３０は、マルチビュービデオデータの
ビュー成分に割り当てられたビュー順序インデックス値に少なくとも基づいて、マルチビ
ュービデオデータのビュー成分に対するビューピクチャパラメータセットとして、ピクチ
ャパラメータセットをアクティブ化することができる。加えて、ビデオデコーダ３０は次
いで、テクスチャピクチャパラメータセットによって指定された１つ又は複数のシンタッ
クス要素が、アクティブ化されたシーケンスパラメータセットによって指定された１つ又
は複数のシンタックス要素を上書き又は補足するように、マルチビュービデオデータのビ
ュー成分に割り当てられたビュー順序インデックス値に少なくとも基づいて、ビュー成分
のテクスチャ成分に対するテクスチャピクチャパラメータセットとして、ピクチャパラメ
ータセットをアクティブ化することによって、テクスチャパラメータセットとしてパラメ
ータセットをアクティブ化することができる。
【０３１５】
　幾つかの例では、ビデオデコーダ３０は次いで、マルチビュービデオデータのビュー成
分に割り当てられたビュー順序インデックス値に少なくとも基づいて、ビュー成分のテク
スチャ成分に対して、シーケンスパラメータセット及びピクチャパラメータの１つ又は複
数をテクスチャシーケンスパラメータセット及びテクスチャピクチャパラメータセットと
してそれぞれアクティブ化することによって、テクスチャパラメータセットとしてパラメ
ータセットをアクティブ化することができる。
【０３１６】
　また、図６に関して示され説明されるステップは一例として与えられたものにすぎない
ことを理解されたい。即ち、図６の例に示されるステップは必ずしも図６に示される順序
で実行される必要があるとは限らず、より少数の、追加の、又は代替のステップが実行さ
れ得る。その上、本技法は特定のビデオコーダ、即ちビデオデコーダ３０に関して上で説
明されたが、本技法は、ビデオエンコーダ２０を含む任意のビデオコーダによって実装さ
れ得る。
【０３１７】
　図７は、本開示で説明される技法による、マルチビュービデオデータを処理して、ネス
ト化されたＳＥＩメッセージを生成する例示的な動作を示すフロー図である。以下では特
定のユニット、即ちカプセル化ユニット２１に関して説明されるが、本技法は一般に、宛
先機器１４、及びより具体的には宛先機器１４の逆カプセル化ユニット２９を含む、任意
のビデオコード化機器によって実施され得る。
【０３１８】
　最初に、カプセル化ユニット２１は、符号化マルチビュービデオデータを受信し、ＳＥ
Ｉメッセージ生成ユニット１０８を呼び出し、ＳＥＩメッセージ生成ユニット１０８は、
上で説明された方式で、マルチビュービデオデータのビュー成分を処理するときに適用さ
れる補助強化情報（ＳＥＩ）メッセージを決定する（１４０）。ＳＥＩメッセージ生成ユ
ニット１０８はまた、上で説明されたように、ネスト化されたＳＥＩメッセージが、ビュ
ー成分のテクスチャ成分と深度成分の両方に適用されるか、又はビュー成分の深度成分の
みに適用されるかを決定することができる（１４１）。ネスト化されたＳＥＩメッセージ
が深度成分のみに適用されると決定すると（「いいえ」１４１）、ＳＥＩメッセージ生成
ユニット１０８は、補助強化情報メッセージに加えて、ビュー成分の深度成分のみに適用
されるネスト化された補助強化情報メッセージを決定することができる（１４２）。しか
しながら、ネスト化されたＳＥＩメッセージが深度成分とテクスチャ成分の両方に適用さ
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れると決定すると（「はい」１４１）、ＳＥＩメッセージ生成ユニット１０８は、補助強
化情報メッセージに加えて、ビュー成分のテクスチャ成分と深度成分の両方に適用される
ネスト化された補助強化情報メッセージを決定することができる（１４３）。ビデオファ
イル作成ユニット１０４は次いで、ＳＥＩメッセージとネスト化されたＳＥＩメッセージ
の両方を含む、ビデオファイルを生成することができる（１４４）。
【０３１９】
　幾つかの例では、カプセル化ユニット２１は、このビデオファイルを生成し、このビデ
オファイルを、ルータ３６又は、コンテンツ配信ネットワーク３４のビデオサーバのよう
な別の機器（これらの両方が、図１の例に関して上で説明されている）に与える。この機
器は次いで、補助強化情報メッセージ及びネスト化された補助強化情報メッセージに基づ
いて、ビュー成分の深度成分を処理することができる。
【０３２０】
　幾つかの例では、カプセル化ユニット２１は、ビュー成分の深度成分をコード化すると
きにのみ、親補助強化情報メッセージに加えて適用される、ネスト化された補助強化情報
メッセージを決定する。この例ではルータ３６が次いで、親補助強化情報メッセージ及び
ネスト化された補助強化情報メッセージに基づいて、ビュー成分のテクスチャ成分ではな
くビュー成分の深度成分のみを処理することができる。
【０３２１】
　上述のように、カプセル化ユニット２１は、ビュー成分のテクスチャ成分をコード化す
るときに、ネスト化された補助強化情報メッセージが補助強化情報メッセージに加えて適
用されるかどうかを決定することができる。結果として、ルータ３６は、この例では、ビ
ュー成分のテクスチャ成分をコード化するときにネスト化された補助強化情報メッセージ
が補助強化情報メッセージに加えて適用されるかどうかの決定に基づいて、補助強化情報
メッセージ及びネスト化された補助強化情報メッセージに基づいて、ビュー成分のテクス
チャ成分を処理することができる。
【０３２２】
　ビュー成分のテクスチャ成分を処理するときにネスト化された補助強化メッセージが補
助強化情報メッセージに加えて適用されると決定すると、ルータ３６は、ネスト化された
補助強化情報メッセージが深度成分にのみ適用されるか、又はビュー成分と深度成分の両
方に適用されるかを指定するフラグを、ネスト化された補助強化情報メッセージ中で識別
し、識別されたフラグに基づいて、ビュー成分のテクスチャ成分をコード化するときに、
ネスト化された補助強化メッセージが補助強化情報メッセージに加えて適用されると決定
することができる。このフラグは、補助強化情報ビュー適用可能性フラグ、及び補助強化
情報使用可能ビュー適用可能性フラグのうちの１つ又は複数を備え得る。
【０３２３】
　幾つかの例では、ビュー成分のテクスチャ成分を処理するときにネスト化された補助強
化情報メッセージが補助強化情報メッセージに加えて適用されるかどうかを決定するとき
、ルータ３６は、ビュー成分の深度成分とビュー成分のテクスチャ成分の両方を処理する
ときにネスト化された補助強化情報メッセージが補助強化情報メッセージに加えて適用さ
れると決定することができる。この例では、ルータ３６は、補助強化情報メッセージ及び
ネスト化された補助強化情報メッセージに基づいて、ビュー成分のテクスチャ成分を処理
することができる。
【０３２４】
　幾つかの例では、ビュー成分のテクスチャ成分をコード化するときにネスト化された補
助強化情報メッセージが補助強化情報メッセージに加えて適用されるかどうかを決定する
とき、ルータ３６は、ビュー成分のテクスチャ成分ではなくビュー成分の深度成分をコー
ド化するときにネスト化された補助強化情報メッセージのみが補助強化情報メッセージに
加えて適用されると決定することができる。結果として、ルータ３６は、補助強化情報メ
ッセージに基づいて、かつ、ネスト化された補助強化情報メッセージに基づかずに、ビュ
ー成分のテクスチャ成分を処理することができる。
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【０３２５】
　図７は一例を提供するものにすぎないことも理解されたい。即ち、図７の例に示される
ステップは必ずしも図７に示される順序で実行される必要があるとは限らず、より少数の
、追加の、又は代替のステップが実行され得る。
【０３２６】
　図８は、本開示で説明される技法による、復号ピクチャバッファからテクスチャ成分と
深度成分とを別々に除去する際の、ビデオコード化機器の例示的な動作を示すフロー図で
ある。図８に示された例は概して、ビデオデコーダ３０（図１及び図３）によって実行さ
れるものとして説明される。しかしながら、図８に関して説明されたプロセスは、種々の
他のプロセッサ、処理ユニット、エンコーダ／デコーダ（コーデック）などのハードウェ
アベースのコード化単位などによって実行され得ることを理解されたい。
【０３２７】
　一般に、ビデオデコーダ３０は、復号ピクチャバッファに、（マルチビュービデオデー
タによって指定される）ビュー成分の深度成分とテクスチャ成分とを記憶することができ
、復号ピクチャバッファは、図３の例では参照ピクチャメモリ９２として示される（１５
０）。ビデオデコーダ３０は次いで、ビュー依存性を分析して、深度成分がビュー間予測
のために使用されるかどうかを決定することができる（ここで、そのようなビュー依存性
が図５の例に関して上で反映され得る、１５２）。ビデオデコーダ３０は、参照ピクチャ
メモリ９２から関連するテクスチャ成分を除去しようと試みるときに、深度成分のみに対
してこのビュー依存性を分析し、ビュー依存性を別々に分析することができる。幾つかの
例では、ビュー依存性は、サブセットシーケンスパラメータセットのマルチビュービデオ
コード化のシーケンスパラメータセット拡張において信号伝達される。サブセットシーケ
ンスパラメータセットは、３次元ビデオファイルを含んでよく、ビュー依存性を分析する
ときに、アクティブビューのマルチビュービデオコード化シーケンスパラメータセットと
してアクティブ化される。いずれにしても、ビデオデコーダ３０は次いで、深度成分がビ
ュー間予測のために使用されないと決定したことに応答して、テクスチャ成分を除去する
ことなく、参照ピクチャメモリ９２から深度成分を除去することができる（１５４）。
【０３２８】
　この深度成分を除去する前に、ビデオデコーダ３０は、深度成分がターゲット出力ビュ
ーに属さず、０に等しい値を有するネットワーク抽象レイヤ参照識別コードと関連付けら
れると決定することによって、除去に適しているものとして深度成分を見なすことができ
る。深度成分及びテクスチャ成分の別々の取扱を潜在的に実現する結果として、ビデオデ
コーダ３０は、テクスチャ成分とは異なる深度成分に対して１つ又は複数の参照ピクチャ
を決定することができる。即ち、ビデオデコーダ３０は、少なくとも、深度成分に対する
１つ又は複数の参照ピクチャを識別する参照ピクチャリストを決定し、テクスチャ成分に
対する１つ又は複数の追加の参照ピクチャを識別する参照ピクチャリストを決定すること
によって、深度成分に対する１つ又は複数の参照ピクチャを決定することができ、テクス
チャ成分に対して決定される１つ又は複数の追加の参照ピクチャは、深度成分に対して決
定される１つ又は複数の参照ピクチャとは異なる。
【０３２９】
　深度成分に対する参照ピクチャリストを決定する際、ビデオデコーダ３０は、ビデオエ
ンコーダ２０による深度成分及びテクスチャ成分の標識に基づいて、深度成分及びテクス
チャ成分に対する参照ピクチャリストを決定することができ、その標識は、テクスチャ成
分を標識することとは別個に、深度成分に対する参照ピクチャリストを識別するために使
用される。幾つかの例では、１つ又は複数のシンタックス要素が、深度成分に対して決定
された参照ピクチャリストとは別々に深度成分を標識するために使用されてよく、かつ１
つ又は複数のシンタックス要素が、テクスチャ成分に対して決定された参照ピクチャリス
トとは別々にテクスチャ成分を標識するために使用される。
【０３３０】
　幾つかの例では、ビデオデコーダ３０は、深度成分及びテクスチャ成分が表示のために
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出力されるべきターゲット出力ビューに属していると決定し、深度ビューとテクスチャビ
ューとを同時に又はほぼ同時に出力することができる。
【０３３１】
　図８の例に関して示され説明されたステップは単に一例として与えられたものにすぎな
いことを理解されたい。即ち、図８の例に示されるステップは必ずしも図８に示される順
序で実行される必要があるとは限らず、より少数の、追加の、又は代替のステップが実行
され得る。
【０３３２】
　図９は、本開示で説明される技法による、ＭＶＣ適合３ＤＶＣのためのシーケンスレベ
ル情報を決定する際の、ビデオコード化機器の例示的な動作を示す流れ図である。図８に
示された例は全般に、ビデオデコーダ３０（図１及び図３）によって実行されるものとし
て説明される。しかしながら、図８に関して説明されたプロセスは、種々の他のプロセッ
サ、処理ユニット、エンコーダ／デコーダ（コーデック）などのハードウェアベースのコ
ード化単位などによって実行され得ることを理解されたい。
【０３３３】
　上で説明されたように、ビデオデコーダ３０は、深度成分の特性を記述する第１のシー
ケンスレベル情報を決定し、ビデオデータの動作点の特性を記述する第２のシーケンスレ
ベル情報を決定することができる（１６０、１６２）。その上、ビデオデコーダ３０は、
３次元ビデオコード化シーケンスパラメータセットにおいて示される深度成分のための１
つ又は複数の参照ピクチャを識別する、参照ピクチャリストを決定することができる。
【０３３４】
　幾つかの例では、第２のシーケンスレベル情報は、動作点に対して、ターゲット出力ビ
ューのリストと、動作点を復号するときに復号されるべきテクスチャビューの数と、動作
点を復号するときに復号されるべき深度ビューの数とを記述する、３次元ビデオコード化
シーケンスパラメータセットを含み、復号されるべきテクスチャビューの数は、深度ビュ
ーの数とは異なる。幾つかの例では、ビデオデコーダ３０は更に、ターゲット出力ビュー
のリストにおいて規定されるターゲット出力ビューの各々に対して、利用可能な場合には
１つ又は複数の深度成分を更に対象とすることができる。
【０３３５】
　幾つかの例では、ビデオデコーダ３０は、ビデオデータの一部として３次元ビデオコー
ド化スケーラビリティ情報ＳＥＩメッセージを規定することができ、３次元ビデオコード
化スケーラビリティ情報ＳＥＩメッセージは、深度成分を伴わない動作点の記述、又は深
度成分を伴う動作点の記述を含む。幾つかの例では、ＳＥＩメッセージは、動作点が深度
成分を含むかどうかの指示を含む。その上、幾つかの例では、ＳＥＩメッセージは、動作
点が、動作点の復号のための、直接依存テクスチャビューとともに、深度成分と直接依存
深度ビューとを含むかどうかの指示を含む。
【０３３６】
　図９の例に関して示され説明されたステップは単に一例として与えられたものにすぎな
いことを理解されたい。即ち、図９の例に示されるステップは必ずしも図９に示される順
序で実行される必要があるとは限らず、より少数の、追加の、又は代替のステップが実行
され得る。
【０３３７】
　本開示に関して説明された特定のシンタックス要素は、説明の目的で例示的な名称を与
えられたが、本開示で説明された概念は、名称にかかわらず、より一般的に任意のシンタ
ックス要素に適用可能であることを理解されたい。例えば、特定の態様が「ビュー順序イ
ンデックス」、「ｖｉｅｗ＿ｏｒｄｅｒ＿ｉｎｄｅｘ」又は「ｖｉｅｗ＿ｉｄｘ」に言及
するが、そのようなシンタックス要素は、将来のコード化規約において代替の名称を与え
られる可能性があることを理解されたい。
【０３３８】
　本開示の特定の技法はＨ．２６４規格に関して説明されたが、本技法は必ずしも特定の
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コード化規格に限定されないことを理解されたい。即ち、本技法は、より一般的には、例
えば、上で説明されたように、より短い、及び／又はより複雑でないＮＡＬ単位及びパラ
メータセットを通じて、３ＤＶＣにおけるコード化の効率性を達成することに関する。
【０３３９】
　例に応じて、本明細書で説明された方法のうちのいずれかの幾つかの行為又はイベント
は、異なるシーケンスで実行されてよく、互いに付加、統合、又は除外されてよい（例え
ば、全ての説明された行為又はイベントが、方法の実施のために必要であるとは限らない
）ことを理解されたい。その上、幾つかの例では、行為又はイベントは、連続的にではな
く、例えば、マルチスレッド処理、割込み処理、又は複数のプロセッサを通じて、同時に
実行され得る。加えて、本開示の幾つかの態様は、明快にするために単一のモジュール又
はユニットによって実行されるものとして説明されるが、本開示の技法はビデオコーダに
関連するユニット又はモジュールの組合せによって実行され得ることを理解されたい。
【０３４０】
　１つ又は複数の例では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウ
ェア、又はそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装される場合、機能
は、１つ又は複数の命令又はコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、又は
コンピュータ可読媒体を介して送信され、ハードウェアベースの処理ユニットによって実
行され得る。コンピュータ可読媒体は、例えば、通信プロトコルに従って、ある場所から
別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする、任意の媒体を含むデータ記憶
媒体又は通信媒体などの有形媒体に対応するコンピュータ可読記憶媒体を含み得る。
【０３４１】
　このようにして、コンピュータ可読媒体は、概して、（１）非一時的である有形コンピ
ュータ可読記憶媒体、又は（２）信号又は搬送波などの通信媒体に対応し得る。データ記
憶媒体は、本開示で説明された技法の実装のための命令、コード及び／又はデータ構造を
取り出すために１つ又は複数のコンピュータ又は１つ又は複数のプロセッサによってアク
セスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。コンピュータプログラム製品はコンピュ
ータ可読媒体を含み得る。
【０３４２】
　限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読記憶媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、Ｅ
ＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスク記憶、磁気ディスク記憶
、もしくは他の磁気記憶装置、フラッシュメモリ、又は、命令又はデータ構造の形態の所
望のプログラムコードを記憶するために使用されコンピュータによってアクセスされ得る
、任意の他の媒体を備え得る。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ば
れる。例えば、命令が、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル
加入者回線（ＤＳＬ）、又は赤外線、無線、及びマイクロ波などのワイヤレス技術を使用
して、ウェブサイト、サーバ、又は他のリモート発信源から送信される場合、同軸ケーブ
ル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、又は赤外線、無線、及びマイクロ波
などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。
【０３４３】
　しかしながら、コンピュータ可読記憶媒体及びデータ記憶媒体は、接続、搬送波、信号
、又は他の一時媒体を含まないが、代わりに非一時的有形記憶媒体を対象とすることを理
解されたい。本明細書で使用されるディスク（disk）及びディスク（disc）は、コンパク
トディスク（disc）（ＣＤ）、レーザディスク（disc）、光ディスク（disc）、デジタル
多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）及びブル
ーレイディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、
ディスク（disc）は、データをレーザで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ
可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【０３４４】
　命令は、１つ又は複数のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）などの１つ又は複数のプロ
セッサ、汎用マイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプロ
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グラマブル論理アレイ（ＦＰＧＡ）、又は他の等価な集積回路もしくはディスクリート論
理回路によって実行され得る。従って、本明細書で使用される「プロセッサ」という用語
は、前述の構造、又は本明細書で説明する技法の実装に好適な他の構造のいずれかを指す
。加えて、幾つかの態様では、本明細書で説明された機能は、符号化及び復号のために構
成された専用のハードウェア及び／又はソフトウェアモジュール内で与えられてよく、又
は複合コーデックに組み込まれてよい。また、本技法は、１つ又は複数の回路又は論理要
素中で完全に実装され得る。
【０３４５】
　本開示の技法は、ワイヤレスハンドセット、集積回路（ＩＣ）、又はＩＣのセット（例
えば、チップセット）を含む、多種多様な機器又は装置において実装され得る。本開示で
は、開示する技法を実行するように構成された機器の機能的態様を強調するために、様々
なコンポーネント、モジュール、又はユニットが説明されたが、それらのコンポーネント
、モジュール、又はユニットを、必ずしも異なるハードウェアユニットによって実現する
必要があるとは限らない。むしろ、上で説明されたように、様々なユニットが、好適なソ
フトウェア及び／又はファームウェアとともに、上で説明された１つ又は複数のプロセッ
サを含めて、コーデックハードウェアユニットにおいて組み合わせられ、又は相互動作ハ
ードウェアユニットの集合によって与えられ得る。
【０３４６】
　本開示の様々な態様が説明されてきた。これら及び他の態様は以下の特許請求の範囲内
に入る。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ビデオコード化のための方法であって、
　復号ピクチャバッファ内に深度成分を記憶することと、
　ビュー依存性を分析して、前記深度成分がビュー間予測のために使用されるかどうか決
定することと、
　前記深度成分がビュー間予測のために使用されないと決定したことに応答して、前記復
号ピクチャバッファから前記深度成分を除去することとを備える、方法。
［Ｃ２］
　前記深度成分が、ビデオデータのビューのビュー成分と関連付けられ、
　テクスチャ成分も、前記ビュー成分と関連付けられ、
　前記深度成分を除去することが、前記深度成分がビュー間予測のために使用されないと
決定したことに応答して、前記テクスチャ成分を除去することなく前記復号ピクチャバッ
ファから前記深度成分を除去することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記深度成分が、ターゲット出力ビューに属さず、非参照ピクチャであり、又は、「参
照のために使用されない」ものとして標識されたピクチャである、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記ビュー依存性が、サブセットシーケンスパラメータセットのビデオコード化のシー
ケンスパラメータセット拡張において信号伝達され、
　前記サブセットシーケンスパラメータセットが、３次元ビデオファイルを含み、前記ビ
ュー依存性を分析するときに、アクティブビュービデオコード化シーケンスパラメータセ
ットとしてアクティブ化される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記深度成分が、ビデオデータのビューのビュー成分と関連付けられ、
　テクスチャ成分も、前記ビュー成分と関連付けられ、
　前記方法が、前記テクスチャ成分と異なる前記深度成分に対する１つ以上の参照ピクチ
ャを決定することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記深度成分が、ビデオデータのビューのビュー成分と関連付けられ、



(84) JP 6242802 B2 2017.12.6

10

20

30

40

50

　テクスチャ成分も、前記ビュー成分と関連付けられ、
　前記方法が、
　ビデオデコーダによって、前記深度成分及び前記テクスチャ成分が表示のために出力さ
れるべきターゲット出力ビューに属すると決定することと、
　同時に、前記ビデオデコーダによって、前記深度成分と前記テクスチャ成分とを出力す
ることとをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記深度成分及び前記テクスチャ成分が異なる解像度を有する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ビデオデータが、Ｈ．２６４／アドバンストビデオコード化規格に対する３次元ビ
デオコード化拡張に準拠し、前記Ｈ．２６４／アドバンストビデオコード化規格に対する
マルチビュービデオコード化拡張と後方互換性がある、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　ビデオデータをコード化するように構成されるビデオコード化装置であって、
　復号ピクチャバッファと、
　前記復号ピクチャバッファに深度成分を記憶し、ビュー依存性を分析して前記深度成分
がビュー間予測のために使用されるかどうかを決定し、前記深度成分がビュー間予測のた
めに使用されないと決定したことに応答して、前記復号ピクチャバッファから前記深度成
分を除去するように構成される、プロセッサとを備える、ビデオコード化装置。
［Ｃ１０］
　前記深度成分が、ビデオデータのビューのビュー成分と関連付けられ、
　テクスチャ成分も、前記ビュー成分と関連付けられ、
　前記１つ以上のプロセッサがさらに、前記深度成分を除去するとき、前記深度成分がビ
ュー間予測のために使用されないと決定したことに応答して、前記テクスチャ成分を除去
することなく前記復号ピクチャバッファから前記深度成分を除去するように構成される、
Ｃ９に記載のビデオコード化装置。
［Ｃ１１］
　前記深度成分が、ターゲット出力ビューに属さず、非参照ピクチャであり、又は、「参
照のために使用されない」ものとして標識されたピクチャである、Ｃ９に記載のビデオコ
ード化装置。
［Ｃ１２］
　前記ビュー依存性が、サブセットシーケンスパラメータセットのビデオコード化のシー
ケンスパラメータセット拡張において信号伝達され、
　前記サブセットシーケンスパラメータセットが、３次元ビデオファイルを含み、前記ビ
ュー依存性を分析するときに、アクティブビュービデオコード化シーケンスパラメータセ
ットとしてアクティブ化される、Ｃ９に記載のビデオコード化装置。
［Ｃ１３］
　前記深度成分が、ビデオデータのビューのビュー成分と関連付けられ、
　テクスチャ成分も、前記ビュー成分と関連付けられ、
　前記１つ以上のプロセッサがさらに、前記テクスチャ成分と異なる前記深度成分に対す
る１つ以上の参照ピクチャを決定するように構成される、Ｃ９に記載のビデオコード化装
置。
［Ｃ１４］
　前記深度成分が、ビデオデータのビューのビュー成分と関連付けられ、
　テクスチャ成分も、前記ビュー成分と関連付けられ、
　前記ビデオコード化装置がビデオデコーダを備え、
　前記１つ以上のプロセッサがさらに、前記深度成分及び前記テクスチャ成分が表示のた
めに出力されるべきターゲット出力ビューに属していると決定し、前記深度成分と前記テ
クスチャ成分とを同時に出力するように構成される、Ｃ９に記載のビデオコード化装置。
［Ｃ１５］
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　前記深度成分及び前記テクスチャ成分が異なる解像度を有する、Ｃ９に記載のビデオコ
ード化装置。
［Ｃ１６］
　前記ビデオデータが、Ｈ．２６４／アドバンストビデオコード化規格に対する３次元ビ
デオコード化拡張に準拠し、前記Ｈ．２６４／アドバンストビデオコード化規格に対する
マルチビュービデオコード化拡張と後方互換性がある、Ｃ９に記載のビデオコード化装置
。
［Ｃ１７］
　ビデオデータをコード化するためのビデオコード化装置であって、
　復号ピクチャバッファ内に深度成分を記憶するための手段と、
　ビュー依存性を分析して、前記深度成分がビュー間予測のために使用されるかどうか決
定するための手段と、
　前記深度成分がビュー間予測のために使用されないと決定したことに応答して、前記復
号ピクチャバッファから前記深度成分を除去するための手段とを備える、ビデオコード化
装置。
［Ｃ１８］
　前記深度成分が、ビデオデータのビューのビュー成分と関連付けられ、
　テクスチャ成分も、前記ビュー成分と関連付けられ、
　前記深度成分を除去するための前記手段が、前記深度成分がビュー間予測のために使用
されないと決定したことに応答して、前記テクスチャ成分を除去することなく前記復号ピ
クチャバッファから前記深度成分を除去するための手段を備える、Ｃ１７に記載のビデオ
コード化装置。
［Ｃ１９］
　前記深度成分が、ターゲット出力ビューに属さず、非参照ピクチャであり、又は、「参
照のために使用されない」ものとして標識されたピクチャである、Ｃ１７に記載のビデオ
コード化装置。
［Ｃ２０］
　前記ビュー依存性が、サブセットシーケンスパラメータセットのビデオコード化のシー
ケンスパラメータセット拡張において信号伝達され、
　前記サブセットシーケンスパラメータセットが、３次元ビデオファイルを含み、前記ビ
ュー依存性を分析するときに、アクティブビュービデオコード化シーケンスパラメータセ
ットとしてアクティブ化される、Ｃ１７に記載のビデオコード化装置。
［Ｃ２１］
　前記深度成分が、ビデオデータのビューのビュー成分と関連付けられ、
　テクスチャ成分も、前記ビュー成分と関連付けられ、
　前記ビデオコード化装置が、前記テクスチャ成分と異なる前記深度成分に対する１つ以
上の参照ピクチャを決定するための手段をさらに備える、Ｃ１７に記載のビデオコード化
装置。
［Ｃ２２］
　前記深度成分が、ビデオデータのビューのビュー成分と関連付けられ、
　テクスチャ成分も、前記ビュー成分と関連付けられ、
　前記ビデオコード化装置がビデオデコーダを備え、
　前記ビデオデコーダが、
　前記深度成分及び前記テクスチャ成分が表示のために出力されるべきターゲット出力ビ
ューに属すると決定するための手段と、
　前記深度成分と前記テクスチャ成分とを同時に出力するための手段とをさらに備える、
Ｃ１７に記載のビデオコード化装置。
［Ｃ２３］
　前記深度成分及び前記テクスチャ成分が異なる解像度を有する、Ｃ１７に記載のビデオ
コード化装置。
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［Ｃ２４］
　前記ビデオデータが、Ｈ．２６４／アドバンストビデオコード化規格に対する３次元ビ
デオコード化拡張に準拠し、前記Ｈ．２６４／アドバンストビデオコード化規格に対する
マルチビュービデオコード化拡張と後方互換性がある、Ｃ１７に記載のビデオコード化装
置。
［Ｃ２５］
　実行されると、ビデオコード化装置の１つ以上のプロセッサに、
　復号ピクチャバッファ内へ深度成分を記憶させ、
　ビュー依存性を分析させて、前記深度成分がビュー間予測のために使用されるかどうか
決定させ、
　前記深度成分がビュー間予測のために使用されないと決定したことに応答して、前記復
号ピクチャバッファから前記深度成分を除去させる命令を記憶した、非一時的コンピュー
タ可読記憶媒体。
［Ｃ２６］
　前記深度成分が、ビデオデータのビューのビュー成分と関連付けられ、
　テクスチャ成分も、前記ビュー成分と関連付けられ、
　実行されると前記１つ以上のプロセッサに前記深度成分を除去させる前記命令が、実行
されると前記１つ以上のプロセッサに、前記深度成分がビュー間予測のために使用されな
いと決定したことに応答して、前記テクスチャ成分を除去することなく前記復号ピクチャ
バッファから前記深度成分を除去させる命令を備える、Ｃ２５に記載の非一時的コンピュ
ータ可読記憶媒体。
［Ｃ２７］
　前記深度成分が、ターゲット出力ビューに属さず、非参照ピクチャであり、又は、「参
照のために使用されない」ものとして標識されたピクチャである、Ｃ２５に記載の非一時
的コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ２８］
　前記ビュー依存性が、サブセットシーケンスパラメータセットのビデオコード化のシー
ケンスパラメータセット拡張において信号伝達され、
　前記サブセットシーケンスパラメータセットが、３次元ビデオファイルを含み、前記ビ
ュー依存性を分析するときに、アクティブビュービデオコード化シーケンスパラメータセ
ットとしてアクティブ化される、Ｃ２５に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ２９］
　前記深度成分が、ビデオデータのビューのビュー成分と関連付けられ、
　テクスチャ成分も、前記ビュー成分と関連付けられ、
　前記非一時的コンピュータ可読記憶媒体が、実行されると、前記１つ以上のプロセッサ
に、前記テクスチャ成分とは異なる前記深度成分に対する１つ以上の参照ピクチャを決定
させる命令をさらに記憶した、Ｃ２５に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ３０］
　前記深度成分が、ビデオデータのビューのビュー成分と関連付けられ、
　テクスチャ成分も、前記ビュー成分と関連付けられ、
　前記ビデオコード化装置がビデオデコーダを備え、
　前記非一時的コンピュータ可読記憶媒体が、実行されると、前記１つ以上のプロセッサ
に、
　前記深度成分及び前記テクスチャ成分が表示のために出力されるべきターゲット出力ビ
ューに属すると決定させ、
　前記深度成分と前記テクスチャ成分とを同時に出力させる命令をさらに記憶した、Ｃ２
５に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ３１］
　前記深度成分及び前記テクスチャ成分が異なる解像度を有する、Ｃ２５に記載の非一時
的コンピュータ可読記憶媒体。
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［Ｃ３２］
　前記ビデオデータが、Ｈ．２６４／アドバンストビデオコード化規格に対する３次元ビ
デオコード化拡張に準拠し、前記Ｈ．２６４／アドバンストビデオコード化規格に対する
マルチビュービデオコード化拡張と後方互換性がある、Ｃ２５に記載の非一時的コンピュ
ータ可読記憶媒体。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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